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サ
イ
コ
ロ
（
立
方
体
）
を
準
備
す
る
。

　
ド
ッ
ト
シ
ー
ル
に
技
の
名
前
を
書
く
。

「
前
転
が
り
」「
後
ろ
転
が
り
」「
丸
太
転
が

り
」
の
三
種
類
を
二
面
ず
つ
準
備
す
る
。

　
表
と
裏
に
対
に
な
る
よ
う
に
ド
ッ
ト
シ
ー
ル

を
サ
イ
コ
ロ
（
立
方
体
）
に
貼
る
。
技
は
、「
前
」

「
後
ろ
」「
横
」
の
方
向
に
転
が
る
指
示
に
な
る
。

　
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
、「
前
転
が
り
」
が
出

れ
ば
、
前
転
系
の
技
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
前
転
が
り
」
な
の
で
、
大
き
な
前
転
、
開
脚

前
転
、
跳
び
前
転
や
倒
立
前
転
で
回
っ
て
も
よ

い
わ
け
で
あ
る
。

　
サ
イ
コ
ロ
の
数
、
振
る
回
数
を
増
や
せ
ば
、

連
続
技
と
な
る
。

　
例
え
ば
、
三
個
振
れ
ば
、「
前
転
が
り
」「
後

ろ
転
が
り
」「
丸
太
転
が
り
」
と
出
る
。

　
振
っ
た
順
で
連
続
技
が
決
ま
る
。

　
ま
た
、
同
時
に
投
げ
れ
ば
、
ど
の
順
で
技
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
か
？
　
思
考
が
働
く
。

実
践
前
と
後

4　
全
く
問
題
は
な
い
が
、
自
分
で
技
を
決
め
る

と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
せ
ず
に
前
転
ば
か
り
の
子
が

い
る
。
サ
イ
コ
ロ
を
振
る
こ
と
で
自
分
の
殻
を

破
れ
る
子
が
続
出
す
る
。

微差力
教師の

サ
イ
コ
ロ
で
熱
中

転
が
し
て
、
偶
然
に
出
た
技
で
転
が
っ
て
！

ど
の
子
も
楽
し
く
マッ
ト
運
動
！

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
一
小
学
校

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

対
象
学
年
・
準
備
物

1　
全
学
年
・
サ
イ
コ
ロ
（
立
方
体
）・
ド
ッ
ト

シ
ー
ル
・
油
性
マ
ジ
ッ
ク

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2　
サ
イ
コ
ロ
を
使
っ
て
、
体
育
の
マ
ッ
ト
を

使
っ
た
運
動
遊
び
（
低
学
年
）、
マ
ッ
ト
運
動

（
中
・
高
学
年
）
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
行
う
ア

イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

　
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
、
偶
然
に
出
た
技
に
挑

戦
す
る
。
ど
き
ど
き
・
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
技

に
挑
戦
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト

3　
低
学
年
用
（
上
写
真
）
で
説
明
す
る
。

▲「前」「後」「横」の３種の６面サイコロ
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外
国
語
の
授
業
で
大
量
の
単
語
を
子
供
た
ち

に
提
示
す
る
場
合
、
黒
板
に
ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー

ド
を
貼
っ
て
い
く
指
導
が
よ
く
行
わ
れ
る
。
そ

の
際
の
工
夫
で
あ
る
。

１　

レ
ベ
ル
別
に
提
示
す
る

　

写
真
１
は
、『NEW

 HORIZON Elem
entary

 6

』（
東
京
書
籍
）
の
「U

nit3 Let's go to 
Italy.

」
で
形
容
詞
を
学
習
し
た
場
面
で
あ
る
。

big, cute

な
ど
一
九
個
あ
る
。
ゲ
ー
ム
な
ど
で

慣
れ
さ
せ
た
後
、
こ
う
指
示
す
る
。

⑴　

①
〜
④
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
一
つ
を

選
び
な
さ
い
。

（
＊
こ
こ
で
再
度
全
て
を
リ
ピ
ー
ト
さ
せ
る
）

⑵　

選
ん
だ
も
の
を
練
習
し
ま
す
。

⑶　

①
の
グ
ル
ー
プ
を
選
ん
だ
人
か
ら
一

人
ず
つ
言
い
ま
す
。

　

一
九
個
も
一
気
に
覚
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
一
つ

の
グ
ル
ー
プ
だ
け
覚
え
さ
せ
る
。
選
ん
で
い
な

い
も
の
も
他
の
子
が
言
う
の
を
何
度
も
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
苦
手
な
子
も
言
え
る
よ
う
に
、

簡
単
な
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

子
供
の
様
子
を
見
て
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
変
え

ら
れ
る
の
が
、
黒
板
提
示
の
良
さ
で
あ
る
。

２　

種
類
ご
と
に
提
示
す
る

　

写
真
２
も
「Let's go to Italy.
」
で
使
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
単
元
で
は
、
お
す
す

め
の
国
の
名
物
、
観
光
名
所
、
お
土
産
な
ど
を

紹
介
す
る
。
そ
の
例
を
写
真
で
提
示
し
て
い
る
。

　

出
し
方
も
工
夫
す
る
。
あ
る
国
の
も
の
を
三

つ
貼
り
、
ど
こ
の
国
か
を
当
て
る
ク
イ
ズ
に
す

る
。
国
旗
だ
け
最
初
に
貼
っ
て
お
き
、
出
し
た

写
真
が
ど
こ
の
国
の
も
の
か
当
て
さ
せ
る
。
こ

う
し
て
写
真
２
の
よ
う
に
す
べ
て
の
写
真
を
貼

っ
た
後
に
問
う
。

一
番
上
は
何
す
る
も
の
？

　

子
供
は
「
食
べ
る
も
の
」
と
答
え
る
。
そ
こ

で
「eat

」
の
ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
を
見
せ
て
、

次
の
よ
う
にeat

の
文
を
教
え
る
（see

やbuy

も
同
様
に
し
て
教
え
る
）。

eat

（eat

）、eat

（eat

）、eat pizza

（eat pizza

）、eat pizza

（eat pizza

）、

Y
ou can eat pizza

（Y
ou can eat 

pizza

）  

＊（　

）
は
子
供

　

こ
の
よ
う
に
種
類
ご
と
に
提
示
す
る
と
、
動

詞
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
し
た
り
、
単
語
の
共
通

点
（
語
尾
がer

やist

で
あ
る
こ
と
な
ど
）
に
気

付
か
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

板書術・
ノート術

超凄腕

滋
賀
県
野
洲
市
立
中
主
小
学
校

若わ
か
 い井
貴た

か
 ひ
ろ裕

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
を

黒
板
に
提
示
す
る
工
夫

大
量
の
単
語
を
教
え
る
際
、
黒
板
に
ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
を
貼
っ
て
い
く
。

レ
ベ
ル
別
や
種
類
ご
と
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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写真１

写真２

←レベル別に
　提示する

↓種類ごとに提示する



大成功の
絵画工作
授業

4

展
示
に
関
す
る
三
つ
の
事
例
。

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　
令
和
五
年
度
四
月
号
で
述
べ
た
作
品
展
「
あ

そ
び
の
国
へ
、
よ
う
こ
そ
‼
」
の
開
催
へ
向
け

て
、
今
回
は
展
示
の
事
例
を
三
つ
示
し
た
。

事
例
①　
作
品
の
展
示

　
オ
ニ
の
作
品
は
一
つ
一
つ
の
傾
き
を
変
え
な

が
ら
展
示
し
た
。
教
材
「
お
し
ゃ
べ
り
の
達

人
」
に
つ
い
て
は
作
品
の
裏
側
に
凧
糸
を
取
り

付
け
て
吊
る
し
た
。

事
例
②　

作
品
と
大
判
印
刷
（
Ａ
１
サ
イ
ズ
）

を
組
み
合
わ
せ
た
展
示

　
立
体
的
な
作
品
の
魅
力
が
よ
り
引
き
立
つ
よ

う
に
、
正
面
・
左
側
・
右
側
か
ら
の
写
真
を
拡

大
し
（
大
判
印
刷
）、
展
示
に
加
え
た
。

事
例
③　
作
品
・
大
判
印
刷
・
開
催
の
意
図
等

の
掲
示
物（
Ａ
０
ノ
ビ
サ
イ
ズ
）に
よ
る
展
示

　
作
品
や
大
判
印
刷
と
と
も
に
、
作
品
展
の
名

作
品
展
「
あ
そ
び
の
国
へ
、
よ

う
こ
そ
!!
」
の
開
催
へ
向
け
て

【事例①】（上）作品の展示 【事例②】（下）作品と大判印刷（Ａ１サイズ）を組み合わせた展示
　　　　  教材「いろんなオニがあつまった」「おしゃべりの達人」 作品／北海道教育大学学生、福島学院大学学生

事例①

事例②
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称
・
期
間
・
会
場
・
開
催
の
意

図
等
に
関
す
る
掲
示
物
を
展
示

し
た
。

■
掲
示
物
の
名
称
等
…
「
図
の

書
式
設
定
」（
ワ
ー
ド
）
機

能
を
活
用
し
て
作
成
し
た
。

■
作
品
展
の
背
景
に
あ
る
考
え

方
を
明
示
し
た
（
少
な
い
材

料
で
多
様
な
発
想
を
生
み
出

す
創
造
体
験
）。

【事例③】作品・大判印刷（Ａ１サイズ）・開催の意図等の掲示物（Ａ０ノビサイズ）による展示
　　　　 （左上）掲示物（開催の意図等）、（右上）大判印刷／教材「ソックス人形」「一本の糸で動く紙人形」、
　　　　 （中）作品展会場、（下）教材「なべつかみの大変身」

＊会場となる壁面への展示

事例③



28 国語 「おおきなかぶ」子供たちの音読の�工夫を引き出す発問 � 渡辺睦生

29 算数
イメージしやすい言葉と明確な�
指示での理解 � 利田勇樹

30 国語 「スイミー」�� 吉川たえ

31 算数
単元を通して同じ基本型で、�
授業を進める � 林　健広

32 国語 「言葉で遊ぼう」�� 松本一樹

33 算数
３年の「１万をこえる数」�
� 大井隆夫

34 国語 都道府県名はいきなり書かせず、�
まずは読ませる� 佐藤智彦

35 算数
問題を解くためのイラスト図を�
作業でイメージさせる� 赤塚邦彦

36 国語 日常を十七音で�
� 勇　和代

37 算数
小数のかけ算の筆算の仕方を�
説明させる� 太田政男

38 国語 伝え方の３つ技術�
� 田中修一

39 算数
式の数字の意味をとらえさせる�
� 石坂　陽

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　日戸勇希
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　田中稜真
55　橋本拓弥
55　横堀勇太
56　岡　拓真

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　髙見澤信介
58　桑原和彦
59　小島庸平
60　小林智子
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　岡　孝直
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　川原雅樹
66　吉永順一
67　谷　和樹

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　松藤　司

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　井戸砂織

社会貢献活動への 
取り組み

77　渡邊俊郎

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 ５年「国土の気候の特色」（第１時）�
� 太田政男

41 社会 ５年「国土の気候の特色」�
（第２時） � 太田政男

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 「伝統文化・郷土愛」は、自分の町に�戻して教える� 堀田和秀

43 英語 Lesson3「三人称単数現在」の�
導入初日 � 加藤　心

44
オンライ
ン

Google Classroom�
使いこなしスキル② � 許　鍾萬

45 情報活用 Ａ・Ｉの答えには間違いもあることに�気付かせる � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 英語 「書くこと」に差がつく６月を�乗り越えさせる� 森田健雄

47 社会 写真の読み取り方を「雪小モデル」を�
使って鍛える� 進士かおり

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「怒られると切り替えられない子への対応」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

事例で分かる

通常学級での「困難場面」対応例

1　教師の微差力 　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　若井貴裕

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第46回　A　向山洋一

No.558

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈問題行動編〉 	
14　�飛び出し事案の対応法を事前に決め、�
危機管理マニュアルに明記して共通理解を図る	 松﨑　力

15　目的が同じ子同士の作業にすれば良い 	 川原雅樹
16　できそうにないことがあると「超キレまくる」子 	 小嶋悠紀
17　「もう一度挑戦しよう」という気持ちを起こさせる対応	 手塚美和
18　注意や叱責で子供は変わらない 	 許　鍾萬
19　ランドセルの片付けができない花子さん 	 林　健広
20　一人残らず笑顔にする	 長谷川博之
〈学習場面編〉 	
21　算数テストがいつも０点に近い子	 原田朋哉
22　目線を低くする 	 上木信弘
23　ICTも活用し、緊張場面とフィードバックで音読力を向上させる	 太田政男
24　全体を指導し、その中で苦手な子を目立たないように指導していく	 塩谷直大
25　つまずきを把握する	 石坂　陽
26　板書をほとんど写そうとしない子	 松島博昭
27　教師の学びを変える！特別支援教育総合webマガジン「ささエる」	 小嶋悠紀

2023
月号6

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 2023年TOSS基本方針⑶⑷　【学び方マネジメント】【ポストコロナの本格始動】� 谷　和樹



トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

谷編集長の濃厚すぎる５分間

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス x 7 4 h p 8
（エックス・なな・よん・エイチ・ピー・はち）

共通パスワード
※有効期間： 2023年5月15日～

2023年8月14日

怒られると切り替えられない子への対応

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL6

決めたことをやり続けるには

すべての子供の学力を保障する

教育

特集

通常学級での
「困難場面」対応例
通常学級での
「困難場面」対応例

事例で分かる事例で分かる

令和5年5月15日発行（毎月1回15日発行）第558号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

外は雨でも
子供たちは頑張ってます！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す工作指導

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

6
2023

No.558
June

教育技術研究所

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年 国語 「おおきなかぶ」 算数　「なんばんめ」
小学２年 国語 「スイミー」 算数　「ひき算の筆算」
小学３年 国語 「言葉で遊ぼう」 算数　「１万をこえる数」
小学４年 国語 「都道府県の旅」 算数　「わり算の筆算」
小学５年 国語 「日常を十七音で」 算数　「小数のかけ算の筆算」
小学６年 国語 「伝え方の技術」 算数　「分数のわり算」

中学校の授業実践
英語 「『書くこと』に差がつく６月を
　　　 乗り越えさせる」
社会 「写真の読み取り方を
　　 『雪小モデル』を使って鍛える」

外は雨でも
子供たちは頑張ってます！
明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

子供たちは頑張ってます！子供たちは頑張ってます！子供たちは頑張ってます！子供たちは頑張ってます！子供たちは頑張ってます！子供たちは頑張ってます！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

６月の心得
第46回

か
な
」「
こ
の
ま
ま
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
仕
事

が
で
き
な
い
な
」「
他
の
ク
ラ
ス
は
こ
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
よ
」
な
ど
と
言
い
、

子
供
た
ち
に
話
し
合
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
学
級

の
活
動
な
ど
を
微
修
正
し
て
や
り
ま
す
。

　
微
修
正
を
進
め
て
い
く
と
、
不
安
や
不
満
を

も
つ
子
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
特
に
、
決
め

ら
れ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
す
る
お
と
な
し
い
子

は
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
不
安
に
思
っ
た
り
疑
問
に
思
っ

た
り
し
て
家
の
人
に
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
そ
う
い
う
子
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、「
学
年
が

一
年
上
に
な
っ
て
、
み
ん
な
よ
く
や
っ
て
い
る
ね
。

で
も
、
今
ま
で
も
っ
と
良
か
っ
た
の
に
変
わ
っ

ち
ゃ
っ
た
な
と
、
ち
ょ
っ
と
心
配
し
て
い
る
人
も
、

も
し
か
し
た
ら
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
ら
先
生
に
聞
か
せ
て
く
れ

ま
せ
ん
か
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
「
先
生

は
そ
う
い
っ
た
こ
と
ま
で
心
配
し
て
く
れ
て
い
る

ん
だ
」
と
、
子
供
た
ち
は
安
心
す
る
の
で
す
。

　
教
師
が
新
し
い
や
り
方
を
押
し
付
け
て
し
ま

う
と
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、
不
満
を

も
っ
た
り
異
論
を
も
っ
た
り
す
る
子
が
必
ず
い

る
も
の
で
す
。「
何
か
あ
っ
た
ら
、
先
生
に
も
教

え
て
ね
。
こ
こ
は
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
ね
」

と
い
う
よ
う
な
形
で
言
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
六
月
に
入
り
、
子
供
た
ち
が
ざ
わ
つ
い
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
か
こ
の
時
期
に
気

を
付
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
学
年
が
始
ま
っ
て
二
か
月
た
ち
ま
す
。
こ
の

時
期
、
安
定
し
て
い
る
ク
ラ
ス
と
安
定
し
て
い

な
い
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
き
ま
す
。
教
師
は
子

供
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
見
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　
前
学
年
と
違
う
や
り
方
に
不
安
を
も
っ
て
い

る
子
供
に
寄
り
添
い
、
子
供
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
微
修
正
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
学
年
が
上
が
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
や
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
、
教
師
が

入
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
、
よ

く
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
褒
め
て
や
り
な

が
ら
、「
で
も
、
ち
ょ
っ
と
直
し
た
方
が
い
い

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育



10

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

二
〇
二
三
年
T
O
S
S
基
本
方
針
⑶
⑷
　【
学
び
方

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】【
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
本
格
始
動
】

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
、
人
々
の
移
動
や
飲
食
の
動
き
も
本
格
化
し
て
き
た
。
T
O
S
S
も
コ
ロ
ナ
前
に
実

施
し
て
い
た
「
海
外
視
察
」
な
ど
を
順
次
再
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
T
O
S
S
の
基
本
方
針
で
も
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
」
で
の
動
き
方
が
今
後
重
要
に
な
る
。

は
、
ま
だ
途
上
だ
と
思
え
る
。

子
供
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
子
供
た
ち
が
熱
中

し
て
取
り
組
む
学
習
形
態
を
つ
く
り
だ
し
た

い
。
各
地
で
の
取
り
組
み
報
告
を
期
待
す
る
。

二　

基
本
方
針
４
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
本

格
始
動
」

　

い
よ
い
よ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
局
面
に
入
っ

た
。
本
誌
が
届
く
こ
ろ
に
は
コ
ロ
ナ
は
「
５

類
」
に
移
行
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、世
の
中
を
完
全
に
「
コ
ロ
ナ
前
」

に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

第
一
に
、
次
の
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
開
発
に
つ
い
て
述
べ
た

と
こ
ろ
、
合
田
次
長
は
こ
れ
に
対
し
て
次
の

コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
た
。

T
O
S
S
の
印
象
が
ず
い
ぶ
ん
変

わ
っ
た
。
今
後
、
我
が
国
の
教
育
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
の
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
」。
そ
れ
を
「
熱
中
さ
せ
る
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
と
い
う
観
点
で
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
新
鮮
で
、
興

味
深
く
、
示
唆
深
い
。

T
O
S
S－
S
N
S
で
は
「
個
別
最
適
な

学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
に
つ
い
て
積

極
的
な
発
信
が
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
た
授

業
設
計
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
に
つ
い
て

一　

基
本
方
針
３
「
学
び
方
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」

　

学
び
方
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
本

欄
の
二
〇
二
二
年
九
月
号
か
ら
二
〇
二
三
年

三
月
号
ま
で
七
回
に
わ
た
っ
て
書
い
て
き
た

の
で
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。

　

念
の
た
め
、
二
月
号
で
も
紹
介
し
た
文
化

庁
の
合
田
哲
雄
次
長
の
言
葉
を
再
掲
し
て
お

こ
う
。

　

日
本
教
育
技
術
学
会
静
岡
大
会
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
合
田
氏
は
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

評
価
観
の
大
転
換
が
必
要

　

私
が
同
じ
パ
ネ
ル
の
中
で
「
熱
中
す
る

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

T
O
S
S
非
同
期
シ
ス
テ
ム

問
い
合
わ
せ
先

谷　

和
樹
（k-tani@

toss2.com

）

安
田　

亮
（ryo@

tiotoss.jp

）

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
は
、
も
う
一
つ
、
次
の

こ
と
を
す
す
め
る
。

⑤　

新
し
い
様
式
の
合
宿
文
化

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
T
O
S
S
冬
合
宿
」
を

変
則
的
な
形
で
実
施
し
て
き
た
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
は
、
合
宿
と
い
う
形
態

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
を
ク
リ
ア
に
し
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
提
供
は
部
分
的
と
す
る
。

　

宿
泊
者
た
ち
が
よ
り
密
度
の
濃
い
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
形
を
模
索
す
る
。

　

各
県
ご
と
の
合
宿
や
、
サ
ー
ク
ル
合
宿
等

も
徐
々
に
実
施
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
開
催

し
て
み
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
知
を
、
ぜ
ひ
、

T
O
S
S－

S
N
S
等
で
共
有
い
た
だ
き
た

い
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
設
営
に
は
、

コ
ス
ト
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

　

毎
回
毎
回
、
信
頼
度
の
高
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
を
設
営
し
て
い
た
ら
消
耗
が
激
し
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
こ
と
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
や
る
。
そ
う
割
り
切
る
必
要
も
あ
る
。

例
え
ば
、
T
O
S
S
の
メ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

一
つ
で
あ
る
「
向
山
塾
」
は
、
今
年
度
「
オ

ン
ラ
イ
ン
の
み
」「
対
面
の
み
」「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
」
の
三
つ
の
形
態
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

④　
「
非
同
期
」
の
学
び
の
場
を
構
築
す

る

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
欄
の
二
〇
二
二
年
七

月
号
・
八
月
号
で
も
述
べ
た
の
で
参
照
い
た

だ
き
た
い
。
す
で
に
「
T
O
S
S
非
同
期
研

修
シ
ス
テ
ム
」
は
第
二
期
ま
で
稼
働
し
て
お

り
、
現
在
「
第
三
期
」
を
準
備
中
で
あ
る
。

　

今
後
、
こ
の
タ
イ
プ
の
学
び
の
形
は
年
々

加
速
す
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
教
員
研
修
ス
タ

イ
ル
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
受
講
者
と
し
て
も
講

師
と
し
て
も
参
画
可
能
な
の
で
、
問
い
合
わ

あ
る
。

①　
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
の
デ

フ
ォ
ル
ト
化

　

自
宅
か
ら
で
も
リ
モ
ー
ト
で
学
べ
る
利
便

性
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
こ
れ
を
完
全
に
撤

廃
し
て
後
戻
り
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
良
さ
を
さ
ら
に
追
究
し
、

ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②　
「
対
面
の
み
」
の
価
値
を
高
め
る

　

そ
の
中
で
一
部
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
対
面

の
み
」
の
試
み
を
開
始
し
て
い
る
。
対
面
で

な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
人
の
も
つ
オ
ー
ラ
、
空
間
支
配
力
、

休
み
時
間
等
の
非
線
形
な
情
報
交
流
、
懇
親

会
で
の
圧
倒
的
な
人
間
関
係
構
築
、
ア
イ
デ

ア
の
創
発
…
…
。
こ
う
し
た
も
の
の
価
値
を

再
確
認
し
、
そ
れ
を
求
め
る
先
生
方
と
の
学

び
の
場
を
再
設
計
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
」
の
継
続
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特集通

常
学
級
で
の

対
応
例

「

困
難
場
面

困
難
場
面
」

事例で分かる

問題行動編

11

学習場面編

22

「ささエる」の
購読を

おすすめします

33



　

事
例
で
分
か
る 

通
常
学
級
で
の 

困
難
場
面

困
難
場
面 

対
応
例

特集

13   2023. 6

１　

通
常
学
級
担
任
か
ら
の
相
談
が
激
増

通
常
学
級
の
担
任
か
ら
の
相
談
が
、
激
増
し
て

い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
Ｑ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
は
、「
教
室
に
い

る
難
し
い
子
」
へ
の
質
問
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
の
様

相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

左
の
よ
う
な
声
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
Ｑ
Ａ
に
寄
せ

ら
れ
る
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

①�　

授
業
中
、
す
き
を
み
て
教
室
を
出
て

行
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

②�　

特
別
支
援
学
級
の
子
で
は
な
い
の
で
す

が
、で
き
そ
う
に
な
い
こ
と
が
あ
る
と
「
超

キ
レ
ま
く
る
」
子
が
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。

③�　

何
か
に
取
り
組
ま
せ
よ
う
と
し
て
も
、

ま
る
で
意
欲
が
な
く
、

　
「
ぼ
く
な
ん
か
死
ね
ば
い
い
」

　

�

と
言
う
子
が
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
。

④�　

何
度
教
え
て
も
、
ラ
ン
ド
セ
ル
も
給
食

も
何
も
片
付
け
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

⑤�　

算
数
テ
ス
ト
や
漢
字
テ
ス
ト
が
い
つ
も

０
点
に
近
い
の
で
す
。

２　

授
業
力
を
上
げ
る
こ
と
こ
そ
解
決
の
中
心

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
一
番
大
切
な

の
は
次
の
こ
と
で
す
。

教
師
自
身
の
授
業
力
を
上
げ
る
こ
と

子
供
た
ち
を
惹
き
つ
け
、
熱
中
さ
せ
る
よ
う
な

授
業
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
。

問
題
の
大
半
は
そ
れ
で
解
決
し
ま
す
。

先
生
が
目
の
前
の
困
っ
て
い
る
事
象
に
だ
け

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
対
症
療
法
的
に
必
死
に
や
っ
て

い
る
う
ち
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
難
し
い
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
は
重
々
承

知
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
、
自
ら
の
授
業
力
と
学
級
統
率

力
そ
の
も
の
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

正
し
い
方
向
に
努
力
す
る
。

こ
れ
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
で

す
。と

は
言
う
も
の
の
、
今
日
・
明
日
の
授
業
に

困
っ
て
い
る
若
い
先
生
方
が
、
今
す
ぐ
そ
う
し
た

授
業
力
を
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
ま
た
現
実
で
す
。

３　

分
か
り
や
す
く
具
体
的
な
対
応
例

そ
こ
で
、
こ
の
特
集
で
は
、
そ
う
し
た
難
し
い

場
面
の
事
例
を
切
り
取
っ
て
、
力
の
あ
る
先
生
方

が
対
応
す
る
一
例
を
、
具
体
的
、
描
写
的
に
示
し

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
「
一
例
」
で
す
。

こ
う
し
た
問
題
事
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別

で
す
。
複
雑
な
背
景
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
も
解
決
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
何
か
し
ら
共
通
す
る
要
素
は
あ
り

ま
す
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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教
室
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
う
子
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
例
え
ば
、
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
激
高
し

て
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。
他
の
場
所
で
の
活
動
が
気
に
な

り
、
そ
の
場
所
に
行
っ
て
し
ま
う
。
授
業
に
付
い
て
い
け

な
い
、
も
し
く
は
授
業
が
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
教
室
を
出

て
し
ま
う
。
発
達
障
害
の
特
性
で
、
離
席
を
繰
り
返
し
、

そ
の
ま
ま
外
に
出
て
し
ま
う
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
子
供
に
対
し
て
は
、
担
任
一
人
で
対
応
す
る

の
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
子
供
が
教
室
を
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
時
の

対
応
を
、
事
前
に
協
議
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
第
一
歩
は
、
前
年
度
ま
で
の
引
継
ぎ
を
綿
密
に
し

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
前
担
任
か
ら
飛
び
出
し
事

案
が
あ
っ
た
と
い
う
情
報
を
得
た
ら
、
軽
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
取
材
し
、
記
録
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
子
は
、
特
別
な
事
情
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
引
継
ぎ
の
際
に
飛
び
出
し
事

案
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
け
れ
ば
、
必
ず
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
。

子
供
が
飛
び
出
し
て
し
ま
う
と
、
担
任
は
慌
て
て
し
ま

い
、
自
分
一
人
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
教
室
は
担
任
不
在
と
な
り
、
残
っ
た
子
供
た
ち
の

授
業
に
支
障
が
出
た
り
、
教
室
内
が
騒
乱
状
態
に
陥
っ
た

り
す
る
場
合
も
あ
る
。
飛
び
出
し
事
案
の
多
か
っ
た
学
校

に
勤
務
し
た
際
、
職
員
会
議
で
次
の
よ
う
な
対
応
法
を
決

定
し
た
。

１　

子
供
が
飛
び
出
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
職
員
室

に
校
内
電
話
を
入
れ
る
。
も
し
く
は
、
隣
の
教
師

に
頼
ん
で
、
職
員
室
に
連
絡
し
て
も
ら
う
。

２　

教
師
は
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
子
の

廊
下
で
の
行
動
を
目
視
し
て
い
る
。

３　

連
絡
を
受
け
た
職
員
は
、
手
分
け
を
し
て
昇
降

口
を
押
さ
え
る
。
最
も
危
険
な
こ
と
は
、
校
外
に

飛
び
出
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
二
つ

の
昇
降
口
が
あ
っ
た
の
で
、
校
長
な
ど
の
無
担
が

担
当
し
た
。
昇
降
口
を
確
認
し
た
ら
当
該
教
室
に

歩
い
て
向
か
う
。

４　

無
担
の
一
人
は
、
教
室
に
来
て
、
担
任
の
目
視

に
よ
る
結
果
を
聞
き
、
後
を
追
い
か
け
る
。
そ
の

際
に
、
子
供
が
確
認
で
き
な
い
と
き
は
走
っ
て
も

良
い
が
、
子
供
が
見
え
た
ら
、
決
し
て
走
っ
て
は

い
け
な
い
。
興
奮
し
て
、
走
り
出
し
て
し
ま
い
、

危
険
を
伴
う
。

５　

叱
責
を
せ
ず
に
、「
何
か
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
？
」
と
共
感
し
な
が
ら
理
由
を
聞
き
出
す
。

６　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
全
体
で
共
有
し
、
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
し
て
お
く
。

関西外国語大学教授 松
まつ

﨑
ざき

力
つとむ

飛び出し事案の対応法を事前に決め、
危機管理マニュアルに明記して
共通理解を図る
飛び出した子を担任が追いかけると弊害が多い。事案発生の場合の対応について、事前に
職員会議で話し合い、無担が対応するなど、学校全体で取り組むようにする。その内容を
危機管理マニュアルに明記し、対応にぶれを生じさせないようにする。

問題行動編─授業中、すきをみて教室を出て行ってしまう子
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目的が同じ子同士の作業にすれば良い
班で作業を進めることが目的ではない。目的が同じ
子同士で学習するような課題を仕組むことの方が
大切である。

１　

ま
ず
は
日
常
化
す
る

座
席
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
学
習
内
容
に
応
じ
、
目
的
が
同

じ
子
供
た
ち
で
学
習
や
作
業
を
す
れ
ば
よ
い
。
三
年
生
。

写
真
は
、
副
読
本
に
載
っ

て
い
る
郷
土
の
人
物
を
一

人
選
ん
で
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
る
作
業
。

　

一
人
で
や
っ
て
も

い
い
で
す
し
、
同
じ

人
物
同
士
で
や
っ
て

も
い
い
で
す
よ
。

子
供
た
ち
は
自
由
に
席
を
離
れ
て
作
業
す
る
。
一
人
が

い
い
子
も
い
る
。
無
理
に
グ
ル
ー
プ
に
す
る
必
要
は
な
い
。

討
論
の
時
も
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

　

相
手
へ
の
反
論
を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。
一
人
で

や
っ
て
も
い
い
で
す
し
、
同
じ
意
見
の
人
同
士
で

や
っ
て
も
い
い
で
す
よ
。

慣
れ
る
と
、
指
示
し
な
く
て
も
子
供
た
ち
は
自
然
に
グ

ル
ー
プ
に
な
る
。
こ
の
状
態
を
日
常
化
し
て
し
ま
う
。

２　

学
習
の
目
的
で
作
業
を
仕
組
む

向
山
洋
一
氏
の
「
戦
国
時
代
」
の
授
業
。

①　

同
じ
人
物
を
選
ん
だ
子
同
士
で
ま
と
め
る

②　

そ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
に
生
き
よ
う
と
し
た

か
を
書
く

③　

②
を
証
明
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
五
つ
選
ぶ

④　

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
班
で
Ｋ
Ｊ
法
※
に
ま
と
め
る
↓

代
表
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
選
ぶ
↓
他
の
班

と
の
違
い
を
討
論

①
で
ま
と
め
る
際
は
、
自
分
で

選
ん
だ
人
物
同
士
な
の
で
興
味
も

続
く
。
グ
ル
ー
プ
を
三
人
ま
で
と

し
て
お
く
と
、
何
も
し
な
い
子
が

出
に
く
い
。

④
の
詳
細
は
タ
イ
ト
ル
欄
写
真

に
あ
る
。
Ｋ
Ｊ
法
は
自
分
の
カ
ー

ド
を
出
す
と
こ
ろ
か
ら
学
習
が
始

ま
る
。
自
然
に
学
習
に
参
加
し
て
し
ま
う
。
似
て
い
る
カ
ー

ド
を
グ
ル
ー
プ
化
す
る
の
で
視
覚
的
に
も
見
や
す
く
、
作

業
も
伴
う
の
で
参
加
し
や
す
い
。
今
な
ら
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド

で
や
れ
ば
良
い
。
そ
こ
か
ら
一
つ
選
ぶ
学
習
は
自
分
の
主

張
も
で
き
討
論
に
も
な
る
。
要
は
課
題
や
作
業
内
容
な
の
だ
。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校 川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

問題行動編─班のみんなで進める作業に全く取り組まない子

※   

情
報
を
カ
ー
ド
化
し
、
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
整
理
・
分
析
す
る
方

法
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大
変
だ
と
言
わ
れ
る
子
供
た
ち
や
ク
ラ
ス
を
、
何
人
も

何
ク
ラ
ス
も
担
当
し
て
き
た
。

　

大
変
だ
と
い
う
状
態
は
、
そ
こ
ま
で
の
「
教
育
の
結

果
」
で
も
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
こ
ま
で
の
教
育
の
結
果
に
不
平
不
満
を
言
っ

て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。

　

そ
の
教
育
の
結
果
を
変
え
て
あ
げ
る
の
が
教
師
の
大
切

な
仕
事
だ
。

　

か
つ
て
担
当
し
た
ク
ラ
ス
で
、

「
教
師
に
よ
る
指
名
」

に
極
度
の
拒
否
反
応
が
あ
っ
た
。

「
な
ん
で
当
て
る
ん
だ
」「
先
生
が
わ
ざ
と
選
ん
で
当
て

て
い
る
」「
言
わ
な
い
か
ら
ね
」

な
ど
、
反
発
が
す
ご
か
っ
た
。

　

列
指
名
で
も
そ
う
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
上
写
真
の
よ
う
な
も
の
を
用
意
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
使
う
箱
と
小
さ
な

ボ
ー
ル
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
に
は
数
字
が
書
い
て
あ
り
、
箱

か
ら
ラ
ン
ダ
ム
で
取
り
出
せ
る
。

　

ボ
ー
ル
の
数
字
は
名
簿
番
号
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
指
名
す
る
。「
運
」
が
左
右
す
る
指
名
方
法
な

の
で
、
教
師
に
「
な
ん
で
指
名
し
た
ん
だ
！
」
が
向
か
い

に
く
く
な
る
。

　

次
に
指
名
す
る
子
は
、
箱
の
前
に
い
る
子
供
が
引
く
こ

と
に
す
る
。
こ
の
方
法
な
ら
、
友
達
が
引
く
の
で
、
文
句

を
向
け
に
く
く
な
る
の
だ
。

　

こ
の
構
造
に
な
る
と
、「
指
名
さ
れ
る
」
と
い
う
嫌
だ
っ

た
授
業
パ
ー
ツ
が
、「
楽
し
い
行
事
」
に
変
わ
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
で
、
徐
々
に
こ
の

パ
ー
ツ
を
「
指
名
す
る
パ
ー
ツ
」
へ
と
緩
や
か
に
移
行
さ

せ
て
い
く
。

　

最
初
か
ら
勝
負
を
す
る
と
い
う
指
導
も
大
切
だ
が
、
子

供
た
ち
の
状
況
に
応
じ
て
、
緩
や
か
に
楽
し
く
指
導
す
る

こ
と
も
大
切
だ
。

NPO法人TOSS理事 
㈱RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS 

  発達支援コンサルタント
小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

できそうにないことがあると
「超キレまくる」子
傷ついた子供たちに「指名」される学習の楽しさを体験させる。

問題行動編
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「もう一度挑戦しよう」という気持ちを
起こさせる対応
子供が何かを回避したい気持ちになった時、それを我慢できる力につなげる対応を。

１　

回
避
行
動
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

「
死
ん
で
や
る
！
」

「
僕
な
ん
か
死
ん
じ
ゃ
え
ば
い
い
ん
だ
！
」

こ
ん
な
言
葉
を
言
わ
れ
た
ら
、
大
人
は
ド
キ
ッ
と
し
て

し
ま
う
。
大
人
に
と
っ
て
「
そ
れ
だ
け
は
言
っ
て
は
ダ

メ
」
と
思
え
る
言
葉
を
言
っ
て
脅
か
す
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
？私

の
経
験
で
は
、
こ
の
「
死
ん
で
や
る
！
」
と
い
う
言

葉
の
前
に
は
「
〜
す
る
く
ら
い
な
ら
」
が
付
い
て
い
る
。

教
室
で
○
○
す
る
く
ら
い
な
ら
、
死
ん
で
や
る
！

嫌
い
な
△
△
を
す
る
く
ら
い
な
ら
、
死
ん
で
や
る
。

彼
ら
は
何
か
を
「
回
避
」
す
る
た
め
に
、
こ
の
言
葉
を

使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
言
っ
た
瞬
間
に
、

大
人
の
注
目
を
集
め
、
そ
の
嫌
な
何
か
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
し
た
経
験
が
過
去
に
あ
る
か
ら
だ
。
そ

の
言
葉
自
体
を
注
意
し
て
も
効
果
が
な
い
。
困
り
感
を
減

ら
す
方
法
を
一
緒
に
考
え
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
よ
う
に
励
ま
す
こ
と
が
大
切
だ
。

２　

対
応
の
基
本
的
な
手
順

①
【
落
ち
着
か
せ
る
】

興
奮
し
て
い
る
場
合
は
、
落
ち
着
か
せ
る
。
刺
激
す
る

物
や
事
か
ら
遠
ざ
け
、
落
ち
着
く
部
屋
に
移
動
さ
せ
る
。

②
【
聴
く
】

興
奮
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
そ
の
子
に
と
っ
て
「
嫌
な
の

は
何
か
」
を
聴
く
。

Ｔ　

何
が
、
嫌
だ
っ
た
の
？

Ｃ　

□
□
す
る
の
は
嫌
な
ん
だ
よ
。
ど
う
せ
、
で
き
な
い

も
の
。

Ｔ　

そ
う
か
〜
。
そ
れ
は
大
変
だ
っ
た
ね
。

そ
の
子
の
「
不
安
や
悲
し
み
」
を
理
解
し
、
共
感
し
よ

う
と
注
意
し
て
聴
く
。
教
師
が
共
感
し
て
く
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
伝
わ
れ
ば
、
後
の
言
葉
が
入
り
や
す
い
。

③
【
一
緒
に
考
え
る
】

安
心
し
て
、
再
度
挑
戦
で
き
る
方
法
を
一
緒
に
考
え
る
。

ア　

先
生
が
一
緒
に
付
い
て
い
た
ら
、
挑
戦
で
き
る

か
な
？

イ　

一
〇
個
の
う
ち
、
五
個
な
ら
で
き
そ
う
か
な
？

ウ　

少
し
時
間
が
た
っ
た
ら
、
戻
れ
そ
う
か
な
？

教
師
と
考
え
た
方
法
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
ら
褒
め
、

励
ま
す
。
少
し
で
も
成
功
し
た
と
い
う
体
験
を
さ
せ
た
い
。

そ
の
小
さ
な
体
験
の
積
み
重
ね
が
、
次
に
回
避
し
た
い
気

持
ち
に
な
っ
た
時
に
、
我
慢
す
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

静岡県静岡市立清水有度第二小学校 手
て

塚
づか

美
み

和
わ

問題行動編─意欲がなく「ぼくなんか死ねばいい」という子
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「
ラ
ン
ド
セ
ル
を
片
付
け
な
さ
い
！　

何
回
言
っ
た
ら
分

か
る
の
！
」

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
給
食
の
片
付
け
が
で
き
る
の
！　

も

う
み
ん
な
片
付
け
終
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
！
」

「
掃
除
の
片
付
け
が
で
き
る
ま
で
外
で
遊
べ
ま
せ
ん
！　

や
り
直
し
！
」

　

注
意
や
叱
責
で
子
供
は
変
わ
ら
な
い
。
毎
日
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
な
の
で
、
子
供
も
教
師
も
嫌
に
な
っ
て
く
る
。

強
い
叱
責
や
指
導
で
一
時
的
に
や
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し

て
も
長
続
き
は
し
な
い
。
や
が
て
教
師
へ
の
信
頼
が
な
く

な
り
、
子
供
は
反
抗
す
る
よ
う
に
な
る
。
発
達
障
害
の
あ

る
子
供
な
ら
尚
更
だ
。

　

ど
う
す
る
か
。

教
師
が
代
わ
り
に
や
っ
て
あ
げ
る

こ
れ
だ
け
で
子
供
も
教
師
も
気
持
ち
が
楽
に
な
る
。

い
つ
ま
で
や
っ
て
あ
げ
る
の
か
と
い
う
と
、
子
供
が
自

分
で
や
る
よ
う
に
な
る
ま
で
ず
っ
と
で
あ
る
。

月
に
一
度
く
ら
い
、
思
い
付
い
た
よ
う
に
話
し
か
け
る
。

「
太
郎
く
ん
、
お
帰
り
。
外
遊
び
楽
し
か
っ
た
？
」

「
と
こ
ろ
で
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
誰
が
片
付
け
た
と
思

う
？
」

「
許
先
生
？
（
ポ
カ
ン
と
し
た
表
情
で
）」

「
そ
う
。
あ
り
が
と
う
は
？
」

「
あ
り
が
と
う
」

　

こ
れ
だ
け
だ
。
給
食
の
片
付
け
も
、
掃
除
の
片
付
け
も

同
じ
よ
う
に
や
る
。
そ
の
子
の
保
護
者
に
な
っ
た
よ
う
に

毎
日
や
る
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
日
突
然
「
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
」
を
見
せ
る
。
変
化
を
見
逃
さ

ず
褒
め
る
。

こ
れ
で
片
付
け
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
と
、
な
ら
な

い
。
魔
法
や
手
品
の
よ
う
に
子
供
は
変
わ
ら
な
い
。
だ
か

ら
、
教
師
が
ま
た
や
っ
て
あ
げ
る
。
一
年
間
や
り
続
け
る

心
構
え
を
教
師
が
も
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

片
付
け
ら
れ
な
い
子
の
中
に
は
「
や
り
方
が
分
か
ら
な

い
子
」
も
い
る
。
そ
の
場
合
は
別
の
指
導
が
必
要
だ
。

　

片
付
け
る
と
は
、
何
を
ど
う
い
う
順
番
で
や
る
こ
と
な

の
か
。
ど
こ
ま
で
や
れ
ば
片
付
け
た
と
言
え
る
の
か
。

一
つ
一
つ
や
り
方
を
「
教
え
」「
体
験
さ
せ
」「
確
認
し
」

「
褒
め
る
」
こ
と
で
ル
ー
テ
ィ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
。

「
片
付
け
た
状
態
」
を
写
真
に
撮
っ
て
お
く
の
も
効
果
的

だ
。
片
付
け
る
場
所
に
写

真
を
貼
っ
て
お
け
ば
、
ど

の
子
も
パ
ッ
と
見
て
片
付

け
ら
れ
る
。

兵庫県姫路市立英賀保小学校 許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

注意や叱責で子供は変わらない
教師がある程度、子供たちのために動いてあげるということが必要だ。その上で、やり方
を「①教え」「②体験させ」「③確認し」「④褒める」。

問題行動編─ランドセル、給食、そうじ等の後片付けができない子
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ランドセルの片付けができない花子さん
５つの手立てで、自分で片付けができるよ
うになった。

同
じ
注
意
を
何
度
も
し
て
い
る
の
に
、
全
く
変
わ
ら
な

い
子
。
教
師
が
落
ち
込
む
こ
と
は
な
い
。

「
そ
の
注
意
」
が
、「
そ
の
子
」
に
効
果
が
な
い
こ

と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

四
年
生
、
花
子
さ
ん
。
朝
、
学
校
に
来
て
、
ラ
ン
ド
セ

ル
を
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
担
任
か
ら
引
き
継

ぎ
で
聞
い
て
い
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
机
に
置
い
て
、
そ
の

ま
ま
遊
び
に
行
く
。
も
し
く
は
、
ぼ
〜
っ
と
し
て
い
る
。

「
ラ
ン
ド
セ
ル
、
片
付
け
る
ん
だ
よ
」
と
指
示
し
て
も
、

片
付
け
な
い
。「
ラ
ン
ド
セ
ル
、
片
付
け
て
。
ラ
ン
ド
セ

ル
、
片
付
け
て
。
ラ
ン
ド
セ
ル
、
片
付
け
て
」
と
、
同
じ

指
示
を
三
回
す
る
。
片
付
け
な
い
。
片
付
け
て
い
る
絵
を

見
せ
る
。
片
付
け
よ
う
と
す
る
動
き
は
な
い
。

手
立
て
①
　
一
緒
に
片
付
け
る

「
先
生
、
手
伝
っ
て
い
い
か
な
？
」
花
子
さ
ん
は
、
こ
く

り
と
頷
く
。
一
緒
に
す
る
と
、
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
か
月
続
け
た
。

手
立
て
②
　
ま
ね
を
さ
せ
る

五
月
半
ば
。
わ
が
子
が
使
っ
て
い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
教

室
に
持
ち
込
ん
だ
。「
先
生
の
ま
ね
を
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」。
私
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
味
を
出
す
。
彼
女
も
、
自

分
の
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
中
味
を
出
す
。
私
が
、
机
の
引
き

出
し
に
教
科
書
を
入
れ
る
。
彼
女
は
、
自
分
の
机
の
引
き

出
し
に
教
科
書
を
入
れ
る
。
一
つ
一
つ
教
え
褒
め
て
い
く
。

手
立
て
③
　
表
を
作
る

二
学
期
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
片
付
け
る
表
を
作
成
し
た
。

「
①
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
の
物
を
引
き
出
し
に
入
れ
る
」「
②

ラ
ン
ド
セ
ル
を
後
ろ
の
た
な
に
置
く
」「
③
し
ゅ
く
だ
い
、

け
ん
温
表
を
出
す
」「
④
ラ
ジ
オ
体
そ
う
」
と
書
い
た
表
。

「
①
は
、
何
分
く
ら
い
で
で
き
そ
う
？
」「
五
分
！
」
表

に
五
分
と
書
く
。
時
計
に
、
水
性
マ
ー
カ
ー
で
、
五
分
後

の
印
を
書
い
た
。
そ
し
て
、
私
が
表
を
指
で
さ
す
。「
①

ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
の
物
を
引
き
出
し
入
れ
る
」
と
言
い
な

が
ら
、
指
で
さ
す
。
彼
女
の
手
が
動
き
出
そ
う
と
し
た
瞬

間
に
、「
お
お
！
　
す
ご
い
ね
ぇ
」
と
褒
め
る
。

手
立
て
④
　
直
接
的
な
言
葉
を
か
け
る

九
月
半
ば
。
言
葉
だ
け
に
し
た
。「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中

の
物
を
引
き
出
し
に
入
れ
る
」
と
言
葉
だ
け
で
あ
る
。

手
立
て
⑤
　
間
接
的
な
言
葉
を
か
け
る

十
月
。「
ま
ず
、
何
を
す
る
の
？
」「
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら

物
を
出
す
！
」「
そ
う
だ
！
」
彼
女
が
物
を
出
す
。「
次

に
？
」「
ラ
ン
ド
セ
ル
を
後
ろ
の
棚
に
置
く
！
」「
す
ご

い
！
」

十
一
月
に
は
、
自
分
だ
け
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を
片
付
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

教
え
て
褒
め
る
。
そ
し
て
、「
待
つ
」
こ
と
も
、
教
師

の
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

問題行動編─同じ注意を何度もしているのに全く変わらない子
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経
験
則
で
述
べ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
手
の
か
か
る
」
中
学

生
の
心
が
最
も
す
さ
ん
で
い
る
の
は
朝
で
あ
る
。
彼
ら
の

多
く
は
家
庭
で
心
を
す
さ
ま
せ
る
。

　
だ
か
ら
、
我
々
教
師
の
仕
事
の
最
初
は
、

「
朝
の
時
間
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
安
定
の
一
策
を
紹
介
す
る
。
現
在
東
北
で
管

理
職
を
務
め
る
坂
井
ふ
き
子
氏
の
見
た
、
当
時
三
〇
代
前

半
で
あ
っ
た
長
谷
川
の
学
級
（
中
学
三
年
）
の
朝
で
あ
る
。

■
長
谷
川
先
生
の
案
内
の
も
と
、
８
時
30
分
ご
ろ
教
室
に

行
く
。
教
室
に
入
っ
た
と
き
は
す
で
に
生
徒
は
読
書
の
最

中
。
誰
一
人
お
し
ゃ
べ
り
と
か
い
わ
ゆ
る
内
職
を
し
て
い

る
子
は
い
な
い
。

　
長
谷
川
先
生
の
一
声
で
、
生
徒
た
ち
は
読
書
を
や
め
、

一
斉
に
顔
を
上
げ
る
。
長
谷
川
先
生
に
紹
介
を
い
た
だ
き
、

私
か
ら
も
簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
た
。

　
そ
の
後
、
ま
た
読
書
を
始
め
る
。
私
は
教
室
の
後
方
に

用
意
さ
れ
て
い
た
い
す
に
案
内
さ
れ
た
。
特
別
支
援
学
級

の
担
任
の
先
生
だ
ろ
う
か
。
い
す
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
長
谷
川
先
生
は
と
い
う
と
、
教
卓
の
脇
に
い
す
を
出
し
、

そ
こ
で
生
徒
の
日
記
を
読
ん
で
い
た
。（
略
―
長
谷
川
）

　
８
時
40
分
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
や
否
や
、
日
直
？　
当

番
？　
か
ら
「
読
書
を
や
め
て
く
だ
さ
い
」
の
声
が
か
か

り
、
生
徒
は
読
書
を
や
め
た
。（
略
―
長
谷
川
）

　
朝
の
会
で
一
人
の
生
徒
の
日
記
を
紹
介
し
た
。
お
と
な

し
い
男
子
生
徒
だ
そ
う
だ
。
３
ペ
ー
ジ
以
上
書
い
て
き
て

い
た
日
記
だ
。「
長
谷
川
か
ら
１
本
と
っ
た
の
で
、
紹
介

し
た
」
と
あ
と
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
朝
の
会
で
紹
介
を
し
た
と
き
は
、
教
室
が
朝
か
ら
楽
し

い
空
間
に
な
っ
た
。
書
い
た
生
徒
も
聞
い
て
い
た
生
徒
も

笑
顔
笑
顔
で
あ
る
。（
略
―
長
谷
川
）
■

　
坂
井
氏
に
と
っ
て
、
こ
の
朝
の
時
間
が
一
番
の
衝
撃
で

あ
っ
た
と
言
う
。
坂
井
氏
が
驚
い
た
の
は
、

朝
の
会
で
全
員
が
笑
う
こ
と
だ
。

　
笑
う
よ
う
に
組
み
立
て
る
長
谷
川
の
仕
事
に
対
し
て
、

「
衝
撃
」
を
受
け
た
の
だ
。

　
朝
の
会
の
メ
ニ
ュ
ー
は
挨
拶
・
健
康
観
察
・
係
と
委
員

会
か
ら
の
連
絡
・
先
生
の
話
、
だ
。
最
初
か
ら
笑
わ
せ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
先
生
の
話
の
コ
ー
ナ
ー

で
仕
組
む
。
こ
の
日
は
知
的
で
オ
チ
の
あ
る
日
記
を
朗
読

す
る
こ
と
で
笑
わ
せ
た
。
全
員
笑
顔
で
一
日
が
始
ま
る
。

そ
れ
が
私
の
理
想
で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
一
〇
年
、
今
も
毎
朝
、
生
徒
を
笑
顔
に
し
て

い
る
。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

一人残らず笑顔にする
最も心が不安定である朝の段階で、教室の全員を笑顔にする。それが我々教師の日常最初
の仕事である。

問題行動編─学年のボス中のボスの子が朝から荒れていたら
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算数テストがいつも０点に近い子
カンニングしてでも良い点を取ろうとする子をいとおしいと思えるか。

算
数
テ
ス
ト
が
い
つ
も
０
点
に
近
い
子
は
、
テ
ス
ト
の

度
に
、「
あ
な
た
は
算
数
が
苦
手
で
す
」「
あ
な
た
は
で
き

な
い
人
で
す
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
だ
。

そ
の
状
態
が
続
く
と
、
自
尊
感
情
は
ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
、

耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
、
や
る
気
を
な
く
す
。

辛
う
じ
て
や
る
気
が
残
っ
て
い
る
子
は
、
カ
ン
ニ
ン
グ

し
て
で
も
、
少
し
で
も
良
い
点
数
を
取
ろ
う
と
す
る
。

し
か
し
、
カ
ン
ニ
ン
グ
を
注
意
さ
れ
て
、
最
後
は
、

「
ど
う
せ
俺
（
私
）
な
ん
て
、
で
き
な
い
し
」
と
考
え
て
、

テ
ス
ト
さ
え
受
け
な
く
な
る
。
算
数
の
テ
ス
ト
は
、
そ
の

子
の
実
力
を
知
り
、
改
善
を
見
付
け
る
た
め
の
も
の
だ
ろ

う
。
そ
の
テ
ス
ト
さ
え
受
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

元
も
子
も
な
い
。
教
師
の
姿
勢
と
し
て
「
カ
ン
ニ
ン
グ
し

て
で
も
良
い
点
を
取
り
た
い
」
と
い
う
子
を
見
た
時
に
、

い
と
お
し
い
と
思
え
る
か
ど
う
か
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　

お
そ
ら
く
、
テ
ス
ト
が
い
つ
も
０
点
に
近
い
子
は
、
通

常
の
算
数
の
授
業
で
、
早
く
で
き
た
子
が
板
書
し
た
も
の

を
提
示
し
て
、「
写
す
の
も
お
勉
強
で
す
よ
」
と
教
師
が

促
し
て
も
、
写
す
の
も
難
し
か
っ
た
り
、
写
す
こ
と
を
プ

ラ
イ
ド
が
邪
魔
し
た
り
す
る
子
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
子
が
、
テ
ス
ト
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
時
間
は
、
カ
ン
ニ
ン
グ
し
て
で
も
良
い
点
を
取

ろ
う
と
し
て
、
必
死
に
な
っ
て
近
く
の
子
の
解
答
を
写
そ

う
と
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
瞬
間
は
、
そ
の
子
に
と
っ
て
、

ど
ん
な
時
よ
り
も
、
集
中
し
て
、
答
え
を
探
し
て
い
る
瞬

間
だ
ろ
う
。
そ
の
子
の
未
来
を
考
え
た
時
、
そ
の
瞬
間
が
、

一
番
勉
強
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
見
逃
し
て
や
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
善
悪
を
教
え
る
こ
と
も
大
切
だ
。

し
か
し
、「
ど
う
せ
俺
（
私
）
な
ん
て
、
で
き
な
い

し
」
と
鼻
か
ら
何
も
し
よ
う
と
し
な
い
子
の
姿
を
放
置
す

る
よ
り
は
、
改
善
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
ず
は
、
写
し
て
で
も
良
い
点
を
取
ら
せ
て
、
周
り
に

認
め
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
。

　

次
に
、
周
り
に
認
め
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
か
ら
、
自

分
の
力
で
や
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
ら
、
そ
れ
を
全

力
で
支
持
す
る
。

　

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
そ
の
子
の
前
に
進
も
う
と
す
る

気
持
ち
の
後
押
し
を
す
る
の
が
教
師
の
仕
事
だ
。

　

さ
ら
に
、
子
供
の
意
欲
に
合
わ
せ
て
、
一
回
の
テ
ス
ト

の
機
会
を
使
っ
て
、
テ
ス
ト
の
解
き
方
を
教
え
る
授
業

（
一
緒
に
問
題
を
解
く
）
を
行
う
。

　

赤
鉛
筆
で
薄
く
式
と
答
え
を
書
く
。
も
し
く
は
、
式
だ

け
（
答
え
だ
け
）
書
い
て
お
く
な
ど
、
少
し
ず
つ
手
を
離

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
。

何
よ
り
も
、
子
供
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
励
ま
し
な
が

ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
肝
に
な
る
。

大阪府富田林市立大伴小学校 原
はら

田
だ

朋
とも

哉
や

学習場面編
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一
〇
年
以
上
前
、
小
学
校
三
年
生
を
担
任
し
た
。
注
意

欠
如
・
多
動
症
と
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、
睡
眠
障
害
と

診
断
さ
れ
た
Ａ
君
に
出
会
っ
た
。

Ａ
君
は
、
間
違
い
や
失
敗
を
す
る
と
、
机
に
突
っ
伏
し

て
し
ま
っ
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
り
し
て
し
ま
う

子
で
あ
っ
た
。

特
に
、
漢
字
テ
ス
ト
は
苦
手
だ
っ
た
。

一
回
目
の
漢
字
テ
ス
ト
一
〇
問
の
場
面
。
問
題
を
見
た

途
端
、
Ａ
君
は
、「
こ
ん
な
た
く
さ
ん
、
嫌
だ
！
」
と
机

に
突
っ
伏
し
て
し
ま
っ
た
。

二
回
目
の
漢
字
テ
ス
ト
一
〇
問
の
場
面
。

Ａ
君
に
は
、
漢
字
二
問
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。

朝
学
習
の
時
間
に
、
私
は
、
Ａ
君
の
所
に
行
き
、
さ
さ

や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

「
今
日
、
漢
字
ス
キ
ル
２
の
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
（
開
い

て
み
せ
た
）。
Ａ
君
は
、
①
②
だ
け
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。

③
〜
⑩
は
、
算
数
の
よ
う
に
、
先
生
が
赤
鉛
筆
で
薄
く
書

い
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
を
な
ぞ
り
ま
す
。
Ａ
君
は
、
①
②

の
漢
字
だ
け
を
覚
え
て
書
け
れ
ば
、
み
ん
な
と
同
じ
一
〇

〇
点
に
な
り
ま
す
。
こ
の
先
生
の
ア
イ
デ
ア
で
や
っ
て
み

る
？
」

Ａ
君
は
、「
①
②
だ
け
覚
え
れ
ば
い
い
ん
か
」
と
尋
ね

て
き
た
。
私
は
答
え
た
。

「
そ
う
、
①
②
だ
け
覚
え
て
書
く
。
後
は
な
ぞ
る
ん
だ
」

Ａ
君
は
、「
分
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。

私
は
、
③
〜
⑩
の
答
え
を
赤
鉛
筆
で
薄
く
書
い
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
Ａ
君
、
①
②
の
漢
字
を
覚
え
る
ん
だ
よ
」

Ａ
君
は
、
①
②
の
漢
字
を
じ
っ
と
見
て
、
覚
え
て
い
た
。

国
語
授
業
前
の
休
み
時
間
、
Ａ
君
と
、
①
②
の
漢
字
が

書
け
る
か
、
テ
ス
ト
を
し
て
み
た
。
②
を
間
違
え
て
い
た
。

「
Ａ
君
、
大
丈
夫
。
②
だ
け
今
か
ら
覚
え
れ
ば
、
大
丈
夫
」

黒
板
に
漢
字
を
書
い
て
、
空
書
き
で
何
度
も
確
認
し
た
。

そ
し
て
、
本
番
。
Ａ
君
は
、
①
②
の
漢
字
を
覚
え
て
い

た
。
正
確
に
書
い
た
。
③
〜
⑩
の
漢
字
を
、
丁
寧
に
な

ぞ
っ
て
書
い
た
。
隣
の
子
と
交
換
し
て
、
丸
付
け
。
Ａ
君

は
、
一
〇
〇
点
だ
っ
た
。
あ
か
ね
こ
シ
ー
ル
を
丁
寧
に

貼
っ
て
い
た
。

そ
の
後
は
、
Ａ
君
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
漢
字
三
問
、

漢
字
五
問
テ
ス
ト
に
し
て
い
っ
た
。

六
月
に
な
る
と
、「
先
生
、
も
う
赤
鉛
筆
で
書
か
な
く

て
い
い
。
自
分
で
一
〇
問
、
や
っ
て
み
る
」
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
七
〇
点
以
上
の
高
得
点
を
と
る

よ
う
に
な
っ
た
。
Ａ
君
は
、
間
違
え
て
も
、
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

四
年
生
十
一
月
に
行
っ
た
「
漢
字
五
〇
問
テ
ス
ト
」。

Ａ
君
は
、
初
見
で
八
四
点
を
と
る
ま
で
に
な
っ
た
（
画
像

は
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
掲
載
）。

福井県越前市立武生東小学校 上
うえ

木
き

信
のぶ

弘
ひろ

目線を低くする
「漢字２問テスト」「漢字３問テスト」というように、「これならできそうだ」というところか
ら始め、成功体験を何度も積ませていく。

学習場面編─漢字テストがいつも０点に近い子



事
例
で
分
か
る
通
常
学
級
で
の
困
難
場
面

困
難
場
面
対
応
例

特集

23 2023. 6

ICTも活用し、緊張場面とフィードバック
で音読力を向上させる
まずは数値での実態把握から始めよう。向山氏の「夜のくすのき」の実践が参考になる（『授
業力上達の法則２　向山の授業実践記録』学芸みらい教育新書）。

１　

数
値
で
具
体
的
に
把
握
す
る

　

み
な
さ
ん
の
学
級
に
は
「
音
読
が
苦
手
な
子
」
が
何
人

い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
子
た
ち
は
、
教
材
文
を
読
み
終
わ

る
の
に
何
分
か
か
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
ら
れ
る
教
師
な
ら
、
学
級
で

起
こ
る
様
々
な
問
題
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
だ
ろ
う
。

数
値
で
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
向
山
洋

一
氏
の
「
夜
の
く
す
の
き
」
の
実
践
か
ら
学
ん
だ
。
向
山

氏
は
二
つ
の
時
間
を
計
り
、
記
録
し
て
い
る
。

①
「
一
回
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。
分
か
ら
な
い
字

は
と
ば
し
て
い
き
ま
す
」
と
指
示
し
、
教
材
を
一

読
す
る
の
に
か
か
っ
た
時
間
。

②
「
読
め
な
い
漢
字
の
横
に
赤
線
を
引
き
な
さ
い
」

と
指
示
し
、
そ
れ
が
終
了
す
る
ま
で
の
時
間
。

こ
れ
だ
け
で
授
業
中
の
子
供
の
見
え
方
が
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
。
ぜ
ひ
教
室
で
試
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

2　

小
さ
な
緊
張
場
面
を
何
度
も
体
験
さ
せ
る

　

一
斉
音
読
だ
け
で
は
、
本
当
に
正
し
く
読
め
て
い
る
か

ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
向
山
氏
は
次
の
二
つ

の
こ
と
が
「
絶
対
に
必
要
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

Ａ　

他
人
が
読
ん
で
い
る
の
を
聞
く
。

Ｂ　

一
人
一
人
に
読
ま
せ
て
み
る
。

授
業
中
に
一
人
一
文
ず
つ
読
ま
せ
て
い
く
と
よ
い
。
一

人
で
読
む
と
い
う
緊
張
場
面
が
あ
る
だ
け
で
、
音
読
の
力

は
高
ま
っ
て
い
く
。
一
文
な
ら
低
位
の
子
へ
の
負
荷
も
少

な
く
、
時
間
も
か
か
ら
な
い
。
他
の
子
が
読
ん
で
い
る
の

を
聞
き
な
が
ら
正
し
い
読
み
方
も
確
認
で
き
る
。
間
違
っ

て
い
れ
ば
そ
の
場
で
修
正
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

３　

I
C
T
を
活
用
し
た
実
態
把
握
と
練
習

M
icrosoft T

eam
s

の
課
題

機
能
の
一
つ
に
「
音
読
」
が
あ

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
向
か
っ
て

音
読
を
す
る
と
、
音
読
の
正
確

さ
や
、
か
か
っ
た
時
間
、
間
違

え
た
箇
所
、
間
違
え
た
回
数
な

ど
が
瞬
時
に
分
か
る
。

こ
の
機
能
を
使
え
ば
、
家
庭

学
習
で
も
緊
張
感
の
あ
る
音
読

と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
。

有
効
活
用
し
た
い
ツ
ー
ル
の
一

つ
で
あ
る
。

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

学習場面編─音読がとても苦手な子
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１　

ボ
ー
ル
運
動
の
苦
手
な
子
へ
の
指
導

ボ
ー
ル
運
動
が
苦
手
な
子
は
、
ボ
ー
ル
に
対
す
る
恐
怖

心
を
も
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
安
心
感
を
与
え
る
た
め
、

初
め
は
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
な
ど
や
わ
ら
か
い

ボ
ー
ル
を
使
わ
せ
る
。
次
に
「
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
基
本
的

な
動
き
」
を
教
え
る
。
ペ
ア
を
組
ま
せ
て
、
次
の
手
順
で

教
え
て
い
く
。

①　

両
手
で
頭
の
上
か
ら
投
げ
る
。

②　

体
を
横
向
き
に
し
て
、
頭
の
上
か
ら
投
げ
る
。

体
を
ひ
ね
る
動
き
が
出
て
く
る
。

③　

体
を
横
向
き
に
し
て
、
顔
の
横
か
ら
投
げ
る
。

④　

利
き
足
と
は
逆
の
足
を
持
ち
上
げ
て
、
体
重
の

移
動
に
気
を
付
け
な
が
ら
投
げ
る
。
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
前
の
足
が
上
が
り
、
投
げ
終
わ
る
と

後
ろ
の
足
が
離
れ
る
。

⑤　

片
手
で
投
げ
る
練
習
を
す
る
。

こ
の
教
え
方
は
桑
原
和
彦
氏
の
追
試
で
あ
る
。YouTube

で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
上
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）。

授
業
で
教
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
苦
手
な
子
だ
け
を
呼

ん
で
練
習
す
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
全
体
に
「
投
げ
る

基
本
的
な
動
き
」
を
教
え
る
の
だ
。
全
体
に
指
示
を
出
し

て
、
そ
の
後
に
苦
手
な
子
へ
個
別
対
応
す
る
。
一
〇
分
ほ

ど
で
、
子
供
た
ち
の
投
げ
方
は
見
違
え
る
よ
う
に
良
く
な

る
。
そ
の
子
が
苦
手
な
こ
と
を
目
立
た
せ
な
い
よ
う
に
指

導
し
て
、
褒
め
て
あ
げ
る
。

２　

な
わ
跳
び
が
苦
手
な
子
へ
の
指
導

な
わ
跳
び
が
苦
手
な
子
は
「
な
わ
を
回
す
こ
と
」
と

「
な
わ
を
跳
ぶ
こ
と
」
の
二
つ
の
動
作
を
同
時
に
行
う
こ

と
が
難
し
い
場
合
が
多
い
。
こ
の
二
つ
を
解
消
す
る
一
番

の
近
道
は
、
道
具
で
あ
る
跳
び
な
わ
を
そ
の
子
が
使
い
や

す
い
も
の
に
調
整
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
。
私
は
「
と
び
な

わ
キ
ン
グ
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
を
使
っ
て
い
る
。
長

い
グ
リ
ッ
プ
で
遠
心
力

が
付
き
や
す
く
、
回
し

や
す
い
の
が
特
長
だ
。

教
室
に
一
〇
本
ほ
ど
常

備
し
て
お
き
、
体
育
の

時
間
に
自
由
に
使
っ
て

良
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

以
前
よ
り
た
く
さ
ん
跳

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
子
供
た
ち
か
ら
も
好
評
だ
。
こ
の

他
に
も
、
桑
原
和
彦
氏
が
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
「
さ
さ
エ
る
」※

の
無
料
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
な
わ
跳
び
指
導
の
片
々
の
技
術

を
紹
介
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
た
い
。

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

全体を指導し、その中で苦手な子を目立
たないように指導していく

全体に指示を出し、全員が一斉に活動に入った時に、そっ
と近づき教えてあげる。イメージは向山洋一氏の赤鉛筆
指導だ。

学習場面編─ボール運動やなわ跳びがとても苦手な子

※  https://sasaeru.info/
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つまずきを把握する
「書く内容」「書き方」「意欲」のどこでつまずいているのか教師が把握し、適切な手立て
をとることで、子供は書けるようになっていく。

作
文
が
書
け
な
い
子
供
は
、
次
の
ど
れ
か
に
当
て
は

ま
る
。
も
し
く
は
、
複
数
に
当
て
は
ま
る
。

①
　
書
く
内
容
が
思
い
付
か
な
い

②
　
書
く
内
容
は
あ
る
が
、
書
き
方
が
分
か
ら
な

い
③
　
書
く
こ
と
へ
の
意
欲
が
乏
し
い

１　

書
く
内
容
が
思
い
付
か
な
い

　
全
て
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
た

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
員
に
対
し
て
次

の
手
立
て
が
必
要
と
な
る
。

教
師
が
書
い
た
お
手
本
を
配
付
す
る
こ
と

　
こ
れ
が
出
発
点
で
あ
る
。
教
師
が
手
本
を
作
成
す
る

こ
と
で
、「
こ
の
よ
う
に
書
け
ば
良
い
の
だ
な
」
と
子

供
は
は
っ
き
り
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
ま
た
、
教
師
自

身
も
「
子
供
に
付
け
た
い
力
」
を
意
識
で
き
る
。

音
声
で
内
容
を
確
認
す
る
。

「
あ
な
た
が
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
か
な
？
」
と
、

そ
の
子
供
と
会
話
を
し
な
が
ら
、
書
く
内
容
を
把
握
さ

せ
る
。

写
さ
せ
る

ど
う
し
て
も
書
け
な
い
場
合
は
、
教
師
が
書
い
た
手

本
を
写
さ
せ
る
。「
書
い
た
」
と
い
う
体
験
を
積
ま
せ
る
。

２　

書
く
内
容
は
あ
る
が
、
書
き
方
が
分
か
ら
な
い

型
を
与
え
る

　
例
え
ば
、「
私
が
心
に
残
っ
た
こ
と
は
○
〇
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
□
□
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
△
△
だ
か
ら

で
す
。」
と
い
う
よ
う
な
型
を
与
え
る
。

型
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
子
供
は
あ
る
種
の
自
由

を
手
に
す
る
の
で
あ
る
。

３　

書
く
こ
と
へ
の
意
欲
が
乏
し
い

　
激
励
に
尽
き
る
。
例
え
ば
、「
あ
な
た
の
こ
の
表
現

が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
文
章

の
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
赤
で
丸
を
付
け
て
褒
め

る
。「
書
い
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
経
験
を
積
み
重
ね

さ
せ
る
。

石川県金沢市立千坂小学校 石
いし

坂
ざか

陽
あきら

学習場面編─作文をほとんど書けない子
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１　

写
さ
な
い
理
由
を
ま
ず
知
る

　

板
書
を
写
さ
な
い
理
由
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
以
前
、
板
書
し
た
も
の
を
ノ
ー
ト
に
写
そ
う
と
し
な

い
Ａ
君
を
担
任
し
た
。
彼
は
、

「
嫌
だ
、
面
倒
く
さ
い
」

と
い
つ
も
言
い
、
ノ
ー
ト
に
何
も
書
か
ず
に
い
た
。

「
面
倒
く
さ
い
こ
と
か
ら
逃
げ
る
な
」

な
ど
精
神
論
で
指
導
し
て
も
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
Ａ

君
の
「
面
倒
く
さ
い
」
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、『
黒
板

の
文
字
が
よ
く
見
え
な
い
』
で
あ
っ
た
。
板
書
し
た
文
字

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
ど
こ
を
見
て
何
を
ノ
ー
ト
に

書
け
ば
良
い
か
が
分
か
ら
な
く
な
る
の
だ
と
い
う
。
写
す

文
字
を
よ
り
見
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
写
さ
な
い
と
い
う
行
動
を
分
析
す
る
と
こ
ろ
が

出
発
点
で
あ
る
。
写
さ
な
い
こ
と
を
決
し
て
「
怠
惰
」
の

み
で
片
付
け
な
い
こ
と
だ
。
怠
惰
だ
と
考
え
て
し
ま
う
と

「
工
夫
が
生
ま
れ
な
い
」

の
で
あ
る
。

２　

手
元
で
大
き
い
文
字
に
す
る

　

板
書
をiPad

で
撮
影
し
、
写
真
を
手
元
に
置
い
て
み
た
。

す
る
と
、

「
こ
れ
な
ら
分
か
る
」

と
言
っ
て
、
Ａ
君
は
ノ
ー
ト
に
書
き
始
め
た
。

iPad

の
画
像
は
拡
大
も
で
き
る
の
で
、
見
え
に
く
い
も

の
は
文
字
を
大
き
く
し
て
ノ
ー
ト
に
写
し
て
い
た
。

３　

視
写
の
ス
ピ
ー
ド
を
鍛
え
る

　

視
写
の
練
習
を
「
う
つ
し
ま
る
」
を
使
っ
て
定
期
的
に

行
っ
た
。
最
初
は
、
手
本
を
見
な
が
ら
写
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
赤
鉛
筆
で
薄
く
手
本
を
書
い
て
な
ぞ
ら

せ
た
。
徐
々
に
書
け
る
文
字
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
、「
一

文
字
三
秒
」「
単
語
六
秒
」

な
ど
書
く
ス
ピ
ー
ド
の
目
安

を
伝
え
て
視
写
さ
せ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
字
を
書
こ
う
と

し
て
い
な
か
っ
た
子
が
少
し

で
も
書
い
た
ら
、
心
の
底
か

ら
激
励
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
く
ら
い

書
け
て
当
然
な
ど
と
思
っ
て

い
た
ら
、
わ
ず
か
な
進
歩
を

激
励
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

で
き
な
い
子
の
「
で
き
な

い
」
に
耳
を
傾
け
、
で
き
る

よ
う
に
な
る
工
夫
を
共
に
模

索
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
。

群馬県太田市立沢野小学校 松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

板書をほとんど写そうとしない子
できない理由をはっきりさせ、できるようになる工夫を共に模索する。

学習場面編

手元に手本があるとノートに写すことができた。黒板に書かれたものをiPadで写真に撮る。
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教師の学びを変える！　
特別支援教育総合
webマガジン「ささエる」
「手元のスマホから即時に情報を手に入れる時代」の新しい情報ツール誕生。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
日
常
的
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
「
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
や
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
」
を
通
じ
た
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
激
増
し
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
学
び
方
も
激
変
し
た
。

　

特
に
、
若
い
先
生
方
の
学
び
方
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
を
中
心

に
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、

「
板
書
方
法
」
や
「
子
供
と
の
関
わ
り
」「
算
数
の
教
え

方
」
ま
で
も
が
検
索
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
地
の
セ
ミ
ナ
ー
で
出
会
う
若
い
先
生
に
は
、

Instagram

で
教
材
研
究
す
る
人
も
か
な
り
多
い
。

　

対
面
で
研
修
を
し
て
き
た
り
、
家
に
届
く
雑
誌
で
勉
強

し
た
り
す
る
時
代
か
ら
、「
手
元
の
ス
マ
ホ
か
ら
即
時
に
情

報
を
手
に
入
れ
る
時
代
」
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
時
代
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
雑
誌
も
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
。

『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
教
育
』
誌
が

「
特
別
支
援
教
育
総
合
ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
〝
さ
さ
エ
る
〞」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
今
、
最
も
勢
い
の
あ
る
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
で
あ
る
。

「
さ
さ
エ
る
」
に
登
録
す
る
だ
け
で
、
ま
ず
は
た
く
さ
ん

の
特
別
支
援
教
育
情
報
が
手
に
入
る
。
朝
の
出
勤
前
に
も
、

退
勤
後
の
電
車
の
中
で
も
、
ス
マ
ホ
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

無
料
記
事
も
充
実
し
て
い
る
が
、
お
す
す
め
は
圧
倒
的

に
「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
だ
。

　

現
在
も
教
材
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
有
料
記
事
読
み
放

題
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
が
、
今
後
、
以
下
の
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
教
育
』
誌
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
全
て
を
読
め
る
。

②
長
谷
川
博
之
氏
や
小
嶋
の
論
文
も
全
て
読
め
る
。

③
さ
ら
に
は
特
典
セ
ミ
ナ
ー
動
画
や
新
企
画
編
集
長
対
談

「
小
嶋
が
い
く
！
（
仮
題
）」
の
記
事
と
ム
ー
ビ
ー
な
ど

も
全
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ぜ
ひ
、
ま
ず
は
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
便
利

さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 NPO法人TOSS理事 
㈱RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS

  発達支援コンサルタント
小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

「ささエる」の購読をおすすめします

https://sasaeru.info/

「ささエる」では、2023年４月より週１回連載の「小
嶋悠紀の特別支援教育コンパス」が始まった。
（画像は2023年４月現在のもの）
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し
ょ　
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
の
読
み

方
は
『
全
部
同
じ
で
よ
い
』
で
す

か
。
そ
れ
と
も
『
変
え
た
方
が
よ

い
』
で
す
か
。

　

ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
「
変
え
た
方

が
よ
い
」
と
答
え
る
。
人
数
が
増
え

て
い
く
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
大
き
な
声

で
読
ん
で
い
く
の
が
よ
い
と
い
う
。

　

子
供
た
ち
の
意
見
を
受
け
て
、
会

話
文
を
一
回
目
か
ら
全
員
で
音
読
し

て
い
く
。
六
回
目
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

子
供
た
ち
は
次
第
に
大
き
く
読
ん
で

い
く
。
工
夫
し
熱
中
す
る
場
面
だ
。

か
ぶ
が
抜
け
る
六
回
目
の
「
ど
っ
こ

い
し
ょ
」
で
最
も
大
き
く
な
り
、
音

読
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

　

ま
た
、
音
読
に
合
わ
せ
て
、
実
験

用
て
こ
（
自
作
教
具　

デ
ジ
タ
ル

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
参
照
）
で
か
ぶ
が
抜

け
る
様
子
を
や
っ
て
見
せ
る
と
、
子

供
た
ち
は
熱
中
し
て
音
読
し
、
大
変

盛
り
上
が
る
。

　

こ
の
授
業
展
開
は
、
同
じ
台
詞
が

繰
り
返
し
登
場
す
る「
く
じ
ら
ぐ
も
」

等
の
教
材
で
も
応
用
可
能
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
最
初
の
「
う
ん
と
こ

し
ょ
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
だ
け
を
取
り

上
げ
る
。「
ど
ん
な
ふ
う
に
読
ん
だ

ら
い
い
？
」
と
言
っ
て
、
教
師
が
わ

ざ
と
違
う
読
み
方
を
示
す
。
と
て
も

小
さ
い
声
や
と
て
も
速
く
読
ん
で
み

せ
る
。
子
供
た
ち
は
「
先
生
、
違
う

よ
！
」
と
む
き
に
な
っ
て
教
え
て
く

れ
る
。「
そ
う
か
。『
大
き
く
』『
ゆ
っ

く
り
』
読
ん
だ
ら
い
い
ん
だ
ね
」
と

確
認
し
、
全
員
で
音
読
す
る
。

　

同
じ
台
詞
が
六
回
出
て
く
る
こ
と

を
確
認
し
、
一
回
目
か
ら
順
に
誰
の

言
葉
か
を
確
認
し
て
い
く
。
一
回
目

は
お
じ
い
さ
ん
、
二
回
目
は
お
じ
い
さ

ん
と
お
ば
あ
さ
ん
…
と
い
う
ふ
う
に

板
書
で
示
す
と
、
人
数
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
。

発
問  
六
回
出
て
く
る
「
う
ん
と
こ

一
　
一
つ
の
会
話
文
の
読
み
方
を
問
う

二
　
会
話
文
の
人
物
を
問
う

三
　
複
数
の
会
話
文
の
読
み
方
を
問
う

「おおきなかぶ」子供
たちの音読の工夫を
引き出す発問
繰り返し登場する台詞（会話文）に
焦点を当てた発問により、子供たち
の音読は変化し、熱中した授業になる。

1年発問 ６回出てくる「うんとこしょ
どっこいしょ」の読み方は『全部
同じでよい』ですか。それとも『変
えた方がよい』ですか。

富山県富山市立神保小学校

渡
わた

辺
なべ

睦
むつ

生
お

光村図書・１年上・P68-79

Japanese
国語
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指
示
２  

前
か
ら
三
人
め
。ぐ
る
ー
っ

と
赤
○
で
囲
み
な
さ
い
。

指
示
３  

次
。
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
を

し
て
い
ま
す
。「
ま
え
」
指
を
置

き
ま
す
。「
う
し
ろ
」
指
を
置
き

ま
す
。

指
示
４  

前
か
ら
順
に
言
い
ま
す
。

（
り
す
さ
ん
、
犬
さ
ん
）

説
明
３  

ラ
イ
オ
ン
先
生
が
「
す
わ

り
ま
し
ょ
う
」と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。

指
示
５  

つ
い
て
言
い
ま
す
。「
ま

え
か
ら
三
人
」（
前
か
ら
三
人
）

ぐ
る
ー
っ
と
○
で
囲
み
な
さ
い
。

指
示
６  

前
か
ら
三
人
の
動
物
の
名

前
を
言
い
ま
す
よ
。（
リ
ス
さ
ん
、

犬
さ
ん
、
う
さ
ぎ
さ
ん
）

指
示
７  

「
ま
え
か
ら
三
人
め
」
※

「
め
」
を
強
調
し
て
言
う
。（
前
か

ら
三
人
め
）
ぐ
る
ー
っ
と
赤
○
で

囲
み
な
さ
い
。

　
そ
の
後
、
先
生
問
題
と
し
て
「
前

か
ら
四
番
め
は
？
」
な
ど
と
楽
し
く

問
題
を
出
す
。

説
明
１  

動
物
が
か
け
っ
こ
を
し
て

い
ま
す
。﹇
状
況
設
定
の
確
認
﹈

発
問
１  

誰
が
一
番
に
な
り
そ
う
で

す
か
？　
口
々
に
言
い
ま
す
。（
ぶ

た
さ
ん
！
　
ぶ
た
さ
ん
だ
！
）

説
明
２  

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
ぁ
。
下

の
絵
。
一
位
の
旗
に
指
を
置
き
ま

す
。
一
位
は
ぶ
た
さ
ん
で
す
。
二

位
は
た
ぬ
き
さ
ん
。
続
い
て
、
き

つ
ね
さ
ん
、
ね
こ
さ
ん
、
そ
し
て

コ
ア
ラ
さ
ん
で
す
。

発
問
２  

金
、
銀
、
銅
メ
ダ
ル
が
も

ら
え
ま
す
。
前
か
ら
何
人
も
ら
え

ま
す
か
。（
前
か
ら
三
人
も
ら
え

ま
す
！
）
す
ご
い
ね
！　

正
解

だ
！

発
問
３  

動
物
で
言
う
と
何
で
す
か
。

（
ぶ
た
さ
ん
か
ら
き
つ
ね
さ
ん
ま

で
も
ら
え
ま
す
。）
え
ら
い
！

指
示
１  

前
か
ら
三
人
、
ぐ
る
ー
っ

と
○
で
囲
み
な
さ
い
。

発
問
４  

銅
メ
ダ
ル
は
前
か
ら
何
人

め
で
す
か
。（
前
か
ら
三
人
め
！
）

天
才
。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

イメージしやすい言葉と
明確な指示での理解
１年生で状況を理解することは難
しい。そこで「金、銀、銅メダル」
など状況をイメージしやすい言
葉と明確な指示で理解させる。

東京書籍・1年①・P36-37

1年
Mathematics
算数発問 金、銀、銅メダルがもらえます。

前から何人めまでもらえますか。

↑模擬授業動画

※教科書をもとに図版作成。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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え
て
ご
ら
ん
。

　
あ
ら
す
じ
を
入
力
す
る
前
に
、
自

分
の
考
え
を
ペ
ア
に
伝
え
る
。
伝
え

る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
が
整
理
さ

れ
る
。

指
示
４  Jam

board

に
あ
ら
す
じ

を
ま
と
め
ま
す
。

Jam
board

に
、
自
分
の
考
え
を

入
力
す
る
。

　
ま
た
、Jam

board

の
デ
ー
タ
を

班
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
友
だ
ち
の

意
見
を
参
照
し
な
が
ら
、
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

指
示
５  

グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
交
流

し
ま
す
。

Jam
board

に
書
き
込
ん
だ
あ
ら

す
じ
を
一
人
ず
つ
発
表
し
、
グ
ル
ー

プ
で
考
え
を
交
流
さ
せ
る
。

　
最
後
に
、
全
体
で
意
見
を
交
流
す

し
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
て
い
く
。

　
あ
ら
す
じ
を
四
文
に
絞
り
、
短
く

ま
と
め
る
こ
と
で
、
ど
の
子
も
紹
介

文
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
参
考
〉
武
田
晃
治
氏
実
践

　
こ
の
単
元
で
は
、「
ス
イ
ミ
ー
」

の
人
物
像
と
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
、

紹
介
文
を
作
っ
て
い
く
。
あ
ら
す
じ

を
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

「
つ
ぎ
に
」「
そ
し
て
」「
さ
い
ご
に
」

と
い
う
言
葉
で
つ
な
ぎ
、
短
く
ま
と

め
さ
せ
る
指
導
を
行
う
。

説
明
１  

人
物
が
し
た
こ
と
や
出
来

事
を
中
心
に
、
お
話
を
短
く
ま
と

め
た
も
の
を
、
あ
ら
す
じ
と
言
い

ま
す
。

指
示
１  

「
桃
太
郎
」
の
あ
ら
す
じ

を
ま
と
め
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る

「
桃
太
郎
」
を
使
い
、
あ
ら
す
じ
を

考
え
さ
せ
る
。

指
示
２  

み
な
さ
ん
が
考
え
た
あ
ら

す
じ
に
「
つ
ぎ
に
」「
そ
し
て
」「
さ

い
ご
に
」
を
付
け
た
し
て
、
四
文

に
ま
と
め
ま
す
。

指
示
３  

今
度
は
、
ス
イ
ミ
ー
の
あ

ら
す
じ
を
、「
つ
ぎ
に
」「
そ
し
て
」

「
さ
い
ご
に
」
を
使
い
、
四
文
で

ま
と
め
ま
す
。
ま
ず
、
お
隣
に
伝

「スイミー」
あらすじは、「つぎに」「そして」
「さいごに」という言葉でつな
ぎ、短くまとめる。

2年指示 スイミーのあらすじを、「つぎ
に」「そして」「さいごに」を使い、
４文でまとめます。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・２年上・P42-51

Japanese
国語
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し
て
、
同
じ
基
本
型
で
授
業
す
る
。

（
一
の
位
）

「
そ
う
、
一
の
位
。
十
の
位
は
指
で

隠
し
な
さ
い
。
先
生
は
手
で
隠
し
ま

す
が
、み
ん
な
は
指
で
隠
し
な
さ
い
」

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
？
」

（
６
ひ
く
４
は
２
）

「
書
き
込
み
な
さ
い
」

　

教
科
書
、
筆
算
が
書
か
れ
た
枠
に

書
き
込
ま
せ
る
。

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
？
」

（
十
の
位
）

「
指
で
隠
し
な
さ
い
」

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
？
」

（
３
ひ
く
２
は
１
）

「
書
き
込
み
な
さ
い
」

「
読
み
ま
す
」

「
36
ひ
く
24
」

「
一
の
位
。
６
ひ
く
４
は
２
」

「
十
の
位
。
３
ひ
く
２
は
１
」

「
答
え
。
12
で
す
」

　

右
が
基
本
型
で
あ
る
。
こ
の
通
り
、

子
供
た
ち
に
読
ま
せ
て
い
く
。

　

問
題
文
を
、
教
師
が
ゆ
っ
く
り
読

む
（
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
授
業
動

画
を
参
照
）。

「
式
を
書
き
込
み
な
さ
い
」

　

指
名
す
る
。

（
36
ひ
く
24
で
す
）

「
同
じ
人
？
」

「
そ
う
だ
！　

こ
れ
は
簡
単
だ
。
ど

う
し
て
簡
単
か
、説
明
で
き
る
人
？
」

（
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
）

「
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
な
。
そ
れ

が
分
か
る
の
も
大
事
な
お
勉
強
だ
」

　

教
科
書
か
ら
情
報
を
探
す
、
こ
と

は
大
事
な
学
習
方
法
で
あ
る
。

「
男
の
子
が
、『
ひ
き
算
も
ひ
っ
算

で
で
き
る
か
な
』
と
言
っ
て
い
ま

す
」

「
そ
の
右
。
ひ
っ
算
が
あ
り
ま
す
」

「
指
で
押
さ
え
な
さ
い
」

「
や
り
方
は
同
じ
」

「
ま
ず
、
何
を
し
ま
す
か
？
」

　

子
供
た
ち
は
、
た
し
算
で
ひ
っ
算

の
仕
方
を
習
っ
て
い
る
。
単
元
を
通

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

単元を通して同じ基本
型で、授業を進める
「やり方は同じ」で子供が解け
る基本型にする。

啓林館・２年上・P55-57

2年
Mathematics
算数発問 「まず何をしますか？」（一の位）

「次に何をしますか？」（６ひく４は２）
「次に何をしますか？」（十の位）
「次に何をしますか？」（３ひく２は１）

やり方は同じ。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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【
⑤
　「
問
い
の
文
」
の
確
認
】

「
問
い
の
段
落
」
を
、
見
付
け
る
こ

と
は
た
や
す
い
。
子
供
た
ち
が
、
迷

う
の
は
、「
問
い
の
文
」
で
あ
ろ
う
。

　
み
な
さ
ん
は
、
〜
が
あ
り
ま

す
か
。

筆
者
か
ら
読
者
へ
の
「
呼
び
か

け
」
の
文
が
、
冒
頭
に
あ
る
。
こ
の

文
と
、
本
来
の
「
問
い
の
文
」
と
は
、

何
が
異
な
る
か
と
い
う
点
が
問
題
と

な
る
。

　
こ
こ
で
は
、
教
師
か
ら
説
明
す
る

こ
と
は
し
な
い
。

　
ど
ち
ら
が
、「
問
い
」
の
文

で
す
か
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
問
う
。

　
ど
う
し
て
、「
問
い
の
文
」

で
は
な
い
の
で
す
か
。

子
供
た
ち
が
、
自
分
で
考
え
、
答

え
る
こ
と
で
、
納
得
で
き
る
。

　
説
明
文
の
読
み
方
を
指
導
し
て
い

く
大
ま
か
な
手
順
を
示
す
。

①
　
題
名
、
筆
者
の
確
認

②
　
音
読

③
　
段
落
の
確
認

④
　「
問
い
の
段
落
」
の
確
認

⑤
　「
問
い
の
文
」
の
確
認

⑥
　「
問
い
の
一
文
字
」
の
確
認

⑦
　「
答
え
の
段
落
」
の
確
認

⑧
　「
答
え
の
一
文
」
の
確
認

⑨
　
作
者
の
主
張
の
段
落
・
一

文
の
確
認

⑩
　
指
示
語
の
確
認

　
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
指
導
法
は
す

べ
て
、
向
山
国
語
教
え
方
教
室
に
て
、

学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
教
科
書
に
あ
る
す
べ
て
の
説
明
文

で
、
こ
れ
ら
の
手
順
を
指
導
す
る
必

要
は
な
い
。
既
習
内
容
と
し
て
、
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
か
ら

で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
中
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
部
分
を
取
り
上
げ
る
。

「言葉で遊ぼう」
「説明文の読み方」は、自分で
考え、意見を述べ合って、習得
させる。

3年第１発問 問いの文は、どれですか。

※ 文章中より、子供たちに、「問いの文」を
探させる。探した文の中で、最もふさわ
しいものを、選ばせる。

栃木県壬生町立壬生北小学校

松
まつ

本
もと

一
かず

樹
き

光村図書・３年上・P47-49

Japanese
国語
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教
科
書
の
挿
絵
に
は
、
千
の
た
ば

十
個
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
ぐ
る
っ
と
囲
み
「
一
万
」

と
書
か
せ
る
。

　

そ
の
数
を
数
え
さ
せ
る
こ
と
で
、

先
ほ
ど
獲
得
し
た
概
念
を
フ
ル
に
活

用
し
、
問
題
を
解
い
て
い
く
。

　

ま
た
、
こ
の
単
元
で
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
、
漢
字
で
書
か
れ
た
数
を

数
字
で
書
き
表
す
問
題
。

　

こ
の
問
題
は
、
位
を
表
す
漢
字
を

丸
で
囲
み
、
数
字
の
み
を
書
く
ス
キ

ル
で
突
破
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
一
万
を
こ
え
る
数

を
正
確
に
読
む
問
題
。

　

こ
の
問
題
は
、
四
桁
ご
と
に
万
、

億
と
書
く
こ
と
で
、
突
破
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
ス
キ
ル
化
す
る
こ
と

で
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
上
図
参
照
）。

　

作
業
さ
せ
る
こ
と
で
、
問
題
を
突

破
さ
せ
て
い
く
。

　

三
年
の
「
一
万
を
こ
え
る
数
」。

　

こ
の
学
習
以
前
に
、
二
年
生
で
一

万
の
位
ま
で
学
習
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
一
万
一
か
ら
が
新
た
な

学
習
内
容
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
は
、
一
万
を
こ

え
る
数
を
日
常
的
に
体
験
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
お
金
を
扱
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
習
の
時
に
は
、
日

ご
ろ
の
体
験
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　

一
万
円
札
が
二
枚
。
い
く
ら

で
し
ょ
う
。

　

先
生
問
題
を
一
問
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
一
万
を
こ
え
る
数
の
概
念
を

一
気
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
概
念
を
獲
得
さ
せ
て
、
こ
の

学
習
は
、
簡
単
だ
と
思
わ
せ
た
上
で
、

教
科
書
の
問
題
に
入
っ
て
い
く
。

　

そ
の
時
に
大
切
な
の
が
、
さ
っ
き

獲
得
し
た
一
万
の
概
念
を
活
用
す
る

こ
と
で
あ
る
。

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

３年の「１万をこえ
る数」
日常生活にポイントを見いだし、
自然に突破させる授業を！

啓林館・３年上・P58-73

3年
Mathematics
算数発問 一万のたば３つ。いくつでしょ

う？

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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追
い
読
み
、
交
代
読
み
を
す
る
。

「
北
海
道
、
じ
ゃ
が
い
も
」「
青
森
県
、

り
ん
ご
」
の
よ
う
に
、
都
道
府
県
名

と
青
で
囲
っ
た
言
葉
を
読
ま
せ
る
。

発
問
１  

①
の
文
。「
北
海
道
」

と
「
じ
ゃ
が
い
も
」
を
使
っ

て
簡
単
な
文
を
作
る
と
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
ど
ん
な
文

が
で
き
そ
う
で
す
か
。
思
い

つ
い
た
人
は
立
ち
な
さ
い
。

　
立
っ
た
子
に
言
わ
せ
る
。
全
体
へ

の
例
示
と
な
る
。「
北
海
道
の
じ
ゃ

が
い
も
は
お
い
し
い
」
な
ど
と
出
る

だ
ろ
う
。
出
た
意
見
か
ら
最
も
簡
単

な
文
を
一
つ
選
び
、
板
書
す
る
。

指
示
５  

こ
の
よ
う
な
文
を
書
き
ま

す
。
都
道
府
県
名
は
、
必
ず
漢
字

を
使
い
ま
す
。
書
け
な
い
人
は
、

黒
板
の
文
を
真
似
し
て
も
い
い

で
す
。

　
書
け
た
子
か
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

来
さ
せ
、
丸
を
付
け
て
や
る
。
丸
を

も
ら
っ
た
子
を
、
②
へ
と
進
ま
せ
る
。

　
教
科
書
六
〇
ペ
ー
ジ
を
開
か
せ
る
。

指
示
１  

サ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
引
か
れ

た
と
こ
ろ
だ
け
、
追
い
読
み
を
し

ま
す
。

　
①
「
北
海
道
」
か
ら
⑦
「
福
島
県
」

ま
で
追
い
読
み
を
さ
せ
る
。
次
に
交

代
読
み
、
一
人
読
み
を
さ
せ
る
。

指
示
２  

読
ん
だ
都
道
府
県
名
を
、

す
べ
て
赤
で
囲
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

指
示
３  

①
の
文
。
北
海
道
と
言
え

ば
、
何
が
有
名
な
の
で
す
か
。
そ

の
言
葉
に
指
を
置
き
な
さ
い
。

「
じ
ゃ
が
い
も
」
で
あ
る
。
青
で
囲

ま
せ
る
。
同
様
に
②
の
文
で
問
う
。

「
り
ん
ご
」
で
あ
る
。

指
示
４  

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
都
道

府
県
の
特
徴
を
表
す
言
葉
を
青

で
囲
み
ま
す
。
自
信
が
な
い
場
合

は
、
囲
ま
な
く
て
も
い
い
で
す
。

⑦
ま
で
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
③
「
わ
ん
こ
そ
ば
」、
④
「
七
夕
」、

⑤
「
な
ま
は
げ
」、
⑥
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」、
⑦
「
赤
べ
こ
」、
と
な
る
。
確

認
し
て
、
正
解
は
大
い
に
褒
め
る
。

都道府県名はいきな
り書かせず、まずは
読ませる
教科書のリード文どおりに始めると、
混乱する子が出てくる。「どの子も
できる方法」を教師が考えよう。

4年発問 「北海道」と「じゃがいも」を
使って文を作るとします。たとえ
ば、どんな文ができそうですか。

山形県山形市立蔵王第一小学校

佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

光村図書・４年上・P60-61

Japanese
国語
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説
明
２  

こ
の
二
五
こ
あ
る
十
枚
の

束
を
四
人
に
分
け
る
の
で
す
ね
。

指
示
３  

二
五
こ
あ
る
束
を
四
人
で

分
け
る
作
業
を
し
ま
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
（
☆
１
）
を
読
み
取
り
な
さ
い
。

指
示
４  

や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

早
く
で
き
た
子
に
は
、
ど
ん
な
式

に
な
っ
た
か
を
言
わ
せ
る
。
六
束
ず

つ
分
け
る
こ
と
が
で
き
て
一
束
あ
ま

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

残
っ
た
十
枚
の
一
束
と
バ
ラ
の
六

枚
も
同
じ
よ
う
に
扱
う
。

説
明
３  

残
っ
た
十
枚
の
束
を
ば
ら

し
て
、バ
ラ
の
六
枚
と
合
わ
せ
ま
す
。

発
問
３  

一
六
枚
を
四
人
で
分
け
る

と
一
人
分
は
何
枚
で
す
か
。
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
☆
２
）
を
読
み
取
り
、

作
業
し
な
さ
い
。

　

一
人
分
は
四
枚
と
確
認
す
る
。

説
明
４  

十
枚
の
束
が
六
つ
、
バ
ラ

が
四
枚
で
、
一
人
分
は
六
四
枚
で

す
ね
。

　

図
が
若
干
込
み
入
っ
て
い
る
の
で
、

作
業
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

問
題
文
を
読
み
、
式
（
２
５
６
÷

４
）
を
教
科
書
に
書
き
込
ま
せ
る
。

そ
の
下
に
折
り
紙
百
枚
の
束
が
二
つ
、

十
枚
の
束
が
五
つ
、
バ
ラ
が
六
枚
か

か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
図
が
あ
る
。

指
示
１  

百
枚
の
束
だ
け
が
見
え
る

よ
う
に
右
手
で
隠
し
な
さ
い
。

発
問
１  

百
枚
の
束
二
つ
を
四
人
で

分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
で

き
る
？　

で
き
な
い
？　

で
き

ま
せ
ん
ね
。

　

こ
こ
は
深
く
考
え
さ
せ
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
。
サ
ラ
ッ
と
問
い
、
挙
手

さ
せ
、
み
さ
き
さ
ん
、
こ
う
た
さ
ん

の
吹
き
出
し
を
扱
う
。

説
明
１  

百
枚
の
束
の
ま
ま
で
は
四

人
で
分
け
ら
れ
な
い
の
で
、
十
枚

の
束
に
分
け
ま
し
た
。

指
示
２  

十
枚
の
束
だ
け
が
見
え
る

よ
う
右
手
で
隠
し
な
さ
い
。

発
問
２  

十
枚
の
束
は
い
く
つ
あ
り

ま
す
か
。
図
に
書
き
込
み
な
さ
い
。

　

十
枚
の
束
が
二
五
こ
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

問題を解くためのイ
ラスト図を作業でイ
メージさせる
イラスト図で答えを確定する。
Jamboardコンテンツを使うこ
とでイメージしやすくなる。

東京書籍・４年上・P47-48

4年
Mathematics
算数指示 100枚の束だけが見えるよう

に右手で隠しなさい。
発問 100枚の束２つを４人で分け
ることはできますか。できる？　
できない？　できませんね。

☆１

☆２

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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２　

見
え
る
ま
で　

角
を
伸
ば
し

て　

か
た
つ
む
り

　

３　

こ
ん
に
ち
は　

ぼ
く
か
た
つ

ぶ
り　

よ
ろ
し
く
ね

　

教
科
書
に
は
俳
句
作
り
の
技
術
と

し
て
次
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

・
言
葉
を
選
ぶ
（「
き
れ
い
だ
な
」

の
よ
う
な
気
持
ち
を
直
接
表
す
言

葉
は
、
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
）。

・
た
と
え
（
擬
人
法
）
を
使
う
。

・
言
葉
の
順
序
を
工
夫
す
る
。

　

そ
れ
ら
を
考
慮
し
作
品
を
作
る
。

　

以
下
、
子
供
た
ち
の
作
品
例
で
あ

る
。

⑴　

い
た
だ
き
ま
す　

鰹
の
に
お
い

　

お
い
し
い
ね

⑵　

お
み
そ
汁　

母
と
祖
母
の
は　

同
じ
味

⑶　

夜
き
ん
あ
け　

ぼ
く
が
プ
ロ
な

み　

マ
ッ
サ
ー
ジ

　

こ
れ
ら
を
詠
み
合
い
、
鑑
賞
会
を

す
る
。

三
　
生
活
に
目
を
向
け
創
作
す
る

　

最
初
は
難
し
い
子
も
い
る
の
で
、

一
部
分
だ
け
作
っ
て
み
る
。
例
え
ば
、

昼
休
み　

□
□
□
□
□
□
□

つ
ゆ
の
空

　

□
に
入
る
言
葉
を
考
え
る
。

例
①　

う
ん
ざ
り
見
上
げ
る

　

②　

明
日
は
晴
れ
て
よ

　

③　

負
け
て
た
ま
る
か

な
ど
、
考
え
た
言
葉
を
黒
板
に
書
き
、

ど
れ
が
好
き
か
聞
き
合
う
。

　

フ
リ
ー
素
材
な
ど
で
写
真
を
用
意

し
俳
句
を
作
る
（
自
分
で
写
真
を
撮

り
た
め
て
も
よ
い
）。

　

か
た
つ
む
り
は
夏
の
季
語
で
あ
る
。

ま
た
、「
ま
い
ま
い
」「
で
ん
で
ん
む

し
」「
か
た
つ
ぶ
り
」「
で
で
む
し
」

と
も
使
わ
れ
る
。

例
１　

雨
の
中
ま
い
ま
い
た
ち
が

お
ど
り
だ
す

一
　
一
部
を
創
作
す
る

二
　
写
真
を
見
て
創
作
す
る

日常を十七音で
言葉を選んで表現を工夫する。

5年指示 写真を見て、俳句を作ってみ
ましょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・５年・P60-63

Japanese
国語
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先
着
一
〇
名
程
度
に
板
書
さ
せ
る
。

同
時
に
書
け
る
よ
う
に
縦
書
き
で
書

か
せ
て
い
く
。

指
示
４  

黒
板
に
書
い
て
あ
る
の
を

参
考
に
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

い
い
な
と
思
う
の
を
写
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
一
番
い
け
な
い

の
は
何
も
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

ど
れ
が
正
し
い
の
か
と
考
え
、
視

写
す
る
の
も
大
切
な
勉
強
だ
。

説
明
１  

今
か
ら
先
生
が
順
番
に
点

数
を
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

黒
板
に
並
ん
だ
文
を
一
〇
点
満
点

で
評
価
し
て
い
く
。「
１
０
０
０
で

わ
る
」
こ
と
に
触
れ
て
い
る
か
ど
う

か
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
あ
と
は

意
味
が
通
じ
る
日
本
語
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
で
採
点
し
て
い
く
。
簡

単
に
解
説
も
加
え
る
。
挑
戦
後
の
解

説
な
ら
子
供
の
頭
に
も
入
っ
て
い
く
。

　

一
番
点
数
の
高
か
っ
た
文
を
写
さ

せ
る
。
全
員
に
正
し
い
書
き
方
を
体

感
さ
せ
る
か
ら
力
が
付
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
説
明
し
ま
し
ょ
う
」
問
題

を
攻
略
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

①　

す
ぐ
に
挑
戦
さ
せ
る
。

②　

個
別
評
定
を
す
る
。

　

問
題
文
を
読
ま
せ
、
さ
ら
に
「
し

ほ
さ
ん
」
の
説
明
も
読
ま
せ
る
。

指
示
１  

し
ほ
さ
ん
の
セ
リ
フ
を
指

で
押
さ
え
な
さ
い
。
読
み
ま
す
。

指
示
２  

こ
の
続
き
を
ノ
ー
ト
に
書

き
な
さ
い
。

　

あ
れ
こ
れ
説
明
し
な
い
。
い
き
な

り
書
か
せ
る
。「
え
え
っ
⁉　

難
し

い
〜
！
」
と
い
う
つ
ぶ
や
き
が
聞
こ

え
て
く
る
が
気
に
し
な
い
。
ニ
コ
ニ

コ
と
笑
い
な
が
ら
「
難
し
い
よ
ね

〜
」
と
返
す
。「
間
違
っ
て
い
て
も

書
い
て
い
る
人
の
方
が
必
ず
伸
び
て

い
き
ま
す
」
と
励
ま
し
て
い
る
と

「
あ
！　

分
か
っ
た
！
」
と
言
う
子

が
出
て
く
る
。
一
人
が
突
破
す
る
と

広
が
っ
て
い
く
か
ら
面
白
い
。

指
示
３  

で
き
た
人
は
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
来
な
さ
い
。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

小数のかけ算の筆算
の仕方を説明させる
単元末に「算数の目」という
ページがある。教師がいくら説
明しても力は付かない。大事な
のは「挑戦」させることだ。

東京書籍・５年上・P51

5年
Mathematics
算数指示１ しほさんのセリフを指で押

さえなさい。読みます。
指示２ この続きをノートに書きな
さい。

※教科書をもとにかき起こしました。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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ん
ど
ん
書
き
加
え
さ
せ
て
い
く
。

発
問
１  

1
の
文
章
に
「
定
義
」
の

文
章
を
書
き
加
え
ま
す
。
ど
こ
に

入
れ
ま
す
か
。

　
書
き
加
え
る
位
置
を
確
認
し
た
ら
、

端
末
上
で
書
か
せ
て
い
く
。
頃
合
い

を
見
て
、で
き
た
文
章
を
発
表
さ
せ
る
。

　
同
様
に
、「
具
体
例
」
も
書
き
加

え
る
位
置
を
確
認
し
、
書
か
せ
る
。

　
最
後
に
、
1
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
と
2
日
本
の
里
山

で
の
農
法
の
共
通
点
を
書
き
加
え
さ

せ
る
。

発
問
２  

1
と
2
の
共
通
点
は
何
で

す
か
。

　
隣
同
士
で
意
見
交
流
さ
せ
、
発
表

さ
せ
る
。
ど
ち
ら
も
、
環
境
を
大
切

に
し
、
多
様
な
生
き
物
が
共
生
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が
共
通
点

で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
端
末

で
文
章
を
書
き
加
え
さ
せ
る
。

　
最
後
に
、
書
き
直
す
前
後
の
文
章

を
比
較
さ
せ
、「
具
体
例
・
定
義
・

共
通
点
」
の
効
果
に
気
付
か
せ
る
。

　
教
科
書
に
「
具
体
例
・
定
義
・
共

通
点
」
と
い
う
情
報
と
情
報
の
関
係

が
三
つ
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

使
い
方
を
確
認
し
、
簡
単
な
文
を
考

え
さ
せ
る
。

１　

具
体
例
を
示
す
（
具
体
化
）

指
示
１  

「
例
え
ば
、
哺
乳
類
に
は

〇
〇
や
〇
〇
が
い
る
。」
〇
〇
に

言
葉
を
埋
め
な
さ
い
。

２　

説
明
（
定
義
）
を
示
す

指
示
２  

「
昆
虫
と
は
、
〜
の
こ
と

だ
。」
と
、
定
義
し
な
さ
い
。

３　

共
通
点
を
示
す
（
抽
象
化
）

指
示
３  

「
太
郎
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
だ
。ま
た
、水
泳
や
ス
キ
ー

も
好
き
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
太
郎

さ
ん
は
〜
。」
続
き
を
考
え
な
さ

い
。

　
そ
の
上
で
、
教
科
書
の
「
ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」
に
つ
い
て
の
文

章
を
書
き
直
さ
せ
る
。

　
こ
の
活
動
は
一
人
一
台
端
末
を
使

う
と
よ
い
。
教
師
が
も
と
と
な
る
文

章
を
打
ち
込
ん
で
お
き
、
そ
こ
に
ど

伝え方の３つ技術
１人１台端末でリライトさせ、
書き直す前後の比較で効果に気
付かせる。

6年発問1  1の文章に「定義」の文章を
書き加えます。どこに入れますか。
発問2  1と2の共通点は何ですか。

新潟県長岡市立宮本小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・６年・P68-69

Japanese
国語
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単
位
の
式
に
表
し
ま
す
。「
ｍ

÷
kg
」
に
な
り
ま
す
か
。「
kg

÷
ｍ
」
に
な
り
ま
す
か
。

「
kg
÷
ｍ
」
で
あ
る
。
わ
り
算
の
答

え
は
等
分
徐
の
場
合
、
わ
ら
れ
る
数

の
単
位
が
商
の
単
位
に
な
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

　

単
位
の
式
を
書
き
な
さ
い
。

そ
の
上
に
数
字
の
式
を
書
き
な

さ
い
。

　

式
は
、
２
５
÷
７
４
に
な
る
。

（
※
上
枠
内
を
参
照
）

「
こ
う
や
っ
て
、
式
の
数
字
の
意
味

を
考
え
る
こ
と
で
、
問
題
を
間
違
え

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
」
と
告

げ
る
。

　

何
算
か
を
確
定
さ
せ
、
答
え
の
単

位
に
着
目
さ
せ
、
単
位
の
式
を
確
定

さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
問
題
に

応
用
で
き
る
。
二
年
生
の
か
け
算
の

問
題
か
ら
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

「
分
数
の
わ
り
算
」
で
次
の
よ
う
な

問
題
が
あ
る
。

７
４
ｍ
の
重
さ
が
２
５
kg

の
ホ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ホ
ー
ス
１
ｍ
の
重
さ
は
、
何
kg

に
な
り
ま
す
か
。

　

数
字
が
分
数
で
表
さ
れ
て
い
る
た

め
問
題
を
思
い
描
く
こ
と
が
難
し
い
。

　

こ
の
よ
う
な
時
、
式
の
数
字
の
意

味
を
と
ら
え
さ
せ
る
と
よ
い
。

　

ま
ず
、
次
の
発
問
を
す
る
。

何
算
で
す
か
。

　

わ
り
算
で
あ
る
。

　

わ
り
算
の
証
拠
の
言
葉
は
ど

れ
で
す
か
。

「
１
ｍ
」
で
あ
る
。
１
あ
た
り
の
大

き
さ
を
求
め
る
た
め
、
わ
り
算
に
な

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

式の数字の意味をと
らえさせる
分数の文章問題は式の数字の意
味を考えさせることで、容易に
なる。

東京書籍・6年・P62

6年
Mathematics
算数発問 単位の式に表します。「ｍ÷kg」

になりますか。「kg÷ｍ」になり
ますか。
指示 単位の式を書きなさい。その
上に数字の式を書きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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ま
ず
、
ノ
ー
ト
に
「
国
土
の
気
候

の
特
色
」
と
書
か
せ
る
。

発
問
１  「
気
候
」
と
は
何
で
す
か
。

　

単
元
名
に
も
な
っ
て
い
る
重
要
語

句
で
あ
る
。
だ
が
、
い
ざ
説
明
せ
よ

と
言
わ
れ
る
と
難
し
い
も
の
だ
。

「
気
候
と
は
…
気
温
の
こ
と
で
す
」

「
気
温
だ
け
で
い
い
の
で
す
か
？
」

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
し
た
上

で
教
科
書
の
「
こ
と
ば
」
を
読
ま
せ

る
。
だ
か
ら
「
そ
う
か
！
」
と
納
得

し
、
頭
に
も
残
り
や
す
く
な
る
。

発
問
２  

日
本
の
気
候
に
は
ど
ん
な

特
色
が
あ
り
ま
す
か
。

１
日
本
の
気
候
の
特
色

　

隣
同
士
で
相
談
さ
せ
、
意
見
を
発

表
さ
せ
る
。「
春
夏
秋
冬
が
あ
る
」

「
梅
雨
が
あ
る
」
な
ど
出
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

発
問
３  
春
夏
秋
冬
の
四
つ
の
季
節

を
漢
字
二
文
字
で
何
と
言
い
ま
す

か
。

「
四
季
」
と
答
え
ら
れ
た
子
を
褒
め

る
。
ノ
ー
ト
に
も
書
か
せ
る
。

続
い
て
、
教
科
書
の
四
枚
の
写
真

を
電
子
黒
板
に
映
し
出
す
。

発
問
４  

こ
の
四
枚
の
写
真
の
季
節

は
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
で
す
か
。
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

写
真
に
番
号
を
振
り
、
何
番
が
ど

の
季
節
か
言
わ
せ
て
い
く
と
よ
い
。

発
問
５  

実
は
全
部
「
春
」、
三
月

の
写
真
で
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

「
場
所
が
違
う
か
ら
で
す
」「
場
所

に
よ
っ
て
気
温
が
違
う
か
ら
で
す
」

な
ど
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
写
真
の
場
所
を
地
図
で
確
認
す
る
。

発
問
６  

桜
が
咲
く
時
期
も
場
所
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
み
ん
な
が
住

ん
で
い
る
島
根
県
で
は
、
い
つ
頃

桜
が
咲
き
ま
す
か
。

　

島
根
県
は
三
月
下
旬
で
あ
る
。

発
問
７  

で
は
、
沖
縄
で
は
い
つ
頃

咲
く
と
思
い
ま
す
か
。

沖
縄
は
「
一
月
」
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
と
子
供
た
ち
は
大
い
に
驚
く
。

同
様
に
北
海
道
も
聞
く
。

発
問
８  

ど
う
し
て
場
所
に
よ
っ
て
、

こ
ん
な
に
桜
の
咲
く
時
期
が
違
う

の
で
し
ょ
う
か
。

「
気
温
が
違
う
か
ら
」
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

発
問
９  
本
当
に
そ
う
な
の
か
調
べ

２
ど
ん
な
資
料
が
必
要
か

る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
資
料
が
あ

れ
ば
い
い
で
す
か
。

「
気
温
が
分
か
る
資
料
が
…
」

「
日
本
中
全
部
で
す
か
？
」

「
い
や
…
沖
縄
と
北
海
道
の
気
温
が

分
か
る
資
料
で
す
」

教
科
書
や
資
料
集
に
あ
る
か
探
さ

せ
る
。
子
供
た
ち
は
雨
温
図
を
見
付

け
て
く
る
。
グ
ラ
フ
の
読
み
方
を
教

え
、
沖
縄
と
北
海
道
で
は
気
温
が
大

き
く
違
う
こ
と
を
確
認
す
る
。

発
問
10  

確
か
に
気
温
は
違
い
ま
す

が
、
本
当
に
気
温
と
桜
の
開
花
に

は
関
係
が
あ
る
の
で
す
か
。

発
問
11  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
み

な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
し
ま
す
か
。

子
供
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
さ
せ

る
。
ち
な
み
に
「
桜
の
開
花
条
件
」

で
検
索
す
る
と
「
４
０
０
℃
の
法

則
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
。

気
温
と
桜
の
開
花
と
の

関
連
が
書
か
れ
た
興
味

深
い
内
容
で
あ
る
。

社会

基礎・基本

Social studies

５年「国土の気候
の特色」（第１時）
自分たちの予想を確かめる
ためには、どんな資料が必
要か考えさせる。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

東京書籍・５年上・Ｐ42-47
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で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

①　

調
べ
た
こ
と
（
全
体
）
と

ま
と
め
（
要
約
）
と
が
対
応

し
て
い
る
か
。

②　

文
章
に
対
応
す
る
資
料

（
写
真
等
）
が
あ
る
か
。

　

短
時
間
で
進
む
の
で
、
教
師
が

時
々
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
昨
年
度
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
二
学
期
、
三
学
期

も
調
べ
学
習
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

問
題
は
発
表
時
間
の
確
保
で
あ
る
。

一
人
一
ペ
ー
ジ
だ
が
、
三
〇
人
が
一

分
ず
つ
話
せ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
一

時
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、

私
は
次
の
よ
う
に
し
た
。

ま
と
め
欄
を
作
ら
せ
た
。

　

ま
と
め
欄
に
は
、
調
べ
て
分
か
っ

た
こ
と
を
箇
条
書
き
で
三
点
に
ま
と

め
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
発
表
時
に
は
、
ス
ラ
イ
ド

を
電
子
黒
板
に
映
し
出
し
、
こ
の
ま

と
め
だ
け
を
読
ま
せ
た
。

ま
と
め
に
大
事
な
キ
ー
ワ
ー

ド
が
入
っ
て
い
る
か
。

こ
の
一
点
を
見
る
だ
け
で
も
評
価

を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
大
事
な

キ
ー
ワ
ー
ド
を
何
に
す
る
か
に
は
、

教
師
の
教
材
研
究
が
反
映
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
な
視
点

２
発
表
時
間
を
ど
う
確
保
す
る
か

　

第
二
時
は
教
科
書
を
読
ま
せ
た
後
、

調
べ
学
習
を
さ
せ
た
。

説
明
１  

ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
の
中
に
梅

雨
、
台
風
、
季
節
風
の
ペ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
こ

と
を
調
べ
て
み
た
い
で
す
か
。
思

い
付
い
た
こ

と
を
付
箋
に

書
い
て
ご
ら

ん
。

　

誰
が
ど
の

ペ
ー
ジ
に
書
き

込
ん
で
も
よ
い
。

早
い
子
は
す
べ

１
調
べ
学
習
前
に
問
い
を
作
る

て
の
ペ
ー
ジ
に
問
い
を
書
い
て
い
た
。

発
問
１  

梅
雨
、
台
風
、
季
節
風
の

中
で
ど
れ
を
も
う
少
し
調
べ
て
み

た
い
で
す
か
。
一
つ
選
び
な
さ
い
。

自
分
で
問
い
を
考
え
、
友
達
の
考

え
も
見
た
後
だ
か
ら
、
調
べ
た
い

テ
ー
マ
も
選
び
や
す
く
な
る
。

テ
ー
マ
ご
と
に
協
働
し
て
調
べ
て

も
よ
い
し
、
一
人
で
や
っ
て
も
か
ま

わ
な
い
こ
と
に
し
た
。

調
べ
た
こ
と
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

一
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
さ
せ
た
。

締
切
は
三
日
後
と
、
少
し
余
裕
を

も
た
せ
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
帰
り
、

自
宅
で
取
り
組
む
子
も
多
か
っ
た
。

社会
Social studies

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

５年「国土の気候
の特色」（第２時）
調べたことを３点にまとめ
させることで、短い発表時
間でも学びを共有できる。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

東京書籍・５年上・Ｐ42-47



※  http://ja.padlet.com
/

ふ
せ
ん
の
よ
う
に
意
見
を
書
き
加
え
て
い

く
ア
プ
リ
。
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あ
ら
か
じ
め
、
パ

ド
レ
ッ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
、
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
作
っ
て
お
く
。

「
シ
ェ
ル
フ
」
と
い
う
テ
ン
プ
レ
ー

ト
に
、
四
つ
の
項
目
を
書
い
て
お
き
、

そ
の
下
に
自
分
の
意
見
を
ど
ん
ど
ん

書
き
込
ま
せ
て
い
く
。

　
授
業
終
了
後
、

次
の
よ
う
に
言
う
。

指
示
２  

パ
ド

レ
ッ
ト
に
書
か

れ
た
場
所
に

行
っ
た
ら
、
コ

メ
ン
ト
欄
に
「
行
っ
て
き
た
」
っ

て
書
き
込
ん
で
ね
。

　
次
の
日
か
ら
、
そ
の
場
所
に
行
っ

て
き
た
子
供
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
が
ズ

ラ
ッ
と
並
ぶ
。

　
教
師
は
、
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
く

れ
た
子
を
取
り
上
げ
て
褒
め
る
だ
け

で
よ
い
。

　
道
徳
の
授
業
が
、
地
域
の
よ
さ
に

気
付
か
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

自
分
の
町
の
よ
さ
を
認
識
す
る
。

　
教
材
文
を
読
み
聞
か
せ
た
あ
と
、

次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
１  

「
わ
た
し
」
は
、
散
歩
の

と
き
に
何
に
出
会
い
ま
し
た
か
。

◆
魚
や
さ
ん
（
お
店
）

◆
大
き
な
木
（
自
然
）

◆
田
中
の
お
じ
さ
ん
の
じ
ゃ
が
い
も

畑
（
地
域
の
人
）

◆
夏
祭
り
の
準
備
（
伝
統
行
事
）

発
問
２  

み
ん
な
が
住
ん
で
い
る
◯

◯
市
（
町
）
に
も
、
い
ろ
ん
な
お

店
や
場
所
、
行
事
が
あ
る
よ
ね
。

み
ん
な
が
好
き
な
お
店
や
場
所
、

行
事
は
何
で
す
か
。

　
ま
ず
、
ノ
ー
ト
に
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
書
か
せ
る
。
二
年
生
な
ら
、

と
に
か
く
た
く
さ
ん
の
お
店
や
場
所

の
名
前
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ノ
ー
ト
に
意
見
を
出
し
尽
く
さ
せ

た
ら
、
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示
１  

好
き
な
お
店
や
場
所
、
行

事
を
、
パ
ド
レ
ッ
ト
※
に
書
き
込

み
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
た
ち
に
、「
伝
統
文
化
を
尊

重
し
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度
」
を
育

て
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
教
科
書
教
材
だ
け
で
、

こ
の
よ
う
な
態
度
を
育
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
学
習
指
導
要
領
解
説
に
も
、
次
の

二
つ
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
書
か

れ
て
い
る
。

①
　
児
童
が
住
む
町
の
身
近
な

１　

伝
統
文
化
・
郷
土
愛
は
、

教
科
書
教
材
だ
け
で
は
教
え

ら
れ
な
い
！

自
然
や
文
化
な
ど
に
直
接
触

れ
る
機
会
を
増
や
す
。

②
　
そ
こ
に
携
わ
る
人
々
と
の

触
れ
合
い
を
深
め
る
。

教
科
書
を
活
用
し
て
指
導
す
る
場

合
、
自
分
の
町
の
こ
と
に
戻
し
て
、

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
私
は
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
散
歩
に
出
か
け
る
。
散
歩
し

て
い
る
中
で
、
魚
屋
さ
ん
、
大
き
な

木
、
お
じ
さ
ん
の
じ
ゃ
が
い
も
畑
、

夏
祭
り
の
準
備
に
触
れ
る
。
私
は
、

２　
「
見
つ
け
た
よ
」の
授
業
プ
ラ
ン

「伝統文化・郷土愛」
は、自分の町に戻し
て教える
自分の町の好きなところを、
１人１台端末を使ってシェ
アし、実際に体験すること
が大切だ！

2年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

学研みらい・２年
Ｐ38-41

「見つけたよ」

【Padlet】
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

「三人称単数現在」という文法を扱う単元だ。
１　単語練習
国　名：Japan, America, China, Australia
疑問詞：where
家　族：brother, sister, father, mother
2-1　状況設定 ①　
　日本人の女の子「サキ」が、アメリカの

「Mr. Smith」家にホームステイする。
Mr. Smith：Your brother.
	 Where does he live?
サ	 キ：He lives in Australia.
2-2　状況設定 ②　
Mr. Smith：Your father.
	 Where does he live?
サ	 キ：He lives in 東京.
2-3　状況設定 ③
Mr. Smith：Your sister.
	 Where does she live?
サ	 キ：She lives in 大阪.
３　問答練習　
教師：Where does he live?
生徒：He lives in Australia.
教師：Where does he live?
生徒：He lives in 東京.
教師：Where does she live?
生徒：She lives in 大阪.
　問答を逆転する。
生徒：Where does he live?
教師：He lives in Australia.
生徒：Where does he live?
教師：He lives in 東京.
生徒：Where does she live?
教師：She lives in 大阪.
４　アクティビティ
　ペアで会話練習をさせる。
　この後は、「What does （s）he do?」「What 
language does （s）he speak?」と続く。

Lesson 3「三人称単
数現在」の導入初日
第三者について、①「どこに住んでい
ますか？」②「職業は何ですか？」③
「どんな食べ物（スポーツ、音楽）が
好きですか？」④「何語を話します
か？」で会話させる。その後、紹介の
スピーチをさせる。音声の言語活動を
土台に、読ませたり書かせたりする。

北海道幕別町立忠類中学校

加
か

藤
とう

 心
しん

教育出版

1年英語中学

Power Point→

状
況
設
定 

①

状
況
設
定 

②

状
況
設
定 

③
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Google Classroom
使いこなしスキル
②
「教師」用の画面と「生
徒」用の画面を切り替え
ながら、基本的な使い方
をマスターしよう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まんＳ

に
ご
参
加
の

先
生
限
定
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ

ス
だ
（
無
料
）。

Google

の
教
育

機
関
向
け
の

ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る

G
oogle for 

Education

をGoogle

の
厚
意
に
よ

り
、
特
別
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
お
申
込
み
、
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い

（
※
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ

Ｎ
Ｓ
（W

orkplace

）」

る
機
能
が
異
な
る
。

　
「
教
師
」
と
「
生
徒
」
の
両
方
に

登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
課
題
の
作

成
や
割
り
当
て
、
資
料
の
配
付
な
ど

の
練
習
が
で
き
る
。

の
参
加
に
は
、
本
誌
購
読
、
サ
ー
ク

ル
へ
の
参
加
な
ど
の
条
件
が
あ
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
。https://

snsform
.toss-online.com

/
shinki/

）。

「T
O
SS2.com

」
の
ア
カ
ウ
ン
ト

でGoogle Classroom

を
作
る
と
、

個
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
も

Classroom

に
登
録
で
き
る
（
※
二

〇
二
三
年
三
月
現
在
）。

ス
キ
ル
②
　
二
つ
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
「
テ
ス
ト
用
（
練
習
用
）

C
lassroom

」
に
登
録
す
る

　

私
の
場
合
、
個
人
のGoogle

ア
カ

ウ
ン
ト
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
複
数

も
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
二
つ
を

「
テ
ス
ト
用
（
練
習
用
）Classroom

」

に
登
録
し
て
い
る
。

　

一
つ
め
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

「
教
師
」
と
し
て
、
二
つ
め
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
は
「
生
徒
」
と
し
て
登

録
し
て
い
る
。

Google Classroom

は
、
教
師
と

生
徒
で
画
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
使
え

　

四
月
号
の
続
き
。

ス
キ
ル
①
　
テ
ス
ト
用
（
練
習

用
）C

lassroom

を
作
る

Google

の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
持
っ
て
い
れ

ば
誰
で
もClassroom

を
作
れ
る
。
例
え
ば
「
◯
◯
小
職
員

室
」
や
「
美
化
委
員
会
」「
五
色
百

人
一
首
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
学
級
や
学

年
以
外
で
も
自
由
に
作
れ
る
。

Google Classroom

を
作
る
際

「T
O
SS2.com

」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で

作
る
と
よ
り
便
利
な
使
い
方
が
で
き

る
。

T
O
SS2.com

は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
‐
Ｓ
Ｎ

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

※
詳
細
な
操
作
動
画
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
に
て
。
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「
歌
詞
を
間
違
え
て
い
る
！
」

「
さ
く
ら　

さ
く
ら
」
と
い
う
歌
の

歌
詞
が
お
か
し
い
。
他
に
も
「
教
科

書
に
載
っ
て
な
い
よ
」
と
教
科
書
を

調
べ
て
い
た
子
が
発
表
し
た
。

「
Ａ
・
Ｉ
の
答
え
で
も
、
間
違
え
て

い
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
！
」

　

そ
の
後
、
Ａ
・
Ｉ
の
「
回
答
」
を

参
考
に
、
ど
ん
な
歌
が
い
い
か
を
調

べ
は
じ
め
た
。
お
別
れ
会
当
日
は
、

み
ん
な
で
決
め
た
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
き
た
。

て
く
れ
る
ん
だ
！
」
と
歓
声
が
あ

が
っ
た
。
Ｃ
君
も
う
れ
し
そ
う
だ
。

　

こ
の
後
、
み
ん
な
で
考
え
た
質
問

を
入
力
し
て
み
た
。

「
友
達
が
転
校
す
る
の
で
お
別
れ
会

で
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ど
ん

な
歌
が
い
い
で
す
か
」

　

す
ぐ
に
具
体
的
な
曲
名
と
歌
詞
が

回
答
さ
れ
た
。
そ
れ
を
ク
ラ
ス
ル
ー

ム
で
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
読
む
。

す
る
と
、
子
供
た
ち
が
あ
る
こ
と
に

気
が
付
い
た
。

　

学
級
会
で
、
転
校
す
る
子
の
お
別

れ
会
で
歌
う
曲
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
考
え
つ
か
な
い
人
は
、
お
う
ち
の

人
や
友
達
に
、
お
す
す
め
の
曲
を
聞

い
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
」

　

と
い
う
意
見
が
出
た
と
こ
ろ
で
介

入
し
、
発
問
し
た
。

発
問  

誰
か
に
聞
く
と
い
う
の
は
と

て
も
い
い
方
法
で
す
ね
。
誰
に
聞

い
て
み
た
い
で
す
か
。

「
家
族
」「
友
達
」「
先
生
」
な
ど
の

答
え
が
返
っ
て
き
た
。
私
は
、
ど
れ

も
認
め
、
褒
め
た
。
す
る
と
、
や
ん

ち
ゃ
な
Ｃ
君
か
ら
「
Ａ
・
Ｉ
」
と
い

う
答
え
が
出
さ
れ
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
で
Ａ
・
Ｉ
に
質
問
し
て

い
る
の
を
見
た
」
と
言
う
。

　

私
は
Ｃ
君
の
言
葉
を
引
き
取
り
、

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
教
室
の

テ
レ
ビ
に
映
し
た
。

「
も
し
か
し
て
、
こ
れ
か
な
？
」

　

Ｃ
君
が
う
な
づ
く
。
私
が
画
面
に

映
し
た
の
はChatGPT

※
で
あ
る
。

　

他
の
子
は
初
め
て
見
た
よ
う
だ
。

試
し
に
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
入
力
し

て
み
せ
る
。
す
る
と
「
こ
ん
に
ち

は
！　

何
か
質
問
や
お
話
が
あ
り
ま

す
か
？
」
と
答
え
が
瞬
時
に
表
示
さ

れ
る
。「
す
ご
い
！　

質
問
に
答
え

学級の子が転校すること
になった。そこで学級会を
開き、お別れ会の企画を
話し合った。子供たちが
決めた企画は「みんなで
歌を歌ってプレゼントしよ
う」だった。

Ａ・Ｉの答えには
間違いもあること
に気付かせる

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
生
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
。
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英 語
授 業 実 践
中 学 校 の

「書くこと」に
差がつく６月を
乗り越えさせる
４月にはやる気をもって
授業に臨んでいた子が、
できないことが多くなる
と、やる気を失ってしま
う。そこを克服させて楽
しく６月を乗り越えさせ
ることが重要だ。

埼玉県さいたま市立宮前中学校

森
もり

田
た

健
たけ

雄
お

特
に
、
苦
手
な
生
徒
は
そ
れ
を
見
て

自
分
の
文
を
書
い
て
い
た
。

　

他
に
も
教
科
書
を
参
考
に
し
て

「
書
く
こ
と
」
が
で
き
る
よ
う
に
指

導
し
た
。

　

Ｋ
君
は
、「
書
く
こ
と
」
が
苦
手

だ
っ
た
が
、
楽
し
く
活
動
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
当
時
、
Ｋ
君
は
私
の
顔

を
見
る
と
、
こ
う
言
っ
て
い
た
。

「
僕
は
英
語
の
時
間
は
絶
対
に
寝
ま

せ
ん
」

　

こ
ん
な
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
ま
る
の
？　

と
思
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
Ｋ
君
は
と
て
も
嬉
し
そ
う

に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
き
て
い
た
。
何

度
も
〇
を
も
ら
う
う
ち
に
、
意
欲
的

に
な
り
、
授
業
の
全
て
の
活
動
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
れ
ば
、

少
し
難
し
い
活
動
に
も
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
自
分
で
考
え
て
「
書
く

こ
と
」
を
授
業
で
取
り
組
ま
せ
て
み

た
。

　

私
が
行
っ
た
の
は
次
の
こ
と
だ
。

Ｋ
君
を
モ
デ
ル
に
す
る
。

　

Ｋ
君
は
自
分
の
事
に
つ
い
て
「
自

分
で
書
き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
も
何

も
書
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
が

黒
板
に
Ｋ
君
の
こ
と
を
書
い
て
、
他

の
生
徒
に
も
モ
デ
ル
と
し
て
示
し
た
。

「
Ｋ
君
、
な
ん
て
書
き
た
い
？
」
と

日
本
語
で
聞
い
て
、
そ
れ
を
私
が
英

語
に
し
て
黒
板
に
書
く
。
そ
れ
を
、

他
の
生
徒
が
見
て
参
考
に
す
る
の
だ
。

　

以
前
、
英
語
の
授
業
を
担
当
し
た

生
徒
に
Ｋ
君
が
い
た
。
Ｋ
君
は
識
字

障
害
の
診
断
を
受
け
て
い
た
。
医
師

か
ら
は
、
こ
れ
以
上
語
彙
を
増
や
す

の
は
難
し
い
と
診
断
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
状
態
に
も
関
わ
ら

ず
、
Ｋ
君
は
毎
日
授
業
を
受
け
て
い

る
。
私
は
Ｋ
君
に
、
楽
し
く
「
書
く

こ
と
」
を
指
導
し
た
い
と
思
い
、
実

践
を
行
っ
た
。

　

特
に
六
月
は
、
教
科
書
の
内
容
も

難
し
く
な
っ
て
き
て
し
ま
い
、
何
も

策
を
打
た
な
け
れ
ば
Ｋ
君
に
と
っ
て

の
授
業
は
失
敗
体
験
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
。

　

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
行
っ
た
。

①　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
②　

ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
与
え

る

　

Ｋ
君
は
分
か
ら
な
い
こ
と
や
、
つ

ま
ら
な
い
こ
と
に
は
取
り
組
ま
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
視
写
」
の
よ

う
に
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
な
く
、

写
せ
ば
で
き
る
こ
と
を
頻
繁
に
行
っ

た
。そ
し
て
、Ｋ
君
が
ノ
ー
ト
を
持
っ

て
く
る
た
び
に
大
き
く
〇
を
付
け
た
。

　

そ
の
時
に
意
識
し
た
の
は
、
次
の

こ
と
だ
。

大
き
く
、
濃
く
〇
を
か
く
。
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ら
B
C
D
そ
し
て
、
E
F
G
H
と

い
っ
た
比
較
、
統
合
し
た
見
方
を
鍛

え
た
い
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、

読
み
取
り
表
の
Ａ
の
意
見
は
一
点
。

そ
こ
か
ら
Ｂ
、Ｃ
、Ｄ
に
行
く
に
従
っ

て
一
点
ず
つ
点
を
増
や
す
。
比
較
し

た
意
見
に
は
さ
ら
に
点
を
増
や
す
。

　

生
徒
は
、
点
数
の
違
い
を
見
て
、

何
が
違
う
の
か
を
自
分
た
ち
で
考
え

て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
も
う
一
度
、
ノ
ー
ト

に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
写
真

を
読
み
取
ら
せ
た
。

　

す
る
と
読
み
取
り
方
が
変
わ
り
、

空
間
的
、
時
間
的
な
こ
と
や
、
日
本

と
比
較
し
た
意
見
を
出
す
生
徒
が
増

え
た
。

　

本
格
的
な
地
理
学
習
に
な
る
「
世

界
の
諸
地
域
」
を
学
ぶ
前
に
、
写
真

の
読
み
取
り
の
授
業
を
行
っ
て
お
く

と
、
生
徒
が
写
真
か
ら
得
る
情
報
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

生
徒
の
意
見
に
点
数
を
付
け
て
評

定
を
行
っ
た
。

（
ロ
シ
ア
、ヤ
ク
ー
ツ
ク
、一
月
撮
影
）

の
写
真
を
使
用
し
た
。

「
こ
の
写
真
を
見
て
、
分
か
る
こ
と
、

気
が
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
箇
条
書
き
し
な
さ
い
」
と

指
示
を
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
た
。

・
毛
皮
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
人

が
い
る
。

・
魚
が
立
て
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

・
魚
が
凍
っ
て
い
る
。

・
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。

・
人
々
の
服
装
か
ら
、
と
て
も
寒
そ

う
だ
。

　

向
山
氏
は

写
真
の
読
み
取
り
能
力
に
は
レ
ベ

ル
が
あ
り
高
度
な
レ
ベ
ル
に
い
た

る
ま
で
に
は
、
目
に
つ
い
た
こ
と

か
ら
比
較
対
象
、
自
分
の
解
釈
と

ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。

　

最
初
は
読
み
取
り
表
の
Ａ
に
当
た

る
欄
に
意
見
が
集
中
す
る
。
そ
こ
か

１
写
真
の
読
み
取
り
を
体
験

　

地
理
の
教
科
書
で
は
、
学
習
す
る

上
で
必
要
な
基
礎
的
な
技
能
を
身
に

付
け
る
た
め
に
「
技
能
を
み
が
く
」

と
い
う
項
目
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
「
写
真
の
読
み
取
り

方
」
で
あ
る
。
使
用
し
て
い
る
教
科

書
で
は
、
世
界
の
諸
地
域
を
学
ぶ
前

に
読
み
取
り
の
ペ
ー
ジ
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
写
真
か
ら
そ
の
土
地
の
自

然
環
境
や
、
人
々
の
生
活
の
よ
う
す

な
ど
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
際
に
、
向
山
洋
一
氏
が
提
案

し
た
雪
小
モ
デ
ル
※
の
「
写
真
の
読

み
取
り
分
類
表
」
を
も
と
に
し
て
授

業
を
行
っ
た
。

２
評
定
で
見
方
を
鍛
え
る

　

授
業
で
は
「
シ
ベ
リ
ア
の
市
場
」

社 会
授 業 実 践
中 学 校 の

写真の読み取り方
を「雪小モデル」
を使って鍛える
本格的な地理学習に入る
前に写真の読み取り方を
鍛え、情報収集の力を伸
ばしたい。

三重県いなべ市立大安中学校

進
しん

士
じ

 かおり

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践

※
大
田
区
立
雪
谷
小
学
校
の
公
開
研
究
会
（
一
九
九
〇
年
度
）
で
、
当
時
研
究
主
任
だ
っ
た
向
山
洋

一
が
中
心
に
な
り
提
案
し
た
、
写
真
資
料
な
ど
か
ら
子
供
た
ち
に
情
報
を
読
み
取
ら
せ
る
際
の
指

導
モ
デ
ル
。
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て
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。
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埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

　

学
校
用
ワ
ー
ク
に
次
の
文
言
を
見
付
け
た
。

「（
万
葉
集
の
）
こ
の
和
歌
は
、『
百
人
一
首
』

で
は
、
次
の
よ
う
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。」

　

見
た
瞬
間
に
疑
問
が
湧
い
た
。
天
皇
が
お
作

り
に
な
っ
た
和
歌
を
勝
手
に
作
り
変
え
る
よ
う

な
こ
と
を
す
る
か
と
。
そ
こ
か
ら
研
究
を
始
め

た
。
そ
し
て
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
授
業
し
た
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、「
作
り
変
え
た
」
の
で

は
な
い
。

　

九
五
一
年
、
村
上
天
皇
が
梨
壺
の
五
人
に
万

葉
集
の
訓
読
を
命
じ
た
。
そ
の
際
、
和
歌
の
プ

ロ
で
あ
る
五
人
が
読
め
た
歌
は
、
全
四
五
〇
〇

首
中
何
首
あ
っ
た
か
。
約
百
五
十
の
み
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
読
め
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、

新
古
今
を
編
む
に
あ
た
り
、
様
々
な
読
み
の
仮

説
の
中
か
ら
、
写
実
よ
り
想
像
や
観
念
を
尊
ぶ

平
安
の
王
朝
文
化
に
合
わ
せ
た
読
み
を
選
択
し

た
の
だ
。
そ
れ
が
、
図
の
左
側
の
形
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
新
た
な
疑
問
が
浮
か
ぶ
。「
来
た
る

ら
し
」「
ほ
し
た
り
」
と
読
ん
だ
の
は
い
つ
、

誰
の
仕
事
で
あ
る
の
か
、
だ
。

　

こ
れ
は
本
居
宣
長
の
直
筆
で
あ
る
。
本
居
は

言
う
。

「（
天
皇
は
）
眼
前
に
あ
る
体
を
御
覧
あ
り
て

詠
じ
玉
ふ
な
り　

百
人
一
首
に
衣
ほ
す
て
ふ
と

か
へ
ら
れ
た
る
は
無
念
な
り
」

　

万
葉
集
の
訓
読
の
完
成
は
、
江
戸
時
代
に
生

向山型に挑戦！

- 1 -

学
校
用
ワ
ー
ク
に
次
の
文
言
を
見
つ
け
た
。

「
（
万
葉
集
の
）
こ
の
和
歌
は
、
『
百
人
一
首
』

で
は
、
次
の
よ
う
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
」

見
た
瞬
間
に
疑
問
が
湧
い
た
。
天
皇
が
お
作

り
に
な
っ
た
和
歌
を
勝
手
に
作
り
変
え
る
よ
う

な
こ
と
を
す
る
か
と
。
そ
こ
か
ら
研
究
を
始
め

た
。
そ
し
て
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
授
業
し
た
。

向
山
型
国
語
に
挑
戦

複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
「
こ

と
ば
」
を
育
て
る

評
者

埼
玉
県

長
谷
川
博
之

構
成

埼
玉
県

長
谷
川
博
之

結
論
か
ら
言
え
ば
、
「
作
り
変
え
た
」
の
で

は
な
い
。

９
５
１
年
、
村
上
天
皇
が
梨
壺
の
五
人
に
万

葉
集
の
訓
読
を
命
じ
た
。
そ
の
際
、
和
歌
の
プ

ロ
で
あ
る
五
人
が
読
め
た
歌
は
、
全
四
千
五
百

首
中
何
首
あ
っ
た
か
。
約
百
五
十
の
み
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
読
め
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、

新
古
今
を
編
む
に
あ
た
り
、
様
々
な
読
み
の
仮

説
の
中
か
ら
、
写
実
よ
り
想
像
や
観
念
を
尊
ぶ

平
安
の
王
朝
文
化
に
合
わ
せ
た
読
み
を
選
択
し

た
の
だ
。
そ
れ
が
、
上
図
の
左
側
の
形
で
あ
る
。

こ
こ
で
新
た
な
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
「
来
た
る

ら
し
」
「
ほ
し
た
り
」
と
読
ん
だ
の
は
い
つ
、

誰
の
仕
事
で
あ
る
の
か
、
だ
。

こ
れ
は
本
居
宣
長
の
直
筆
で
あ
る
。
本
居
は

言
う
。
「(

天
皇
は)

眼
前
に
あ
る
体
を
御
覧
あ

[３Ａ 18 字× 22 行× 3 段（タイトル 15 行を含む）]
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埼
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博
之

結
論
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ら
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作
り
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、
村
上
天
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が
梨
壺
の
五
人
に
万

葉
集
の
訓
読
を
命
じ
た
。
そ
の
際
、
和
歌
の
プ

ロ
で
あ
る
五
人
が
読
め
た
歌
は
、
全
四
千
五
百

首
中
何
首
あ
っ
た
か
。
約
百
五
十
の
み
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
読
め
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、

新
古
今
を
編
む
に
あ
た
り
、
様
々
な
読
み
の
仮

説
の
中
か
ら
、
写
実
よ
り
想
像
や
観
念
を
尊
ぶ

平
安
の
王
朝
文
化
に
合
わ
せ
た
読
み
を
選
択
し

た
の
だ
。
そ
れ
が
、
上
図
の
左
側
の
形
で
あ
る
。

こ
こ
で
新
た
な
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
「
来
た
る

ら
し
」
「
ほ
し
た
り
」
と
読
ん
だ
の
は
い
つ
、

誰
の
仕
事
で
あ
る
の
か
、
だ
。

こ
れ
は
本
居
宣
長
の
直
筆
で
あ
る
。
本
居
は

言
う
。
「(

天
皇
は)

眼
前
に
あ
る
体
を
御
覧
あ
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

発
問
１  

季
節
は
い
つ
で
す
か
。（
夏
）

指
示
１  

ど
の
言
葉
で
分
か
り
ま
す
か
。

指
示
２  

こ
の
歌
と
似
た
歌
が
あ
り
ま
す
。

板
書
す
る
の
で
読
み
ま
し
ょ
う
。

発
問
２  

季
節
は
い
つ
で
す
か
。（
夏
）

発
問
３  

そ
れ
で
は
、「
春
過
ぎ
て
夏
来
に
け

ら
し
」
と
同
じ
意
味
で
す
か
。

指
示
３  「
け
ら
し
」
と
「
ら
し
」
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
し
ょ
う
。

発
問
４  

見
え
る
も
の
は
な
に
で
す
か
。

指
示
４  

立
ち
ま
す
。
Ａ
と
Ｂ
を
何
回
か
音

読
し
ま
す
。

発
問
５  

Ａ
と
Ｂ
、
ど
ち
ら
か
が
衣
が
見
え
て

い
て
、
ど
ち
ら
か
が
衣
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

見
え
て
い
る
の
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

指
示
５  

自
分
の
考
え
と
そ
の
理
由
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。
決
め
ら
れ
な
い
人
は

「
考
え
中
」
と
書
き
な
さ
い
。　
　

指
示
６  

書
け
た
人
ど
う
し
で
自
由
に
話
し

合
い
ま
す
。

発
問
６  

ど
の
言
葉
を
調
べ
れ
ば
い
い
で
す
か
。

「
冬
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
歌
は
何
で

し
ょ
う
。（
略
）

「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
の
う
ち
、
い
ち
ば

ん
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

　

じ
つ
は
、「
秋
」
が
い
ち
ば
ん
多
い
の
で
す
。

　

何
首
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

一
二
首
あ
り
ま
す
。（
略
）

　

で
は
、「
春
」
と
「
夏
」
に
つ
い
て
も
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

「
春
」
は
四
首
で
す
。

「
夏
」
は
三
首
で
す
。

　

春
と
夏
が
両
方
と
も
入
っ
て
い
る
歌
が
あ
る

の
で
す
。
分
か
り
ま
す
か
？

「
春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
干
す
て

ふ
天
の
香
具
山
」
で
す
。
こ
の
歌
だ
け
「
春
」

と
「
夏
」
両
方
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

端
末
を
用
い
て
自
由
に
検
索
し
得
る
今
な
ら

ば
、
こ
の
よ
う
な
導
入
の
後
に
、
解
釈
的
発
問

を
用
い
た
授
業
に
入
っ
て
い
く
の
が
よ
い
。

　

松
藤
司
氏
の
授
業
が
洗
練
さ
れ
て
い
た
。

き
た
彼
ら
国
学
者
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
教
材
研
究
の
上
に
、
授
業
づ

く
り
を
置
き
た
い
。

　

ま
ず
は
松
本
隆
行
氏
で
あ
る
。
あ
え
て
解
釈

に
入
り
込
ま
ず
、
季
節
と
い
う
観
点
か
ら
百
人

一
首
の
全
体
像
を
扱
う
発
想
が
面
白
い
。

- 2 -

り
て
詠
じ
玉
ふ
な
り

百
人
一
首
に
衣
ほ
す
て

ふ
と
か
へ
ら
れ
た
る
は
無
念
な
り
」

万
葉
集
の
訓
読
の
完
成
は
、
江
戸
時
代
に
生

き
た
彼
ら
国
学
者
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
教
材
研
究
の
上
に
、
授
業
づ

く
り
を
置
き
た
い
。

ま
ず
は
松
本
隆
行
氏
で
あ
る
。
敢
え
て
解
釈

に
入
り
込
ま
ず
、
季
節
と
い
う
観
点
か
ら
百
人

一
首
の
全
体
像
を
扱
う
発
想
が
面
白
い
。

「
冬
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
歌
は
何
で

し
ょ
う
。
（
略
）

「
春
」
「
夏
」
「
秋
」
「
冬
」
の
う
ち
、
い
ち
ば

ん
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

じ
つ
は
、「
秋
」
が
い
ち
ば
ん
多
い
の
で
す
。

何
首
あ
る
で
し
ょ
う
。

十
二
首
あ
り
ま
す
。
（
略
）

で
は
、
「
春
」
と
「
夏
」
に
つ
い
て
も
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

「
春
」
は
４
首
で
す
。

「
夏
」
は
３
首
で
す
。

春
と
夏
が
両
方
と
も
入
っ
て
い
る
歌
が
あ
る

の
で
す
。
わ
か
り
ま
す
か
？

「
春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
干
す
て

ふ
天
の
香
具
山
」
で
す
。
こ
の
歌
だ
け
「
春
」

と
「
夏
」
両
方
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

端
末
を
用
い
て
自
由
に
検
索
し
得
る
今
な
ら

ば
、
こ
の
よ
う
な
導
入
の
後
に
、
解
釈
的
発
問

を
用
い
た
授
業
に
入
っ
て
い
く
の
が
よ
い
。

松
藤
司
氏
の
授
業
が
洗
練
さ
れ
て
い
た
。

発
問
１

季
節
は
い
つ
で
す
か
。
（
夏
）

指
示
１

ど
の
言
葉
で
わ
か
り
ま
す
か
。

指
示
２

こ
の
歌
と
似
た
歌
が
あ
り
ま
す
。
板

書
す
る
の
で
読
み
ま
し
ょ
う
。

発
問
２

季
節
は
い
つ
で
す
か
。
（
夏
）

発
問
３

そ
れ
で
は
、
「
春
過
ぎ
て
夏
来
に
け

ら
し
」
と
同
じ
意
味
で
す
か
。

指
示
３

「
け
ら
し
」
と
「
ら
し
」
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
し
ょ
う
。

発
問
４

見
え
る
も
の
は
な
に
で
す
か
。

指
示
４

立
ち
ま
す
。
Ａ
と
Ｂ
を
何
回
か
音
読

し
ま
す
。

発
問
５

Ａ
と
Ｂ
、
ど
ち
ら
か
が
衣
が
見
え
て

い
て
、
ど
ち
ら
か
が
衣
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

見
え
て
い
る
の
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

指
示
５

自
分
の
考
え
と
そ
の
理
由
を
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。
決
め
ら
れ
な
い
人
は
「
考
え

中
」
と
書
き
な
さ
い
。

指
示
６

書
け
た
人
ど
う
し
で
自
由
に
話
し
合

い
ま
す
。

発
問
６

ど
の
言
葉
を
調
べ
れ
ば
い
い
で
す

か
。

[３Ａ 18 字× 22 行× 3 段（タイトル 15 行を含む）]
教育トークライン原稿 ○月号 P.○



50

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

学
校
全
体
で
卒
業
ま
で
継
続
し
て
指
導
し
た

男
児
の
事
例

可
能
な
限
り
継
続
し
て
観
察
・
指
導
す
る
人
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

本
人
が
安
心
し
て
小
学
校
生
活
を
送
れ
た
事
例
。

１　

継
続
し
て
観
察
・
指
導
で
き
る
人
を
学
校

は
配
置
す
べ
き
で
あ
る

　

研
究
会
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
宮
尾
ド
ク

タ
ー
に
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、「
学
校
は
、

長
期
間
、
継
続
し
て
児
童
を
観
察
・
指
導
し
て

く
れ
る
人
が
配
置
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
定
期
的
な
教
職
員
の
異
動
に
よ
っ

て
、
担
任
が
替
わ
り
、
指
導
内
容
や
方
法
が
変

わ
り
、
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
は
児
童
、

そ
し
て
保
護
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ド
ク
タ
ー

は
、「
診
察
の
際
に
は
、
保
護
者
だ
け
で
な
く

学
校
の
教
職
員
も
来
て
ほ
し
い
」
と
よ
く
言
わ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
管
理
職
、
保
護
者
の
許

可
の
も
と
、担
任
と
し
て
私
は
、宮
尾
ド
ク
タ
ー

の
診
察
に
同
席
し
た
こ
と
が
あ
る
。
非
常
に

オ
ー
プ
ン
な
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の

支
援
を
示
し
て
も
ら
え
、
役
立
っ
た
。

２　
「
通
常
発
達
の
児
童
で
す
よ
」
ド
ク
タ
ー

の
言
葉
に
、
校
内
で
の
見
方
が
変
わ
る

・
対
象
児
童　

小
学
校
四
年
生
の
男
児

　
　
　
　
　
　
（
医
療
機
関
受
診
な
し
）

・
学
校
で
の
支
援

　

週
に
一
回
一
時
間　

個
別
学
習
時
間

　

週
に
二
時
間　

校
内
で
の
特
別
支
援
教
室

　

在
籍
学
級
で
は
、
ほ
ぼ
支
援
員
が
対
応　

・
家
庭
環
境

　

父
（
単
身
赴
任
中
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
学
習
支
援
を
子
供
に
す
る
）

　

母
（
大
企
業
の
管
理
職
）

　

年
子
の
弟

　

三
年
前
の
事
例
で
あ
る
。
三
年
生
か
ら
一
斉

授
業
を
受
け
ず
廊
下
を
ふ
ら
つ
き
始
め
、
四
年

生
で
は
突
発
的
に
教
室
を
飛
び
出
し
て
空
き
の

教
員
が
捜
索
す
る
こ
と
が
増
え
た
。
暴
力
も
ふ

る
わ
ず
、
悪
口
も
言
わ
な
い
た
め
、
周
囲
か
ら

嫌
わ
れ
て
は
い
な
い
が
「
友
達
は
い
な
い
」
と
よ

く
言
う
。「
大
き
く
な
り
た
く
な
い
」
と
、
頭
を

叩
く
な
ど
し
て
身
長
を
伸
び
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
担
任
な
ど
人
が
関
わ
ろ
う
と
す
る

と
逃
げ
て
い
く
。教
室
内
に
い
る
時
は
、タ
ブ
レ
ッ

ト
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
静
か
に
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｃ－

Ⅳ
で
は
全
検
査
Ｉ
Ｑ
80
（
平
均
の
下
）。

　

ド
ク
タ
ー
か
ら
は
、「
こ
の
子
、
通
常
発
達

だ
ね
。
た
だ
、
親
か
ら
か
な
り
厳
し
く
や
ら
れ

て
き
て
い
る
」
と
助
言
い
た
だ
い
た
。
腫
れ
物

に
さ
わ
る
支
援
か
ら
「
こ
の
子
は
で
き
る
児

童
」
と
方
針
を
変
え
た
。
授
業
中
は
、
課
題
を

や
ら
せ
る
時
間
を
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
。

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
も
あ
る
が
、
周
囲
が
「
学
習

は
す
る
べ
き
だ
」
と
指
導
を
統
一
す
る
こ
と
で
、

教
室
に
い
ら
れ
る
時
間
が
増
え
た
。
テ
ス
ト
、

提
出
物
な
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
一
緒
に

や
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

３　

校
内
で
の
体
制
づ
く
り

　

一
人
が
継
続
し
て
何
年
も
指
導
す
る
の
は
難

し
い
が
、
二
、
三
人
が
持
ち
回
れ
ば
児
童
の
様

子
も
共
有
で
き
、
指
導
も
一
貫
し
た
。
特
別
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
東
京
都
公
立
小
学
校　

大お
お

迫さ
こ

利と
し

江え

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供をさらに伸ばす！　1年間の支援プラン！

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
た
ち
の

多
く
は
、
家
庭
学
習
が
大
変
な
こ
と

に
な
る
。

　

最
も
最
悪
な
こ
と
は
、

「
保
護
者
と
対
立
構
造
に
な
る
」

こ
と
で
あ
る
。

「
早
く
宿
題
を
や
り
な
さ
い
！
」

「
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い

の
！
」

と
で
き
な
い
宿
題
に
保
護
者
も
焦
り
、

つ
い
口
調
も
強
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

夜
中
の
一
二
時
ま
で
宿
題
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
家

庭
も

「
勉
強
で
追
い
込
ま
れ
る
場
所
」

と
な
っ
て
し
ま
い
、
子
供
の
不
安
定

さ
を
引
き
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

本
来
、
家
庭
は
「
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
」
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、

安
心
で
き
な
い
場
所
に
な
っ
て
し
ま

ま
う
。

　

特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
た
ち
へ

の
家
庭
学
習
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「
家
庭
学
習
は
な
く
て
も
よ
い
」

と
い
う
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
家
庭
学

習
や
宿
題
を
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
支
援
プ
ラ

ン
を
提
供
し
た
い
。

①
　
通
常
の
家
庭
学
習
の
量
よ
り
大

幅
に
少
な
く
す
る

　

通
常
に
出
さ
れ
て
い
る
量
よ
り
、

大
幅
に
減
ら
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、

「
や
り
き
っ
た
！　

と
い
う
達
成

感
」

で
あ
る
。

　

半
分
で
も
三
分
の
一
で
も
い
い
の

で
、「
や
り
き
っ
た
」
と
い
う
達
成

感
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
か
な
り
重
要

で
あ
る
。

　

ま
た
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
場

合
、
目
の
前
で
宿
題
を
減
ら
す
と
、

「
俺
は
全
部
や
り
た
い
ん
だ
！
」
と

こ
だ
わ
っ
て
し
ま
う
子
供
も
い
る
。

そ
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
少
な
い
量

の
宿
題
を
最
初
か
ら
提
供
す
る
こ
と

で
対
応
す
る
。

②
　
全
て
を
や
る
の
で
は
な
く
時
間

で
区
切
る

　

出
さ
れ
た
宿
題
を
全
て
や
ろ
う
と

す
る
と
、無
理
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
「
時
間
で
区
切
る
」
と
い

う
こ
と
が
大
切
な
子
供
も
い
る
。

宿
題
ど
う
す
る
？
　
家
庭
学
習
支
援
プ

 
ラ
ン

家
庭
学
習
で
必
要
な
こ
と
は
、
対
立
を
さ
け
、
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
る
こ
と
。

「
二
〇
問
あ
る
け
ど
、
一
〇
分
だ
け

頑
張
っ
て
み
よ
う
」

と
声
を
か
け
、
タ
イ
マ
ー
な
ど
を
用

意
し
て
お
く
。

　

子
供
と
も
時
間
を
確
認
し
、
タ
イ

マ
ー
が
鳴
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
途
中

で
も
終
了
と
す
る
。

　

こ
の
時
の
褒
め
言
葉
が
大
切
に
な

る
。

「
時
間
い
っ
ぱ
い
集
中
し
て
勉
強
が

で
き
て
す
ご
い
ね
！
」

と
褒
め
る
。
時
間
い
っ
ぱ
い
取
り
組

め
た
こ
と
を
褒
め
る
こ
と
で
、
や
り

き
っ
た
達
成
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
。

③
　
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
時

間
で
取
り
組
む

　

学
習
が
難
し
い
子
供
も
い
る
。
そ

の
場
合
、
家
庭
学
習
を
「
自
分
の
興

味
の
あ
る
も
の
に
取
り
組
む
時
間
」

と
し
て
設
定
す
る
。

　

こ
の
時
も
さ
き
ほ
ど
と
同
じ
で
、

時
間
で
区
切
り
、
時
間
い
っ
ぱ
い
取

り
組
め
た
こ
と
を
褒
め
る
。

　

家
庭
学
習
で
大
切
な
こ
と
は
や
は

り
「
達
成
感
」
で
あ
る
。
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前
回
、
眼
球
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。
今
回
は
、

①　

動
く
視
標
に
タ
ッ
チ
す
る

②　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た

練
習

を
中
心
に
効
果
が
あ
っ
た
教
材
を
紹

介
す
る
。

①
　
動
く
視
標
に
タ
ッ
チ
す
る

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
目
で
見
て
追

い
か
け
る
教
材
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
作
成
し
た
。
ク
リ
ッ
ク
を
す
る
と

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
動
く
。
ボ
ー
ル

を
目
で
見
た
り
、
指
で
タ
ッ
チ
し
た

り
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
眼

球
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る

と
「
飽
き
た
か
ら
別
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
た
い
！
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
作
成
し
た
。
学

習
の
導
入
で
何

度
も
練
習
を
す

る
程
熱
中
し
て

い
た
。
コ
ン
テ

ン
ツ
を
共
有
す

る
の
で
、
是
非

と
も
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

②
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た

練
習

　

二
種
類
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
。
一
つ
め
は
、
周
辺
視
野
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
課
題
で
あ
る
。

低
学
年
用
で

４
×
４
（
１
〜
16
ま
で
）

中
学
年
用
で

５
×
５
（
１
〜
25
ま
で
）

高
学
年
以
上
で

６
×
６
（
１
〜
36
ま
で
）

の
数
字
を
探
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

　

参
考
ま
で
に
高
学
年
以
上
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
共
有
す
る
。

　

二
つ
め
は
、
数
字
迷
路
の
課
題
で

あ
る
。
数
字
の
１
〜
１
０
０
・
１
４

７
・
１
９
７
ま
で
線
で
辿
っ
て
い
く

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
例
と
し
て
、

１
〜
１
０
０
の
数
字
迷
路
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
効
果
と
し
て

①　
カ
ル
タ
が
速
く
な
っ
た
。

②　
読
み
書
き
が
速
く
な
っ
た
。

③　
字
が
綺
麗
に
な
っ
た
。

④　
本
人
が
効
果
を
自
覚
し
、

喜
ん
で
い
る
。

是
非
と
も
試
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

医療・療育現場からの発信！

図
と
背
景
を
見
分
け
る
こ
と
が
苦
手
な

子
供
へ
の
支
援
２

効
果
が
あ
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー

コンテンツ
QRコード

ワークシート
QRコード



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

言
語
聴
覚
士
：
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

言語療法
　

前
回
よ
り
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ－
Ⅳ
の
４
指
標
に
お

け
る
下
位
検
査
項
目
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
知
覚
推
理
指
標
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
で
あ

る
。
知
覚
推
理
指
標
の
主
要
な
下
位
検
査
項
目

（
基
本
検
査
項
目
）
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

積
木
模
様
：
モ
デ
ル
と
な
る
模
様
（
実
物
・

カ
ー
ド
）
を
提
示
し
、
同
じ
模
様
を
決
め

ら
れ
た
数
の
積
木
を
用
い
て
作
ら
せ
る

絵
の
概
念
：
二
〜
三
段
か
ら
な
る
複
数
の
絵

を
提
示
し
、
共
通
の
特
徴
の
あ
る
絵
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ば
せ
る

行
列
推
理
：
一
部
分
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る

図
版
を
見
て
規
則
性
を
推
理
し
、
そ
の
下

の
選
択
肢
か
ら
空
欄
に
当
て
は
ま
る
も
の

を
選
ば
せ
る

　

ど
の
項
目
も
、視
覚
刺
激
に
対
し
、手
を
使
っ

て
答
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
共
通

し
て
必
要
な
力
は
「
推
理
」
で
あ
る
。

　

推
理
と
は
何
か
。
手
元
の
国
語
辞
典
を
引
い

て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

分
か
っ
て
い
る
事
実
を
も
と
に
し
て
、
ま

だ
分
か
っ
て
い
な
い
事
を
推
し
量
る
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
推
理
の
中
で
、
発
達
障
害
の
子

供
た
ち
が
と
り
わ
け
苦
手
と
し
て
い
る
の
が
、

対
人
ス
キ
ル
に
必
要
な
推
理
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
相
手
の
表
情
や
し
ぐ
さ
と
い
っ
た
「
分

か
っ
て
い
る
事
実
」
を
適
切
に
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
こ
か
ら
相
手
の
気
持
ち
と
い
う

「
分
か
っ
て
い
な
い
事
」
を
推
し
量
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
場
に
そ

ぐ
わ
な
い
不
適
切
な
発
言
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、

場
の
状
況
が
読
め
ず
に
相
手
に
と
っ
て
不
快
な

行
動
を
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
知
覚
推
理
の
弱
さ
は
、
単
に
学
習
面
だ

け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
人
間
関

係
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、「
暗
黙
の
了
解
」
が
理
解
で
き
な

い
。
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
言
わ
な
く
て
も
分

か
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
は
通
用
し
な
い
の

で
あ
る
。
我
が
国
は
特
に
暗
黙
の
了
解
を
重
視

す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
さ
ぞ
や
こ
の
よ
う
な

子
供
た
ち
は
生
き
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
知
覚
推
理
が
低
い
子
供
た
ち
へ
の
支

援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

望
ま
し
く
な
い
言
動
や
行
動
が
あ
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
そ
の
場
で
正
し
い
言
動
や
行

動
を
教
え
る

　

こ
の
「
す
ぐ
に
」「
そ
の
場
」
と
い
う
の
が

重
要
で
あ
る
。
子
供
に
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た

か
を
考
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
最
善
策
を

「
教
え
る
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
聞
い
て
い
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
す
か
さ
ず
「
ほ
め
る
」
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
⑬

各
論
〜
知
覚
推
理
指
標
の
弱
い
子
供
へ
の
正
し
い
理
解
と
支
援
。

下妻 玄典

LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年5月15日～ 2023年6月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

幼児・学童期の能力を伸ばす！

TOSS Kids教材
ひらがな輪郭カード

TOSS 
Kids

応募期間：
2023年５月15日（月）～６月14日（水）
応募フォーム：
https://forms.gle/SCx3Ex5ayp9BWwH59

● トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いた
だいた方から抽選で1名様に、今話題の大人気TOSS Kids
教材「ひらがな輪郭カード」をプレゼントいたします‼

教育技術
研究所

全ての子供たちに学力の保障を！

春のノートキャンペーン
百人一首&かるた教材キャンペーン

キャンペーン期間：（どちらも）
2023年３月１日（水）～５月31日（水）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

● 新学期に向けて先生方の学級経営や授業開きを応援する
お得な２大キャンペーン！
　 対象教材を特別価格、特典付きで販売します。
　 また、ノートキャンペーンでは、期間中に対象ノートを
100冊以上ご購入の方は１年間お得な「ノート会員」に！
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TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

低
学
年
も
夢
中
で
取
り
組
む
！

視
覚
支
援
を
入
れ
る
こ
と
で
、
更
に
熱
中
す
る
!!

田た

中な
か

稜り
ょ
う

真ま

福
岡
県
筑
後
市
立
水
洗
小
学
校

「
先
生
、
今
日
の
五
色
百
人
一
首
は

い
つ
や
り
ま
す
か
」
こ
れ
が
、
自
分

が
受
け
持
つ
二
年
一
組
の
子
供
た
ち

が
必
ず
尋
ね
る
言
葉
の
一
つ
で
あ
る
。

　
二
年
生
の
国
語
単
元
で
は
、「
い

ろ
は
歌
」
な
ど
の
伝
統
的
な
言
語
文

化
に
触
れ
る
単
元
が
あ
る
。「
ゑ
」

の
読
み
方
に
つ
い
て
も
学
習
す
る
。

五
色
百
人
一
首
は
、
そ
う
し
た
昔
の

言
葉
や
読
み
方
を
学
ぶ
う
え
で
も
、

大
変
意
義
深
い
教
材
で
あ
る
。

　
通
常
の
活
用
方
法
で
も
十
分
に
熱

中
す
る
が
、
低
学
年
の
場
合
、
耳
で

上
の
句
を
聞
く
↓
目
で
取
り
札
を
見

付
け
る
と
い
う
一
連
の
動
作
が
難
し

い
子
供
も
い
る
。
そ
う
し
た
子
供
た

ち
に
も
配
慮
し
た
取
り
組
み
が
、

実
物
投
影
機
の
活
用

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
配
慮
を
行
う
こ
と
で
、

子
供
は
耳
で
聞
き
分
け
る
必
要
が
な

い
。
取
り
組
み
は
更
に
熱
中
す
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

　黒板にＡ～Ｚまでのアルファベットを事前に書いておく。
説明  生き残り！　アルファベットあてゲームをします。

指示  アルファベット、Ａから順番に言います。さんはい。

説明  １人１つ、アルファベットを言えます。

説明  友達と同じアルファベットは言わないゲームです。

指示  後ろを向きなさい。では、Ａさんからどうぞ。
　子供が言ったものに×を付けていく。

【おすすめポイント】
１．ローマ字の学習とつなげて、アルファベットを楽しく学習できる
２．「数字」「ひらがな」「カタカナ」などでも同じことができる

〈参考文献〉 　山本東矢『あなたのクラスで楽しさ爆発！　山本東矢の仲間づくり学級ゲーム
50』（学芸みらい社、P.18）

生き残り！　アルファベットあてゲーム
レクリエーションを通して、アルファベットの学習ができる。

横
よこ

堀
ほり

勇
ゆう

太
た

群馬県高崎市立吉井中央中学校
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マ
グ
ネ
ッ
ト
で
楽
し
く

ひ
ら
が
な
を
習
得
す
る

T
O
S
S
キ
ッ
ズ
：
幼
保
小
教
材
で
学
習
の
壁
を
克
服
す
る
。

橋は
し

本も
と

拓た
く

弥や

栃
木
県
小
山
市
立
小
山
第
一
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

　

小
学
二
年
生
の
Ａ
君
は
、
書
字
が

枠
に
収
ま
り
き
ら
ず
、
ノ
ー
ト
に
書

く
字
は
、
は
み
出
し
て
し
ま
う
。
字

形
も
崩
れ
て
い
る
た
め
、
読
み
と
れ

な
い
文
字
も
あ
る
。
そ
ん
な
Ａ
君
に

と
っ
て
、
国
語
の
授
業
で
文
字
を
書

か
さ
れ
続
け
た
り
、
板
書
を
写
さ
せ

ら
れ
た
り
す
る
課
題
は
、
や
る
気
を

低
下
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

「
え
ー
。
ま
だ
や
る
の
」
そ
ん
な
Ａ

君
の
心
の
声
が
届
く
日
々
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
っ
た
の
が
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
ひ

ら
が
な
表
で
あ
る
。

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
で
、
絵
カ
ー
ド
に
あ

う
言
葉
を
作

る
こ
と
が
で

き
る
。
カ
ー

ド
を
裏
に
す

れ
ば
、
正
し

く
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
置
く
こ
と
が
で
き

た
か
ど
う
か
自
分
で
確
認
で
き
る
。

カ
ー
ド
に
は
、
拗
音
や
長
音
な
ど
の

特
殊
音
節
の
入
っ
た
言
葉
も
あ
る
。

更
に
、
穴
埋
め
式
や
し
り
と
り
式
で

言
葉
を
考
え
る
カ
ー
ド
も
あ
る
の
で
、

楽
し
く
考
え
な
が
ら
取
り
組
め
る
の

だ
。
そ
の
お
陰
で
、
今
で
は
Ａ
君
も

楽
し
く
ウ
キ
ウ
キ
し
な
が
ら
マ
グ

ネ
ッ
ト
ひ
ら
が
な
表
を
使
っ
て
学
習

し
て
い
る
。

「
先
生
、
今
日
は
マ
グ
ネ
ッ
ト
表
や

る
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
く
る
。

　

今
学
期
、
外
国
籍
の
小
学
二
年
生

Ｂ
君
が
転
入
し
て
き
た
。
ひ
ら
が
な

を
ほ
と
ん
ど
習
得
し
て
い
な
い
。
今

日
も
ク
ラ
ス
で
は
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
ひ

ら
が
な
表
が
大
活
躍
で
あ
る
。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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キーワード検索で先行実践を調べる
TOSSメディアに収録された書籍から原実践に当たる。

埼玉県東松島市立矢本第一中学校 岡
おか

拓
たく

真
ま

TOSSメディアの特徴を以下に示す。

① 　あらゆる教育機関の教師、企業・団体、保護者等が使用できる、会員制Webライブラ
リーである。

② 　『教育トークライン』（教育技術研究所）、『教室ツーウェイ』（明治図書）をはじめと
した、TOSS教師が書いた雑誌論文のバックナンバーを再構成して電子化している。

③ 　コンテンツの内容を検索できる。携帯端末などあらゆるメディアで使用できる。ダウ
ンロード、印刷も可能。

　これまで行ったTOSSメディアの活用方法の一つに、キーワード検索による、原実践を調べ
る作業がある。例えば、向山洋一氏が授業技量検定Ｂ表について考えを述べている部分を抽出
したい場合、「キーワード検索」において、「向山（スペース）Ｂ表」を入力する。すると、５
冊の電子書籍がヒットする。
　向山氏が授業技量検定について述べた論文を集めた冊子が、「プロ教師のためのTOSS授業技
量検定」である。この書籍で更に、「Ｂ表」と入力してキーワード検索する。向山氏がＢ表に
ついて書いた部分が30箇所ヒットする。
　私が調べたかった文言は、「極論すれば、２ページで書けることが１冊の本になっている。『画
期的な主張の２ページとその背景としての１冊の内容』これこそが、Ｂ表の内容である。」と
いう部分である。
　TOSSメディアのキーワード検索では、さらにこの言葉に関係する前後の記述を確認するこ
とができる。例えば、以下である。
「Ｂ表は、将棋、囲碁、スポーツの『県代表』レベル。」
　自分自身がＣ表15級をいただいた時、次回以降は、Ｂ表をイメージして指導案を書きたいと
思った。そこでTOSSメディアから向山氏の言葉を探した。
　検索の仕方を工夫することで、TOSSメディアの活用の可能性が大きく広がる。

【今月のコンテンツ】

TOSSメディア「プロ
教師のためのTOSS授
業技量検定」

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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⑤　

発
表
（
出
題
）

⑥　

終
わ
っ
た
子
た
ち
は
ク
イ

ズ
後
に
「
他
に
も
考
え
ら
れ
る

ヒ
ン
ト
」
を
コ
メ
ン
ト
機
能
で

書
く

　

こ
れ
ら
を
実
践
す
る
上
で
は

ト
ラ
ブ
ル
は
付
き
も
の
と
構
え

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

一
つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
複
数
人
で
共

有
す
れ
ば
「
書
い
た
も
の
が
消
さ
れ

て
し
ま
う
」
な
ど
、
よ
く
あ
る
こ
と

だ
と
思
わ
れ
る
。
き
っ
と
日
本
全
国

の
学
級
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
Ａ
君
の
書
い
た
と
こ
ろ
が
消
え
て

し
ま
っ
た
ん
だ
ね
。
友
達
の
と
こ
ろ
は

操
作
し
な
い
ん
で
す
よ
」
と
言
い
「
慣

れ
て
く
れ
ば
こ
う
い
う
こ
と
は
減
っ

て
い
く
も
の
だ
か
ら
ね
」
と
助
言
す
る
。

　

学
習
活
動
を
繰
り
返
す
う
ち
に

減
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
続

く
よ
う
な
ら
次
の
手
を
考
え
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
は
必
ず
あ
る
。
そ
れ
で
止

め
て
し
ま
っ
て
い
て
は
先
に
進
め
な
い
。

四
　
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド

　

意
見
の
列
挙
や
分
類
に
使
え
る
。

「
共
同
編
集
」
を
教
え
る
第
一
歩
に

も
よ
い
。

【
事
例
】
社
会
科
　
資
料
読
み
取
り

「
分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と
」
を
ふ
せ
ん
に
書
か
せ

て
い
く
。「
仲
間
で
分
け
て
ご
ら
ん
」

で
分
類
も
で
き
る
。

　

ペ
ア
や
班
ご
と
に
フ
ァ
イ
ル
を
共

有
す
れ
ば
、
共
同
編
集
も
で
き
る
。

五
　
ス
ラ
イ
ド

【
事
例
】
社
会
科
　
六
年
　
歴
史
人

物
ク
イ
ズ

①　

そ
の
人
物
を
あ
ら
わ
す
三
つ
の

ヒ
ン
ト
を
考
え
る

②　

イ
ラ
ス
ト
を
貼
っ
た
り
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を

付
け
た
り
す
る

③　

共
同
編
集

を
し
て
も
よ
い

④　

で
き
た
ら

発
表
練
習

一
　
フ
ォ
ー
ム

【
事
例
】
ア
ン
ケ
ー
ト

　

好
き
な
遊
び
か
ら
、
学
期
末
の
振

り
返
り
、
メ
デ
ィ
ア
視
聴
時
間
や
就

寝
時
刻
な
ど
の
生
活
実
態
調
査
ま
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
で
き
る
。

　

子
供
た
ち
に
編
集
の
仕
方
を
教
え

れ
ば
、
子
供
た
ち
自
身
も
係
活
動
で

活
用
で
き
る
。

二
　
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

【
事
例
】
作
文
、
日
記

　

端
末
を
持
ち
帰
れ
ば
、
行
事
後
の

作
文
や
日
記
も
書
け
る
。
コ
メ
ン
ト

機
能
で
相
互
コ
メ
ン
ト
も
で
き
る
。

三
　
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト

【
事
例
】
意
見
や
感
想
の
共
有

　

左
に
名
簿
を
貼
る
。
右
に
記
述
欄

を
設
け
る
（
全
員
の
考
え
が
見
ら
れ

る
の
が
特
徴
）。

　

筆
の
進
ま
な
い
子
は
、
他
の
子
の

意
見
を
参
考
に
で
き
る
。

グーグルアプリの
ベーシック活用事
例５
１学期にこれらのアプリ
を扱えば、２学期以降、
スムーズな操作や必要な
ツール選択が可能になる。

長野県佐久市立野沢小学校

髙
たか

見
み

澤
さわ

信
しん

介
すけ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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「
け
ん
か
両
成
敗
」
が
基
本
で
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
の
実
践
だ
。

２　

先
生
へ
の
質
問
に
耳
を
傾
け
る

　

子
供
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
す
ぐ

答
え
た
方
が
良
い
と
思
い
、
個
別
に

答
え
て
し
ま
う
。
す
る
と
「
俺
、
聞

い
て
い
な
い
！
」「
え
っ
！　

先
生
、

言
っ
て
た
よ
！
」
と
い
う
摩
擦
場
面

を
生
み
出
し
て
し
ま
う
。

　

全
員
の
前
で
こ
う
聞
く
。

「
Ａ
さ
ん
が
、
雨
の
日
に
ト
ラ
ン
プ

を
持
っ
て
き
て
い
い
で
す
か
？　

と

先
生
に
質
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

と
っ
て
も
良
い
質
問
で
す
。
今
ま
で

は
、み
ん
な
ど
う
し
て
い
た
の
か
な
？
」

　

全
員
の
前
で
決
定
す
る
。

　

子
供
が
「
先
生
聞
い
て
！
」
と

言
っ
て
き
た
時
に
、「
今
、
忙
し
い
か

ら
後
で
ね
」
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
。

子
供
の
用
事
よ
り
忙
し
い
仕
事
は
な

い
。
仕
事
の
手
を
即
座
に
止
め
て
、

子
供
と
正
対
し
て
話
を
聞
く
。
そ
の

心
構
え
な
し
に
は
、
子
供
た
ち
と
の

信
頼
関
係
は
築
き
に
く
い
。

２　

先
生
へ
の
質
問
に
耳
を
傾
け
る

さ
ん
に
先
生
か
ら
言
っ
て
お
こ
う

か
？
」
こ
の
一
言
に
よ
っ
て
、「
い
や
、

そ
こ
ま
で
は
い
い
で
す
」
や
「
は
い
、

お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
返
答
が
来

る
。
そ
れ
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
。
も
し
、

お
願
い
さ
れ
た
ら
本
人
と
該
当
者
の

二
人
を
呼
び
、
短
く
指
導
す
る
。

先
「
○
さ
ん
、
Ａ
さ
ん
に
さ
れ
た
こ

と
を
言
っ
て
ご
ら
ん
」

○
「
Ａ
さ
ん
に
悪
口
を
言
わ
れ
ま
し
た
」

先
「
Ａ
さ
ん
、
本
当
で
す
か
？
」

Ａ
「
は
い
」

先
「
Ａ
さ
ん
、○
さ
ん
に
謝
り
ま
す
」

Ａ
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

○
「
い
い
よ
」

　

こ
れ
が
基
本
型
で
あ
る
。

⑶
　
両
者
に
指
導
を
要
す
る
レ
ベ
ル

　

ま
た
、
お
互
い
が
悪
口
を
言
っ
て

い
る
場
合
も
多
い
。
自
分
の
不
利
な

こ
と
は
言
わ
な
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
、
ま
ず
事
実
確
認
を
す

る
。
内
容
に
よ
っ
て
、
謝
罪
さ
せ
て

終
了
の
場
合
と
、
な
ぜ
い
け
な
い
の

か
説
明
や
指
導
し
た
後
に
謝
罪
す
る

場
合
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も

１　

友
達
へ
の
苦
情
に
耳
を
傾
け
る

　

子
供
は
、
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

言
い
に
来
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
対

応
は
以
下
の
よ
う
に
し
た
。

⑴
　
話
を
聞
け
ば
解
決
す
る
レ
ベ
ル

　

子
供
は
「
先
生
に
聞
い
て
ほ
し

い
！
」
と
い
う
だ
け
の
場
合
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
に
っ
こ
り
と

し
て
「
う
ん
う
ん
」
と
聞
い
て
あ
げ

る
と
よ
い
。
教
師
が
笑
顔
で
聞
い
て

あ
げ
る
だ
け
で
、
子
供
は
興
奮
し
て

い
る
精
神
状
態
が
和
ら
ぐ
。私
は『
笑

顔
の
初
期
消
火
』
と
呼
ん
で
い
る
。

時
に
は
、
真
剣
な
顔
で
聞
く
こ
と
も

必
要
だ
。「
先
生
が
真
剣
に
聞
い
て
く

１　

友
達
へ
の
苦
情
に
耳
を
傾
け
る

れ
た
」
だ
け
で
満
足
す
る
子
も
多
い
。

　

も
ち
ろ
ん
頷
く
だ
け
で
は
納
得
し

な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
時
は
子
供

の
発
言
を
繰
り
返
し
て
同
調
す
る
こ

と
が
有
効
だ
。

子
「
Ａ
さ
ん
に
悪
口
を
言
わ
れ
た
」

先
「
Ａ
さ
ん
に
悪
口
を
言
わ
れ
た
ん
だ
」

子
「
ひ
ど
い
ん
だ
よ
。チ
ビ
チ
ビ
っ
て
」

先
「
そ
れ
は
ひ
ど
い
ね
」

　

こ
の
よ
う
に
、
同
意
す
る
こ
と
で

心
が
落
ち
着
い
て
く
る
の
だ
。
こ
れ

で
解
決
す
る
こ
と
も
多
い
。

⑵
　
当
人
同
士
を
呼
ん
で
話
を
聞
く

レ
ベ
ル

　

⑴
の
対
応
で
満
足
し
な
い
時
に
は
、

次
の
言
葉
を
付
け
足
す
と
よ
い
。「
Ａ

子供の用事より
大切なことはない

クラスに慣れてくると、
子供の声に耳を傾けなく
なるケースが生じる。き
ちんと耳を傾けたい。

茨城県笠間市立岩間第三小学校

桑
くわ

原
ばら

和
かず

彦
ひこ

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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は
様
々
な
教
科
で
、
自
然
に
全
員
分

の
情
報
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

自
分
の
物
だ
け
に
し
な
い

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
の
利

点
と
し
て
「
共
有
が
で
き
る
」
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
私
の
勤
務
校
で
は
、

少
人
数
算
数
指
導
、
学
年
間
で
交
換

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

隣
の
学
級
の
記
録
も
同
様
に
作
成
し

て
お
く
。
算
数
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

子
、
理
科
や
社
会
で
活
躍
し
た
子
の

記
録
を
と
っ
て
お
く
。
そ
し
て
所
見

の
時
期
に
、「
良
か
っ
た
ら
使
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
隣
の
学
級
の
先
生
に

伝
え
る
。
今
ま
で
も
「
あ
り
が
と

う
！　

す
ご
く
助
か
る
よ
」
と
、

言
っ
て
い
た
だ
け
た
。
学
年
だ
け
に

限
ら
ず
、
こ
の
シ
ー
ト
を
学
校
全
体

へ
提
案
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
学
校
全
体
の
時
短

に
つ
な
が
る
。

（
作
成
手
順
動
画
は
こ

ち
ら
）

４　

自
分
の
物
だ
け
に
し
な
い

き
込
ん
だ
り
、
教
室
か
ら
職
員
室
に

戻
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を
起
動
し
て
打
ち

込
ん
だ
り
し
て
い
た
。Google

ス
プ

レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
は
、
ど
こ
で
も
す

ぐ
に
記
録
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

授
業
の
業
間
休
み
や
空
き
時
間
、
児

童
（
生
徒
）
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら

記
録
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

３　

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
れ
を
活
用
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン

ト
は
、

「
全
員
分
や
ろ
う
と
し
な
い
」

「
ど
ん
ど
ん
記
録
を
付
け
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
国
語
「
海
の
命
」
を
扱

う
単
元
で
、
児
童
全
員
分
を
記
録
す

る
必
要
は
な
い
。
授
業
中
の
様
子
や
、

意
見
文
等
の
成
果
で
目
立
っ
た
子
、

今
ま
で
よ
り
伸
び
た
子
の
記
録
を
付

け
て
い
く
。
ま
た
細
か
い
表
現
は
気

に
せ
ず
、
ど
ん
ど
ん
書
き
込
ん
で
い

く
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
学
期
末
に

３　

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

１　

学
期
末
の
大
仕
事

　

成
績
処
理
、
所
見
に
頭
を
悩
ま
せ

る
先
生
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
活
用

し
て
記
録
を
貯
め
て
い
く
こ
と
で
、

成
績
処
理
も
、
所
見
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

作
成
手
順

①　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
教
科
ご

と
の
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

②　

児
童
（
生
徒
）
数
と
単
元
数
に

合
わ
せ
て
枠
線
を
入
れ
る
。

③　

児
童
名
と
単
元
名
を
入
れ
る
。

児
童
名
が
厳
し
い
場
合
は
、
番
号

１　

学
期
末
の
大
仕
事

２　

作
成
手
順

等
に
す
る
（
詳
細
は
、
文
末
Ｑ
Ｒ

動
画
参
照
）。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ク
ラ
ウ
ド
が

導
入
さ
れ
る
以
前
は
、
ノ
ー
ト
に
書

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

成績処理も所見
もこれでばっち
り！

Googleスプレッドシート
で記録を貯める。

東京都三鷹市立羽沢小学校

小
こ

島
じま

庸
よう

平
へい

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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が
あ
る
な
ら
ば
、
ど
こ
を
、
ど
の
よ

う
に
変
え
た
の
か
を
明
記
す
る
よ
う

に
し
た
。

　

検
定
で
う
ま
く
い
か
ず
、
悔
し
い

思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

自
分
の
リ
ア
ル
な
位
置
を
確
認
で
き

る
。
初
受
検
を
し
た
サ
ー
ク
ル
メ
ン

バ
ー
は
、
や
や
興
奮
気
味
に
、「
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
た
。

　

ぜ
ひ
、
一
度
挑
戦
を
！

ら
な
い
ま
ま
な
ん
と
か
書
き
上
げ
た

も
の
の
、
指
導
案
審
査
で
落
ち
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
多
く

の
指
導
案
を
入
手
し
、
指
導
案
を
書

き
直
し
、
単
身
、
東
京
で
受
検
を
し

た
。
二
〇
一
二
年
、
初
の
Ｄ
表
検
定

で
あ
る
。

３　

指
導
案
に
書
く
内
容

T
O
S
S
の
指
導
案
と
学
校
で
の

研
究
授
業
な
ど
で
書
く
指
導
案
と
の

一
番
の
違
い
は
、
発
問
、
作
業
指
示

が
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
追
試
が
し

や
す
い
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
Ｅ
、
Ｆ
表
で
受
検
す
る

場
合
は
、
発
問
、
作
業
指
示
を
枠
囲

み
に
し
て
書
い
て
い
く
。
説
明
な
ど

も
書
い
て
い
く
。
T
O
S
S
ラ
ン
ド

に
も
そ
う
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
書
き

方
が
多
い
。

４　

原
実
践
者
を
明
記
す
る

　

追
試
を
す
る
場
合
は
、
原
実
践
者

を
明
記
す
る
と
共
に
、
修
正
点
が
あ

れ
ば
明
記
す
る
。
そ
の
た
め
、
原
実

践
者
が
誰
で
あ
る
か
を
書
く
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
も
し
変
え
た
部
分

１　

初
め
て
の
受
検
・
指
導
案
審
査

　

二
〇
代
後
半
、
二
校
目
で
、

T
O
S
S
に
出
会
っ
た
。
小
学
校
で

の
勤
務
は
初
め
て
で
あ
っ
た
か
ら

（
群
馬
県
に
勤
務
し
て
お
り
、
群
馬

県
は
小
学
校
、
中
学
校
両
方
で
の
勤

務
が
あ
り
え
る
）、空
き
時
間
は
様
々

な
先
生
の
授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

子
供
た
ち
が
惹
き
つ
け
ら
れ
、
生

き
生
き
と
し
て
い
る
授
業
を
初
め
て

見
た
。
荒
れ
た
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
聞

い
て
い
た
が
、
ど
の
子
も
目
を
輝
か

せ
て
い
た
。

「
こ
れ
は
自
分
の
授
業
と
は
違
う
」

と
思
っ
た
。

T
O
S
S
の
先
生
で
あ
っ
た
。

　

サ
ー
ク
ル
に
入
り
一
年
、
一
度
も

模
擬
授
業
を
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ク
ラ
ス
が
崩
壊
し
、
よ
う
や
く
模
擬

授
業
を
し
は
じ
め
た
頃
「
授
業
技
量

検
定
を
受
け
た
い
」
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
隣
県
の
検
定
セ
ミ
ナ
ー
に
申

し
込
ん
だ
。

２　

検
定
指
導
案
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か

　

学
生
時
代
か
ら
学
ん
で
い
れ
ば
先

輩
に
教
え
て
も
ら
え
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
当
時
、
な
か
な
か

指
導
案
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。

　

ど
の
よ
う
に
指
導
案
を
書
い
た
ら

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
全
く
分
か

TOSS授業技量検定

指　導　案

「TOSS授業
技量検定」へ
踏み出す一歩

TOSS授業技量検定を受ける
前と受けた後ではがらりと変
わる。最初は指導案に何を書く
のかが分からないこともネッ
クとなった。

東京都公立小学校

小
こ

林
ばやし

智
とも

子
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡聡美

医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

撤
回
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
る
か

　
授
業
中
に
立
ち
歩
い
た
り
、
無

関
係
な
読
書
を
し
た
り
し
て
い
る

子
が
い
ま
す
。
医
師
か
ら
自
由
に

す
る
の
を
認
め
て
も
ら
う
よ
う
に

と
指
示
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ

の
せ
い
で
ク
ラ
ス
が
落
ち
着
か
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
の
見
解

を
撤
回
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

ま
す
か
。

関
係
な
読
書
を
し
な
い
と
い
っ
た
指
示

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
指
示
に
つ
い
て
、
外
部
か

ら
の
意
見
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
必
ず
し
も
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
外
部
の
意
見
が
邪
魔
だ

か
ら
と
言
っ
て
そ
の
発
言
を
撤
回
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
発
言
の
撤
回

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
名
誉

棄
損
で
社
会
的
評
価
が
下
が
っ
た
こ
と

に
基
づ
い
て
裁
判
所
が
名
誉
回
復
を
命

じ
る
場
合
だ
け
で
す
。
今
回
は
、
名
誉

棄
損
で
は
な
い
た
め
撤
回
し
て
も
ら
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
校
や
教
師
は
、
第
三
者
の
意
見
に

従
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
教

育
法
上
、
保
護
者
と
は
連
携
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
保
護
者
の

意
見
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
連
携
は
保
護
者
の
意
見
を

一
方
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
し

ま
せ
ん
。
学
級
運
営
に
影
響
す
る
自
由

な
行
動
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
じ

る
影
響
に
つ
い
て
も
家
庭
で
共
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
る
等
し
て
、
協
働
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
護
者
が
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
た
場

合
、
担
任
だ
け
が
対
応
す
る
と
他
の
仕

事
に
手
が
回
ら
な
く
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
管
理
職
か

ら
対
応
し
て
も
ら
う
の
が
い
い
で
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

水
泳
の
授
業
の
と
き
に
、
女
子

の
集
合
が
遅
い
た
め
、
女
子
更
衣

室
の
前
の
廊
下
か
ら
注
意
を
し
た

と
こ
ろ
、「
の
ぞ
い
た
」
と
い
う
噂

を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

潔
白
を
証
明
し
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

学
校
教
育
法
で
は
教
室
の
中
の
管
理

権
限
は
校
長
に
あ
り
ま
す
。
担
任
は
、

受
け
持
っ
て
い
る
授
業
や
学
級
運
営
の

範
囲
で
そ
の
権
限
を
委
託
さ
れ
て
い
ま

す
。
担
任
は
、
こ
の
管
理
権
限
を
行
使

し
て
、
授
業
中
に
立
ち
歩
か
な
い
、
無
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「
先
生
の
書
く
文
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
う
つ

し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、

Ａ　

教
室
の
窓
か
ら
外
を
な
が
め
て
い
ま

し
た
。

Ｂ
と
板
書
す
る
。「
Ｂ
に
入
る
一
文
を
書
き
ま
す
。

書
け
た
ら
持
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
子
供
た
ち
か

ら
様
々
な
意
見
が
出
た
。

・
ハ
ト
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

・
男
の
子
が
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

黒
板
に
ず
ら
っ
と
並
ん
だ
も
の
に
評
定
を
し

て
い
く
。
私
が
「
Ａ
」
を
付
け
た
の
は
、
例
え

ば
次
の
よ
う
な
一
文
で
あ
る
。

・
振
り
向
く
と
、
先
生
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
が
外
に
意
識
を
向
け
て
い
る
中
、
教
室
の

中
に
目
を
や
っ
て
い
た
。
発
想
を
褒
め
た
。

・
風
が
そ
よ
そ
よ
と
流
れ
、
気
持
ち
が
よ
か
っ

た
で
す
。

こ
の
子
は
目
に
見
え
な
い
も
の
を
感
じ
て
い

る
様
子
を
書
い
た
。
思
い
っ
き
り
褒
め
る
。

「
二
回
目
で
す
。
も
う
一
度
書
い
て
持
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」

　

子
供
た
ち
の
文
章
は
激
変
し
て
い
た
。「
振

り
向
い
た
ら
友
達
が
た
く
さ
ん
い
て
、
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
」
等
の
振
り
向
き
シ
リ
ー
ズ
や
、

「
春
が
や
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
」

と
い
っ
た
、
目
に
見
え
な
い
も
の
シ
リ
ー
ズ
を

書
く
子
が
増
え
る
。
さ
ら
に
「
夕
日
が
き
れ
い

で
な
ん
だ
か
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
」
と
い

う
気
持
ち
を
表
現
す
る
子
も
出
て
き
た
。
特
に

面
白
か
っ
た
子
は
、

・
何
か
黒
い
影
が
通
り
ま
し
た
。

と
次
の
展
開
が
気
に
な
る
書
き
方
を
し
て
い
た
。

子
供
た
ち
が
「
も
っ
と
や
り
た
い
！
」
と
言
う
。

自
主
勉
強
で
取
り
組
ん
で
く
る
子
も
い
た
。
知

的
で
と
て
も
楽
し
い
実
践
で
あ
る
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

「
私
は
教
室
の
窓
か
ら
外
を
な
が
め
て
い

ま
し
た
。」
の
、
次
の
一
文
を
考
え
さ
せ

る
。
子
供
た
ち
が
大
好
き
な
実
践
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、
黒
板
に
書

か
せ
る
。
個
別
評
定
を
す
る
。

Ａ　

意
外
で
面
白
い

Ｂ　

普
通
で
あ
り
が
ち

Ｃ　

文
章
が
つ
な
が
ら
な
い

　

一
回
目
の
評
定
で
教
室
に
笑
い
が
起
こ

る
。
大
盛
り
上
が
り
の
中
で
も
子
供
た
ち

は
学
ぶ
。
二
回
目
持
っ
て
き
た
時
に
は
文

章
が
激
変
し
て
い
る
。
と
て
も
知
的
で
楽

し
い
実
践
で
あ
る
。
子
供
の
書
い
た
文
を

教
師
も
楽
し
み
、
驚
き
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

岡
山
県
井
原
市
立
木
之
子
小
学
校

岡お
か

孝た
か

直な
お

「
教
室
の
窓
か
ら
外
を
な
が
め
て
い
ま
し
た
。」続
き
の
一
文

を
考
え
さ
せ
る
だ
け
で
、教
室
中
が
知
的
に
変
わ
る

小
学
一
年
生
も
大
喜
び
で
取
り
組
み
、知
的
に
な
っ
て
い
く
実
践
で
あ
る
。大
変
な
学
級
を
も
っ
て

い
た
時
も
、四
五
分
間
、授
業
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
子
た
ち
が
熱
中
し
、集
中
し
て
い
た
。
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「
卒
業
期
の
生
徒
指
導
」
の
概
念
が
必
要
不
可
欠
だ

全
員
が
浮
か
れ
て
い
る
時
に
「
そ
れ
で
は
駄
目
だ
」
と
苦
言
を
呈
し
、
全
員
が
落
ち
込
ん
で
い

る
時
に
「
き
っ
と
良
く
な
る
」
と
激
励
す
る
の
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

　

あ
る
年
の
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
一
番
、

学
級
の
女
子
生
徒
が
私
の
も
と
を
訪
れ
た
。「
母

か
ら
の
手
紙
を
預
か
っ
て
き
ま
し
た
。
兄
に
つ

い
て
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

言
う
。
二
歳
上
の
兄
は
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、

双
極
性
障
害
、
行
為
障
害
の
診
断
を
受
け
て
い

た
。
そ
の
前
の
週
に
、
近
隣
の
警
察
官
と
ひ
と

悶
着
起
こ
し
た
。「
長
谷
川
先
生
に
は
話
す
。

他
に
は
話
す
価
値
が
な
い
」
周
囲
の
教
師
に
対

し
て
も
、
そ
う
述
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

長
文
の
手
紙
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

■
日
頃
か
ら
息
子
の
話
に
耳
を
傾
け
向
か
い
合
い
、

信
頼
を
築
い
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

〇
〇
の
心
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
き
、
本
心
を
理

解
し
て
も
ら
え
て
い
る
安
心
感
は
途
轍
も
な
く
大

き
な
支
え
で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

■
事
が
大
き
く
な
っ
て
初
め
て
、
自
分
の
対
応
の

甘
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

■
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
親
で
す
が
、
長
谷
川
先
生
に

出
逢
え
て
、
T
O
S
S
を
知
り
、
特
別
支
援
を
必

要
と
す
る
子
供
た
ち
へ
の
取
り
組
み
や
活
動
を
知

り
ま
し
た
。
本
を
数
冊
、
読
み
始
め
た
ば
か
り
で

す
が
、
今
ま
で
知
り
た
か
っ
た
発
達
障
害
へ
の
対

処
法
や
接
し
方
が
、
根
本
か
ら
理
解
し
や
す
い
、

情
報
が
詰
ま
っ
た
本
に
巡
り
合
え
ま
し
た
。

■
心
が
折
れ
そ
う
な
時
、
苦
し
く
辛
い
時
、
学
級

通
信
に
綴
ら
れ
る
言
葉
に
何
度
も
何
度
も
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。
心
を
強
く
持
ち
、
笑
顔
で
生
き
て
行

く
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
か
ら
で
も
多
く
を

学
び
、
よ
り
良
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

■
そ
れ
に
は
、
多
く
の
人
の
助
け
や
協
力
、
理
解
、

自
身
の
学
び
が
必
要
な
の
だ
と
、
も
っ
と
相
談
や

報
告
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
と
気

が
付
き
ま
し
た
。

■
長
谷
川
先
生
に
出
逢
い
、
救
わ
れ
、
多
く
に
気

付
き
、
知
る
こ
と
が
で
き
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

込
み
上
げ
る
も
の
を
堪
え
る
の
に
必
死
だ
っ
た
。

　

数
時
間
後
に
は
、
三
学
年
職
員
が
県
内
公
立

高
校
の
合
格
発
表
を
受
け
て
浮
か
れ
て
い
た
。

私
は
そ
う
い
う
気
持
ち
に
は
ま
っ
た
く
な
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
生
徒
が
い
る
だ
ろ
う
。
受
験
に

す
ら
行
け
な
か
っ
た
Ａ
が
、
Ｂ
が
、
Ｃ
が
い
る

だ
ろ
う
。
三
学
期
に
な
っ
て
一
度
も
登
校
し
な

く
な
っ
た
Ｄ
が
い
る
だ
ろ
う
。
四
月
第
二
週
以

降
一
度
も
登
校
し
て
い
な
い
Ｅ
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

彼
ら
の
こ
と
を
思
わ
な
い
の
か
。
思
う
の
な

ら
ば
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
無
邪
気
に
笑
い
合
え
る
の

か
。
仕
事
の
不
備
不
足
不
十
分
を
、
ど
う
捉
え
、

ど
う
振
り
返
る
の
か
。
卒
業
式
ま
で
の
職
責
を

い
か
に
果
た
す
の
か
。
他
山
の
石
と
し
、
同
じ

轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
、
ま
ず
自
学
年
を
創
り
上
げ

る
こ
と
を
自
ら
に
誓
っ
た
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
か
え
っ
て

緩
急
を
損
な
う
。

書
く
指
示
を
し
た
後
で
、
ど
う
や

ら
書
い
て
い
な
い
子
が
い
る
よ
う
だ

と
思
っ
た
と
き
に
、
あ
る
い
は
時
間

を
詰
め
た
い
と
き
に
、
意
図
的
に

「
書
け
た
ら
書
け
ま
し
た
」
と
指
示

す
る
か
ら
効
果
が
あ
る
。

お
隣
と
相
談
さ
せ
る
の
も
同
じ
で

あ
る
。
発
問
し
た
後
、
子
供
た
ち
が

若
干
戸
惑
っ
て
い
た
り
、
意
見
に
自

信
が
な
さ
そ
う
だ
っ
た
り
す
る
様
子

を
見
て
相
談
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

⑤
　
指
示
の
追
加
を
し
て
い
な
い

と
り
わ
け
「
作
業
指
示
」
を
し
た

後
で
、「
そ
う
い
え
ば
◯
◯
も
書
い

て
下
さ
い
」
と
か
「
〜
に
気
を
付
け

よ
う
ね
」
な
ど
と
、
い
ち
い
ち
付
け

加
え
る
の
は
良
く
な
い
。

作
業
指
示
を
し
た
ら
、
基
本
は

「
シ
ー
ン
」
と
し
た
中
で
作
業
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
指
示
を

追
加
す
る
な
ら
、
一
段
落
し
て
何
名

か
に
発
表
さ
せ
た
後
な
ら
良
い
。

ポ
イ
ン
ト
⑩
ま
で
続
き
は
次
号
。

し
な
い
。
ス
ー
ッ
と
授
業
に
入
っ
て

い
る
。
自
然
で
無
理
が
な
い
。
授
業

開
始
の
挨
拶
な
ど
も
し
な
い
。

②
　
本
題
に
入
る
ま
で
の
時
間
が
短

いい
わ
ゆ
る
「
導
入
」
が
短
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
導
入
が
必
要
な
い

な
ら
、
な
い
の
が
一
番
良
い
。

い
き
な
り
重
要
な
本
題
に
入
る
の

が
良
い
。
導
入
は
あ
っ
て
も
せ
い
ぜ

い
五
分
以
内
だ
ろ
う
。

③
　
教
師
の
指
示
が
短
い
（
説
明
が

ほ
と
ん
ど
な
い
）

「
簡
明
の
原
則
」「
一
時
一
事
の
原

則
」「
細
分
化
の
原
則
」
等
が
守
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
向
山
氏

が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
指
示
は
通

常
一
五
秒
以
内
。

授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
が
守
ら
れ

て
い
る
な
ら
、
そ
の
授
業
の
緩
急
な

ど
は
当
然
合
格
で
あ
る
。

④
　
教
師
の
指
示
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
多
い

「
書
け
た
ら
書
け
ま
し
た
」「
お
隣

と
相
談
」
な
ど
を
意
味
な
く
連
発
す

①　

三
〇
秒
〜
一
分

②　

五
〜
七
分
間

③　

一
〇
〜
一
二
分

④　

一
五
〜
二
〇
分

こ
の
四
つ
の
授
業
検
討
時
間
の
違

い
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
。

こ
こ
で
は
「
⑤
四
五
分
（
五
〇

分
）」
の
中
で
の
緩
急
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
考
え
た
い
。

「
⑥
小
単
元
〜
大
単
元
」
レ
ベ
ル
の

緩
急
は
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
の

範
疇
を
超
え
る
の
で
割
愛
す
る
。

一
　
一
時
間
の
中
で
の
緩
急

良
い
授
業
は
、
見
て
い
て
飽
き
な

い
。
受
け
て
い
る
子
供
た
ち
も
熱
中

し
て
い
る
。
参
観
し
て
い
る
教
師
た

ち
も
惹
き
つ
け
る
。

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
要
素
が
あ

る
か
ら
だ
。

１　

授
業
者
の
技
量
の
高
さ

２　

教
材
の
知
的
さ

３　

組
み
立
て
の
巧
み
さ

「
３
の
組
み
立
て
の
巧
み
さ
」
の
中

に
「
緩
急
」
が
あ
る
。

心
地
よ
い
緩
急
を
実
現
し
て
い
る

教
師
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ

て
み
よ
う
。

①
　
授
業
の
開
始
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ

る余
計
な
前
置
き
や
説
明
や
雑
談
を

授業のベーシックスキル９
「緩急」（３）
授業のうまい教師は、時間の
調節も巧みである。その場で
時間を縮めることもできるし、
延ばすこともできる。「緩急」
の感覚は、そうした「時間の
出し入れ」の能力とも関連し
ている。

授業の
ベーシックスキル
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フ
レ
ー
ズ
全

て
が
重
い
。

１　

き
っ
か
け

　
教
師
一
年

目
、
授
業
中
、
目
の
前
で
一
人
の
子
が
寝
転
ん

で
い
た
。「
自
分
の
せ
い
だ
」
直
感
的
に
思
っ

た
。
す
ぐ
本
屋
に
行
っ
た
。
そ
こ
に
同
僚
だ
っ

た
谷
和
樹
氏
が
入
っ
て
き
た
。

「
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
と
…
を
読
ん
で
」
ば

さ
っ
と
本
を
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一
つ
が

向
山
洋
一
氏
。
右
の
言
葉
が
突
き
刺
さ
っ
た
。

２　

実
践

　
様
々
な
子
に
出
会
っ
た
。「
全
て
の
子
の
た

め
に
本
物
を
目
指
そ
う
」
と
決
意
し
た
。

　
一
校
目
、
い
じ
め
を
体
験
し
た
。
心
の
中
で

子
供
に
詫
び
続
け
「
い
じ
め
の
構
造
を
破
壊
せ

よ
」
を
実
践
し
た
。

　
二
校
目
、
四
年
生
以
上
が
全
て
学
級
崩
壊
し

て
い
る
学
校
に
異
動
し
た
。「
ど
の
子
も
可
能

性
が
あ
る
」
と
信
じ
た
。
向
山
氏
の
「
教
育
相

談
委
員
会
」
を
追
試
し
た
。
学
級
も
学
校
も
落

ち
着
い
た
。
シ
ス
テ
ム
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。

　
三
校
目
、
算
数
ガ
イ
ド
学
習
研
究
校
に
異
動

し
た
。
子
供
が
進
行
し
、
子
供
が
説
明
す
る
授

業
だ
っ
た
。
勉
強
が
得
意
な
子
だ
け
が
活
躍
し
、

苦
手
な
子
は
怒
鳴
ら
れ
て
い
た
。
一
度
や
っ
て

す
ぐ
止
め
た
。
向
山
型
算
数
を
貫
い
た
。
指
導

に
来
た
付
属
教
官
と
論
議
し
た
。
校
長
と
議
論

し
た
。
次
の
年
、
学
校
か
ら
ガ
イ
ド
学
習
は
な

く
な
っ
た
。

　
以
後
、
崩
壊
学
級
、
不
登
校
、
複
雑
な
子
供

の
特
別
支
援
学
級
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
供

た
ち
な
ど
を
担
任
し
続
け
て
い
る
。「
一
人
の

例
外
も
な
く
」
子
供
も
保
護
者
も
職
員
も
幸
せ

に
な
れ
ば
と
、
未
だ
日
々
も
が
い
て
い
る
。

３　

正
解
は
未
だ
分
か
ら
な
い

　
ひ
ど
い
虐
待
を
受
け
て
い
る
姉
弟
四
人
が
い

た
。
管
理
職
、
市
と
協
力
し
、
保
護
者
不
在
の

あ
る
日
、
子
供
た
ち
と
相
談
し
、
保
護
施
設
に

つ
な
げ
た
。
保
護
者
は
来
校
し
激
高
し
た
。
皆

で
説
明
し
、
行
き
先
は
告
げ
な
か
っ
た
。「
一

人
の
例
外
も
な
く
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

思
い
、
関
係
者
全
員
で
行
っ
た
。
し
か
し
五
年

後
、
子
供
た
ち
は
家
族
の
元
へ
帰
っ
て
い
た
。

以
前
よ
り
虐
待
は
ひ
ど
い
と
言
う
。
子
供
た
ち

が
望
ん
で
帰
っ
た
そ
う
だ
。
信
念
を
も
ち
本
物

を
追
求
し
続
け
る
。
し
か
し
正
解
は
未
だ
分
か

ら
な
い
。
今
も
日
々
苦
悩
し
、
考
え
続
け
る
。

こ
れ
が
教
師
の
道
だ
と
今
も
思
っ
て
い
る
。

　「
一
人
の
例
外
も
な
く
」
全
て
の
場
面
で
貫
く

本
物
を
追
究
し
続
け
、
日
々
疑
う
。
し
か
し
正
解
は
未
だ
分
か
ら
な
い
。

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
立
味
間
小
学
校

川か
わ

原は
ら

雅ま
さ

樹き
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１　

違
和
感
の
あ
る
言
葉
が
も
つ
可
能
性

　

向
山
洋
一
氏
は
言
う
。

「『
法
則
化
』
と
い
う
言
葉
が
き
つ
い
の
で
あ
る
。

誤
解
さ
れ
て
も
し
か
た
な
い
面
も
あ
る
。
そ
れ
を

承
知
で
わ
ざ
と
使
っ
た
の
で
あ
る
」

　

新
し
い
表
現
が
出
た
と
き
、二
つ
の
反
応
が
あ
る
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
適
応
し
、
無
意
識
に
受
け
入
れ
る

人
と
強
い
違
和
感
を
も
つ
人
に
分
か
れ
る
。
今
と

違
う
環
境
を
想
像
し
、
胸
を
と
き
め
か
す
か
、
そ

れ
と
も
違
和
感
を
抱
く
の
か
。
本
書
の
特
徴
は
、

ど
ち
ら
か
に
与
（
く
み
）
す
る
の
で
は
な
く
、
二

つ
の
反
応
の
「
あ
い
だ
」
に
光
を
当
て
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。

　

気
鋭
の
思
想
家
は
言
語
使
用
を
哲
学
的
に
論
じ

た
。

「
慣
れ
な
い
言
葉
づ
か
い
を
提
案
さ
れ
た
と
き
、

ガ
サ
ガ
サ
し
た
と
い
う
か
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
と
い
う

印
象
を
も
つ
。
言
語
が
不
透
明
な
も
の
と
し
て
、

現
実
の
上
に
『
浮
い
て
』
い
る
。
慣
れ
な
い
言
葉

づ
か
い
の
『
わ
ざ
わ
ざ
感
』
は
言
語
の
不
透
明
性

を
示
し
て
い
る
。
何
に
成
長
す
る
か
わ
か
ら
な
い

『
謎
の
卵
』
の
状
態
あ
る
」

　

さ
ら
に
言
う
。

「
新
た
な
言
葉
に
慣
れ
な
い
途
中
は
、
用
法
が
落

ち
着
い
て
い
な
い
言
語
の
状
態
、
つ
ま
り
、
用
法

を
変
え
る
可
能
性
に
開
か
れ
た
状
態
の
言
語
だ
と

い
え
る
。
そ
の
と
き
の
言
葉
へ
の
違
和
感
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
。
わ
ざ
と
そ
う
い
う
言
い
方
を
し

て
い
る
と
い
う
感
覚
で
あ
る
」

２　

向
山
氏
が
仕
組
ん
だ「
法
則
化
」と
い
う
言
葉

「
教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
」
が
世
に
出
た
と
き

の
反
応
が
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
表
現
は
賛
否
両
論
、

好
き
嫌
い
と
い
っ
た
感
情
論
も
含
め
て
論
議
さ
れ

た
。

　

向
山
氏
は
、
い
ま
属
し
て
い
る
環
境
に
は
な
い

可
能
性
を
言
葉
の
力
の
み
で
、
と
り
あ
え
ず
の
形

に
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
著
者
が
展
開
し
て
い
る
ロ
ジ
ッ
ク

の
と
お
り
に
進
ん
で
い
っ
た
。

　

向
山
洋
一
氏
は
言
う
。

「
法
則
【
化
】
運
動
」
で
あ
っ
て
「
法
則
運
動
」

で
は
な
い
。「
化
」
の
字
が
入
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。「
法
則
化
」
と
は
「
永
遠
な
る
法
則
へ

の
接
近
過
程
」
で
あ
る
。（『
新
版
続
・
授
業

の
腕
を
上
げ
る
法
則
』
一
三
二
ペ
ー
ジ
）

　

多
く
の
人
が
「
化
」
で
混
乱
し
た
。
意
味
が
つ

か
め
な
か
っ
た
。そ
れ
で
い
て
無
視
で
き
な
か
っ
た
。

「
法
則
化
」
と
い
う
言
葉
は
、
ま
だ
現
実
で
は
な

い
可
能
性
を
形
に
し
た
点
で
貴
重
で
あ
る
。

　

な
ぞ
の
卵
だ
っ
た
言
葉
は
、
四
つ
の
理
念
を
引

き
出
し
た
。「
多
様
性
の
原
理
」「
連
続
性
の
原
理
」

「
実
証
性
の
原
理
」「
主
体
性
の
原
理
」
で
あ
る
。

　

日
常
的
に
は
使
わ
な
い
言
い
方
を
あ
え
て
し
た

こ
と
で
、
新
し
い
教
育
運
動
の
説
明
を
シ
ン
プ
ル

に
し
た
。
こ
の
こ
と
で
無
意
識
な
反
応
で
は
な
く
、

分
析
的
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
理
念
を

原
理
的
に
使
う
よ
う
に
な
る
。
向
山
氏
が
そ
の
よ

う
に
仕
組
ん
だ
の
だ
。

言
語
使
用
を
哲
学
す
る

言
語
は
現
実
か
ら
切
り
離
し
て
自
由
に
操
作
で
き
る
。

言
葉
の
並
び
を
作
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
旗
印
に
し
た

運
動
さ
え
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
「
教

育
技
術
の
法
則
化
運
動
」
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

『勉強の哲学─来たる
べきバカのために』
（千葉雅也著　文春文庫）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q
「
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に
や
り
抜
く
」
と
決
め
、

や
り
抜
く

一
〇
年
の
教
師
修
業
が
自
分
の
実
力
を
飛
躍
さ
せ
る
。

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

向
山
先
生
の
本
を
読
む
ま
で
寝
な
い
と
決
め

て
い
た
時
は
、
手
に
入
る
向
山
先
生
の
本
が
な

く
な
る
ま
で
続
け
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
自
分

の
知
ら
な
い
向
山
著
作
が
あ
る
と
、
悔
し
く
て

悔
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
で
す
。

２　

向
山
先
生
の
本
は
メ
モ
を
取
ら
な
い

　

向
山
先
生
の
本
を
読
ん
で
い
た
時
は
、
ほ
と

ん
ど
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
読
む
と
ノ
ー
ト
を
取
ら
な
く
て

も
、
な
ん
と
な
く
、
向
山
先
生
が
お
書
き
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
か
共
通

性
み
た
い
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

逆
に
、
ノ
ー
ト
を
取
る
の
は
、
そ
の
人
の
著

作
を
一
、
二
冊
し
か
読
ま
な
い
よ
う
な
時
な
の

で
す
。
そ
う
い
う
本
は
初
め
て
読
ん
で
い
る
の

で
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
教
材
研
究
上
、
大
事
だ
と
思
う
と
、

ノ
ー
ト
を
取
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

向
山
先
生
の
本
は
僕
に
と
っ
て
は
く
り
返
し

読
み
た
い
本
で
す
か
ら
、
す
ぐ
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
置
い
て
い
て
、
ノ
ー
ト
を
つ
く
る
よ
り
も

頭
の
中
に
入
れ
て
し
ま
い
た
い
、
と
い
う
よ
う

に
考
え
て
い
ま
し
た
。

な
こ
と
は
絶
対
に
や
り
き
り
ま
し
た
。

　

向
山
先
生
の
本
を
一
冊
読
み
終
わ
る
ま
で
寝

な
い
と
決
め
て
い
た
そ
の
時
は
、
ど
ん
な
に
お

酒
を
飲
ん
で
帰
っ
て
こ
よ
う
が
や
る
ん
で
す
。

や
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
な
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
や
る
の
で
す
。

そ
う
決
め
た
の
で
す
か
ら
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
一
〇
〜
一
五
年
と
続
け
て
い

け
ば
力
が
伸
び
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　

や
り
抜
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
皆
さ
ん
に
お
話
を
で
き
る
よ
う
な
力
が
付
い

て
き
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
自
分
を
責
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

「
こ
れ
だ
け
は
」
と
決
め
た
こ
と
を
き
ち
ん

と
や
り
続
け
る
人
が
世
の
中
に
い
る

と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
く
の
は
大
切

谷
先
生
は
、「
一
冊
決
め
た
本
を
読
み
切

る
ま
で
寝
な
い
」
と
い
う
二
〇
〜
三
〇
代

の
時
期
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
自
分

は
一
度
決
め
て
も
、
ど
う
し
て
も
疲
れ
て

寝
て
し
ま
い
ま
す
。
決
め
た
こ
と
を
や
り

続
け
る
こ
と
が
苦
手
な
の
で
す
が
、
谷

先
生
は
疲
れ
て
寝
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

谷た
に

和か
ず

樹き

東
京
都
・
玉
川
大
学

教
職
大
学
院
教
授

１　

こ
れ
だ
け
は
絶
対
に
や
り
抜
い
た

　

一
度
や
ろ
う
と
決
め
て
や
れ
な
か
っ
た

こ
と
な
ん
て
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
絶

対
こ
れ
だ
け
は
や
る
」
と
決
め
た
本
当
に
大
事

A

動画



※  

ふ
す
ま
。
障
子
な
ど
の
張
り
替
え
を
行
う
人
。

特 別 連
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

地
域
資
源
を
知
ろ
う

ぞ
か
し
負
担
だ
っ
た
ろ
う
。
知
人
の
経き

ょ
う

師じ

屋や
※

が
、
一
年
で
一
番
忙
し
い
の
は
年
末
と

家
庭
訪
問
の
時
期
だ
と
言
っ
て
い
た
。

　

一
日
に
一
〇
軒
程
度
を
回
る
。
最
後
の
家

で
は
父
親
が
会
社
を
早
引
き
し
て
、
ビ
ー
ル

を
用
意
し
て
待
っ
て
い
る
。
若
い
私
は
つ
い

酌
を
受
け
す
ぎ
て
、
ベ
ロ
ベ
ロ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
時
代
は
そ
れ
を
許
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
各
学
校
で
は
、

家
庭
訪
問
の
際
に
、
飲
食
の
接
待
を
受
け
な

い
と
い
う
き
ま
り
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

続
い
て
、
原
則
と
し
て
室
内
に
上
が
ら
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
家
庭

訪
問
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

家
庭
訪
問
は
、
行
く
側
も
来
ら
れ
る
側
も

大
変
。
だ
が
、
そ
れ
な
り
の
成
果
は
あ
っ
た
。

家
庭
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
そ
の
子
供
の
置

か
れ
て
い
る
環
境
が
よ
く
分
か
る
。
家
庭
の

経
済
状
況
、
養
育
方
針
、
学
校
外
で
の
過
ご

再
び
長
万
部
で
下
車
し
た
。
同
じ
旅
館
に
再

び
泊
ま
っ
た
。
毛
ガ
ニ
を
食
べ
る
た
め
で
あ

る
。
女
中
さ
ん
も
同
じ
だ
っ
た
。

　

ま
だ
百
円
札
が
流
通
し
て
い
た
。
小
樽
で

遅
く
に
飛
び
込
ん
だ
居
酒
屋
の
女
将
は
、「
札

幌
は
遠
く
て
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
。

　

何
度
か
北
海
道
へ
出
か
け
た
が
、
ま
だ
、

「
北
の
国
か
ら
」
の
舞
台
、
富
良
野
を
訪
問

し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
の
楽
し
み
に

と
っ
て
あ
る
。

二
　
家
庭
訪
問
で
知
る
地
域

　

か
つ
て
、
六
月
は
家
庭
訪
問
シ
ー
ズ
ン

だ
っ
た
。
午
前
授
業
で
終
え
て
、
学
区
域
内

の
子
供
の
家
を
回
る
。
ど
の
家
で
も
、
室
内

に
上
げ
て
く
れ
て
、
子
供
や
家
庭
の
様
子
を

語
る
。
ア
パ
ー
ト
ひ
と
間
や
古
い
借
家
の
家

庭
も
多
か
っ
た
。
訪
問
を
受
け
る
家
庭
は
さ

一
　
六
月
の
北
海
道
一
人
旅

　

梅
雨
の
な
い
北
海
道
は
、
六
月
に
遅
い
春

を
迎
え
る
。
二
二
歳
の
六
月
、
重
い
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
い
、
青
函
連
絡
船
で
津
軽
海
峡
を

渡
っ
た
。
函
館
か
ら
札
幌
を
目
指
す
。
車
窓

に
北
の
大
地
の
風
景
が
飛
ん
で
い
く
。
北
海

道
の
雄
大
さ
を
函
館
本
線
で
実
感
す
る
。

　

途
中
の
長お

し
ゃ

万ま
ん

部べ

駅
で
下
車
。
駅
前
の
道
沿

い
に
、「
カ
ニ
」
の
看
板
が
並
ぶ
。
操
車
場

そ
ば
の
旅
館
に
投
宿
す
る
。
夕
食
に
毛
ガ
ニ

と
燗か

ん

酒ざ
け

を
頼
む
。
ぎ
し
り
と
詰
ま
っ
た
カ
ニ

を
し
ゃ
ぶ
り
、
燗
酒
で
流
す
。
至
福
の
時
間

で
あ
っ
た
。

　

二
週
間
か
け
て
道
内
を
巡
る
。
釧
路
で
地

震
に
遭
っ
た
。
摩
周
湖
で
は
旅
館
が
一
杯
で
、

バ
ス
運
転
手
の
宿
舎
に
泊
ま
っ
た
。
知
床
半

島
の
湖
で
誰
も
い
ず
、
熊
に
襲
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
あ
せ
っ
た
。
そ
ん
な
旅
の
帰
り
、

の

新
時
代
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・
協
力
者
に
取
材
を
依
頼
で
き
る

・
保
護
者
や
関
係
者
の
協
力
を
得
や
す
い

・
地
域
外
と
の
つ
な
が
り
が
分
か
る

　

地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
教
材
の
ネ
タ
が
転

が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
そ
れ
を
教

材
化
す
る
教
師
の
教
材
発
見
力
や
教
材
開
発

力
が
乏
し
い
。
そ
こ
を
鍛
え
な
け
れ
ば
教
師

の
力
量
は
伸
び
な
い
。

　

年
間
講
師
と
し
て
出
か
け
て
い
る
小
学
校

の
Ｍ
校
長
は
か
つ
て
私
の
部
下
だ
っ
た
。
先

日
、
私
の
忘
れ
て
い
た
昔
話
を
述
懐
す
る
。

三
年
社
会
の
地
域
の
歴
史
の
教
材
化
の
た
め

に
街
を
歩
く
。
そ
の
素
材
を
私
に
報
告
す
る

た
び
に
、「
つ
ま
ら
な
い
」
と
私
が
却
下
。

　

あ
る
時
、
じ
り
じ
り
し
た
私
が
「
蹴
っ
飛

ば
し
て
や
り
た
い
よ
。
何
と
か
見
付
け
て
こ

い
」
と
言
い
放
っ
た
。
Ｍ
先
生
は
夜
の
と
ば

り
の
街
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
き
、
灯
り
の
ぼ
ん
や

り
し
た
呉
服
店
に
飛
び
込
ん
だ
。
こ
の
店
で
、

処
分
す
る
大
量
の
風
呂
敷
を
も
ら
い
受
け
、

一
世
一
代
の
実
践
、「
風
呂
敷
か
ら
た
ど
る

街
の
歴
史
」
の
授
業
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、

社
会
科
実
践
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

西
四
キ
ロ
、
南
北
四
キ
ロ
の
街
。
そ
こ
に
小

学
校
三
一
校
、
中
学
校
九
校
、
義
務
教
育
学

校
六
校
が
ひ
し
め
く
。

　

私
の
母
校
、
旗
の
台
小
学
校
か
ら
一
〇
分

程
度
で
源
氏
前
小
学
校
、
清
水
台
小
学
校
、

延
山
小
学
校
、
第
二
延
山
小
学
校
ま
で
歩
け

る
。

　

二
十
数
年
前
に
開
始
し
た
通
学
域
の
自
由

化
政
策
は
こ
の
密
集
性
が
背
景
に
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
貴
重
な
資
源
が
あ

る
。
産
業
、
商
店
、
公
共
施
設
、
人
物
、
交

通
、
建
物
、
駅
、
銀
行
、
交
番
、
食
堂
、
工

場
、
住
宅
、
病
院
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
神
社
、

寺
院
、
祭
礼
、
年
中
行
事
、
歴
史
、
遺
跡
、

地
名
、
地
形
、
伝
説
、
通
行
人
、
雰
囲
気
な

ど
。
人
口
も
一
小
学
校
区
あ
た
り
平
均
六
五

〇
〇
名
が
居
住
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
学
校
教
育
に
生
か

す
。
こ
れ
が
「
地
域
素
材
の
教
材
化
」
だ
。

地
域
資
源
の
「
よ
さ
」
は
次
の
特
徴
を
も
つ
。

・
子
供
に
と
っ
て
身
近
で
あ
る

・
物
理
的
に
距
離
が
近
い

・
何
度
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

・
繰
り
返
し
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

・
地
域
に
愛
着
を
抱
く
契
機
に
な
り
得
る

し
方
、
家
庭
内
の
人
間
模
様
、
親
の
悩
み
な

ど
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
子
供
の
個
別
的
な

理
解
や
学
級
経
営
を
進
め
る
上
で
、
大
い
に

役
立
っ
た
。

　

家
庭
訪
問
は
、
平
日
午
後
の
学
区
域
を
歩

く
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
街
の
概

要
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
得
が
た
い

機
会
で
あ
っ
た
。
通
常
、
学
校
に
勤
務
す
る

教
師
は
、
学
区
内
を
歩
く
の
は
早
朝
の
出
勤

と
夕
刻
か
ら
の
退
勤
時
間
帯
。
あ
る
い
は
、

土
日
の
臨
時
出
勤
。
平
日
に
、
学
区
域
を
歩

く
機
会
は
ま
ず
な
い
。

　

し
か
し
、
家
庭
訪
問
中
は
、
平
日
に
学
区

域
を
堂
々
と
歩
け
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が

あ
る
。
家
庭
訪
問
は
地
域
理
解
を
深
め
、
教

師
と
家
庭
の
距
離
を
縮
め
る
貴
重
な
行
事

だ
っ
た
。

三
　
地
域
素
材
の
教
材
化

　

全
国
的
な
標
準
で
見
る
と
通
常
の
学
区
域

は
、
小
学
校
区
は
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
中
学

校
区
は
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
子
供
の
足
で

大
む
ね
一
時
間
で
通
学
で
き
る
範
囲
だ
。

　

た
だ
し
、
大
都
市
の
学
区
域
は
、
ぐ
っ
と

狭
く
な
る
。
生
ま
れ
故
郷
の
品
川
区
は
、
東
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特
に
、
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で
の
連
絡
は
手

軽
で
重
宝
し
て
い
る
。
私
の
メ
ー
ル
で
の
連

絡
は
、
手
紙
の
延
長
線
と
い
う
意
識
が
あ
り
、

宛
名
を
最
初
に
書
き
、
簡
単
な
挨
拶
の
前
置

き
の
後
、
要
件
を
述
べ
、
最
後
に
締
め
の
言

葉
を
書
き
、
自
分
の
名
前
を
書
く
と
い
う
形

式
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
学
生
か
ら
届
く
メ
ー
ル

は
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
。「
こ
ん
に
ち
は
」
な

ど
の
呼
び
か
け
的
な
挨
拶
が
入
る
場
合
も
あ

る
が
、
即
、
案
件
の
内
容
に
入
る
も
の
が
多

い
。
そ
し
て
、
自
分
の
名
前
を
書
か
な
い
も

の
も
結
構
あ
る
。
で
き
る
だ
け
字
数
を
節
約

し
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
と
い
う
意
識
が
強
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
学
生
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
も
、
段
落

を
ま
っ
た
く
付
け
ず
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、

ず
っ
と
文
章
を
書
き
連
ね
て
い
る
も
の
も
見

受
け
ら
れ
る
。
他
の
先
生
も
同
じ
よ
う
で
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
取
り
が
文
章
を
書
く
基

本
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」「
高
校
で
、

作
文
の
指
導
を
受
け
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

か
」
な
ど
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

二
　
学
生
た
ち
の
メ
ー
ル
や
レ
ポ
ー
ト

国
会
答
弁
や
会
議
資
料
の
清
書
や
コ
ピ
ー
が

主
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
全
国
の
学
校
や
他
省

庁
に
出
す
公
文
書
は
、
部
屋
に
い
る
タ
イ
ピ

ス
ト
に
打
っ
て
も
ら
い
、
印
刷
し
た
の
だ
。

　

Ｚ
世
代
と
い
わ
れ
る
今
の
若
者
に
は
想
像

も
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
社
会
の
通
信
環
境
の
進
展
は
急

激
で
あ
っ
た
。
職
場
に
は
、
ワ
ー
プ
ロ
、
パ

ソ
コ
ン
が
入
り
、
電
話
は
、
携
帯
、
ス
マ
ホ

と
モ
バ
イ
ル
、個
人
化
が
進
み
、今
日
に
至
っ

て
い
る
。

　

今
で
は
私
も
ス
マ
ホ
が
な
い
と
仕
事
に
な

ら
な
い
。
最
近
で
は
、
本
の
注
文
は
ネ
ッ
ト

で
す
る
こ
と
が
多
い
。
本
質
は
ア
ナ
ロ
グ
人

間
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
の
中

で
、様
々
な
便
利
さ
を
感
じ
て
生
活
し
て
い
る
。

　

私
は
、
昭
和
三
一
年
生
ま
れ
。
西
暦
で
は

一
九
五
六
年
で
あ
る
。
小
さ
な
頃
に
は
、
自

宅
に
電
話
を
所
有
し
て
い
る
家
庭
は
少
な

か
っ
た
。
電
話
を
か
け
る
と
き
に
は
、
近
所

の
お
寺
さ
ん
に
借
り
に
行
っ
た
。
昭
和
四
〇

年
代
初
め
、
小
学
校
高
学
年
く
ら
い
の
時
に
、

私
の
家
に
も
電
話
が
入
っ
た
。
電
話
の
ベ
ル

の
リ
ー
ン
と
い
う
音
が
す
る
と
緊
張
し
た
覚

え
が
あ
る
。

　

文
部
省
（
当
時
）
に
就
職
し
た
の
は
、
昭

和
五
四
年
（
一
九
七
九
年
）。
当
時
は
も
ち

ろ
ん
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
な
く
、
作
成
す
る
資

料
は
手
書
き
で
あ
っ
た
。
筆
跡
の
く
せ
で
誰

が
作
っ
た
資
料
か
分
か
っ
た
。
入
省
の
頃
は
、

一
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展

通
信
デ
ジ
タ
ル
革
命
と
郵
便
文
化

ア
ナ
ロ
グ
人
間
の
つ
ぶ
や
き
。
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松
山
千
春
さ
ん
の
「
人
生
（
た
び
）
の
空

か
ら
」
と
い
う
歌
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
詞

が
あ
る
。

「
遠
い
旅
の
空
か
ら　

君
に
送
る
便
り
は　

力
ま
か
せ
の
な
ぐ
り
書
き
」

　

こ
れ
は
、「
力
ま
か
せ
の
ラ
イ
ン
書
き
」

で
は
意
味
不
明
で
あ
る
。

　

あ
べ
静
江
さ
ん
の
「
水
色
の
手
紙
」（
作

詞　

阿
久　

悠
）

「
み
ず
い
ろ
は
な
み
だ
色　

そ
ん
な
便
せ
ん

に　

泣
き
そ
う
な
心
を
た
く
し
ま
す

　

手
紙
読
ん
だ
ら
少
し
で
も
い
い
か
ら　

私

の
も
と
へ
来
て
く
だ
さ
い
」

　

こ
の
よ
う
な
昭
和
歌
謡
の
名
曲
は
、
こ
れ

か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
の
中
で
、
歌

詞
の
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
消
え
て
い

く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

昭
和
は
遠
く
な

り
に
け
り
⋮
。

先
す
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

長
年
に
わ
た
っ
て
形
作
ら
れ
て
き
た
"
文

（
ふ
み
）"
に
よ
る
改
ま
っ
た
交
流
の
文
化
は

大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

教
育
の
世
界
で
も
、
不
易
と
流
行
と
い
う

こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
る
。
変
化
の
激
し
い
社

会
の
中
で
、
最
新
の
動
向
に
遅
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
便
利
さ
や
効

率
性
、
数
値
で
表
さ
れ
る
結
果
だ
け
に
と
ら

わ
れ
ず
、
手
間
は
か
か
る
け
れ
ど
も
、
人
が

生
き
て
い
く
中
で
、
何
が
大
切
か
を
常
に
子

供
た
ち
に
問
い
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
教
育
の
本

質
に
つ
な
が
る
。

　

昭
和
人
間
な
の
で
、
大
学
の
授
業
の
中
で
、

昭
和
の
こ
と
を
話
す
。
そ
の
中
で
、
昭
和
の

歌
謡
曲
を
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
る
。
学
生
た

ち
は
、
今
の
ポ
ッ
プ
ス
と
異
な
る
歌
詞
や
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
、
か
え
っ
て
新
鮮
さ
を
感
じ
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
手
紙
や
は

が
き
を
書
か
な
く
な
っ
た
学
生
た
ち
に
は
、

歌
詞
の
内
容
が
ピ
ン
と
こ
な
い
歌
も
あ
る
だ

ろ
う
と
思
う
。

四
　
昭
和
歌
謡
は
ど
こ
へ
行
く

　

遠
隔
地
の
人
と
の
通
信
で
、
手
紙
、
は
が

き
を
使
用
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
私
の
息
子
た
ち
も
年

賀
状
は
ほ
と
ん
ど
書
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
以
降
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
手
紙
や

は
が
き
で
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
育
ま
れ
て

き
た
文
章
の
書
式
や
便
箋
、
郵
便
切
手
な
ど

の
郵
便
文
化
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
な
っ
て

い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

人
間
は
生
活
の
便
益
の
た
め
に
様
々
な
装

置
や
仕
組
み
を
開
発
し
て
き
た
。
そ
う
し
て
、

文
明
は
ど
ん
ど
ん
進
展
し
、
今
日
、
私
た
ち

は
、
文
明
の
豊
か
さ
を
お
お
い
に
享
受
し
て

い
る
。
通
信
の
世
界
も
そ
う
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
と
い
う
通
信
革
命
を
と
ど
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

一
方
、
年
の
初
め
に
、
年
賀
状
で
、
長
年

会
っ
て
い
な
い
旧
友
や
親
戚
の
近
況
を
聞
き
、

し
み
じ
み
な
つ
か
し
く
思
う
こ
と
や
、
は
が

き
や
手
紙
の
紙
の
手
ざ
わ
り
、
手
書
き
の
ご

挨
拶
に
相
手
の
あ
た
た
か
な
気
持
ち
を
察
す

る
と
い
う
の
は
、
他
で
は
味
わ
え
な
い
機
会

と
い
え
る
。
何
事
も
、
迅
速
、
手
軽
さ
を
優

三
　
文
明
と
文
化
、
不
易
と
流
行

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

向
山
の
提
案
↓
社
会
科
授
業
を
、
面
白
く
楽
し
く
知
的

に
や
り
た
い
の
な
ら
「
長
い
も
の
」
を
取
り
上
げ
る

「
点
↓
線
↓
面
」
と
発
展
す
る
社
会
科
授
業
の
導
入
は
、
子
供
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
調
べ
学

習
を
保
証
す
る
。

松ま
つ

藤ふ
じ

司つ
か
さ

N
P
O
法
人
教
師
と
子
ど
も
の
支
援
活
動
理
事
長

そ
の
一　

教
材
と
し
て
「
水
道
」
を
選
択

し
た
こ
と
。　

　

一
学
期
の
授
業
の
始
ま
り
を
何
に
す
る

か
、
そ
れ
は
教
師
の
「
選
択
」
に
よ
る
。

　

む
ろ
ん
、
教
科
書
通
り
で
も
い
い
の
だ

け
ど
、
多
少
、
面
白
く
楽
し
く
知
的
に
や

り
た
い
の
な
ら
自
分
で
選
択
し
た
方
が
い

い
。

　

社
会
科
は
、
そ
れ
が
で
き
る
教
科
で
あ

る
。

　

私
は
、こ
の
よ
う
な
時
「
川
」「
道
路
」「
電

話
」
な
ど
の
「
長
い
も
の
」
を
と
り
あ
げ
る
。

　

六
年
生
の
政
治
単
元
で
「
川
」
を
と
り

あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
時
の
問
題
を
簡
単
に
言
う
と
次
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

⑴　

川
の
水
は
誰
の
も
の
か
？

⑵　

川
の
魚
は
誰
の
も
の
か
？

⑶　

川
の
土
地
は
誰
の
も
の
か
？

　

こ
の
授
業
の
一
部
が
公
開
授
業
に
な
っ

た
。
大
変
に
面
白
い
問
題
だ
っ
た
。

　

さ
て
、「
水
道
」
も
、
そ
れ
と
同
じ
よ

う
に
面
白
い
。

　

ど
う
し
て
「
長
い
も
の
」
が
い
い
の
だ

ろ
う
。「
長
い
も
の
」
は
身
近
に
あ
る
。

「
川
」
で
も
「
道
路
」
で
も
「
電
話
」
で
も
、

自
分
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。

　

そ
し
て
「
長
い
も
の
」
は
、「
自
分
の

近
く
に
あ
る
」
と
と
も
に
「
遠
く
」
ま
で

伸
び
て
い
る
。
広
が
り
が
あ
る
。

　

し
か
も
「
長
い
も
の
」
は
、
と
も
に
付

属
す
る
施
設
や
ら
看
板
や
ら
が
あ
っ
て
、

調
べ
る
手
が
か
り
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
長
い
も
の
」
は
、
自
分
の
生

活
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
向
山
洋
一
氏
の
実
践
か
ら
、
社
会
科
授
業
の

原
則
を
提
案
す
る
。

原
則
１  

三
、四
年
の
社
会
科
に
お
い
て
は
「
長

い
も
の
」
を
使
え
。

原
則
２  

具
体
的
な
物
を
提
示
し
て
考
え
さ
せ

よ
。

　
向
山
氏
は
、
子
供
の
家
の
水
の
使
用
量
を
一

升
瓶
何
本
分
か
で
考
え
さ
せ
た
。

原
則
３  

数
値
で
答
え
さ
せ
よ
。

　
一
升
瓶
何
本
分
か
ら
使
用
料
金
へ
と
転
換
す

る
。
水
道
の
使
用
料
金
が
分
か
れ
ば
一
升
瓶
の

本
数
も
計
算
で
き
る
。
し
か
も
、
水
道
の
料
金

は
料
金
明
細
書
を
調
べ
れ
ば
分
か
る
。
こ
れ
は
、

　

必
要
条
件
↑
↓
十
分
条
件

の
往
復
で
あ
る
。

原
則
４  

必
要
条
件
↑
↓
十
分
条
件
を
満
た
す

よ
う
な
質
的
転
換
を
せ
よ
。

　
こ
の
後
、
学
校
の
水
道
の
使
用
量
を
考
え
さ

せ
た
。
こ
れ
も
一
升
瓶
か
ら
使
用
料
金
へ
と
進

ん
だ
。

原
則
５  

子
供
の
思
考
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
、

変
化
す
る
も
の
を
一
つ
に
限
定
せ
よ
。

　
こ
の
原
則
は
他
教
科
に
も
応
用
で
き
る
。
特

に
、
実
験
や
観
察
の
あ
る
理
科
の
授
業
に
は
必

要
で
あ
る
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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水
が
ど
こ
か
ら
家
や
学
校
に
や
っ
て
来
る
の

か
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
考
え
る
。
こ
れ
は
終
点

か
ら
起
点
を
考
え
る
逆
思
考
で
あ
る
。

原
則
６  

水
の
流
れ
と
反
対
の
思
考
を
さ
せ
よ
。

　
も
し
「
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
水
は
ど
こ
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
発
問
を

し
た
ら
、
子
供
の
思
考
は
停
止
す
る
だ
ろ
う
。

あ
ま
り
に
も
自
分
の
位
置
か
ら
離
れ
て
い
る
の

で
興
味
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
歴
史
の
授
業
で
も
現
在
か
ら
過
去
に
遡
っ
て

考
え
さ
せ
る
方
が
集
中
す
る
。

　
こ
の
後
、
学
習
範
囲
が
学
校
か
ら
地
域
に
広

が
っ
た
。
水
の
授
業
は
、

　

点
↓
線
↓
面

と
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
展
開
は
地
域
学
習
だ

け
で
な
く
、
産
業
学
習
や
歴
史
学
習
で
も
使
え

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「
あ
る
こ
と
」
を

研
究
す
る
場
合
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。

原
則
７  

授
業
は
ぶ
れ
な
い
一
貫
し
た
物
を
用

意
せ
よ
。

　
水
の
使
用
量
を
聞
く
発
問
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

原
則
８  

自
学
シ
ス
テ
ム
を
教
え
よ
。

　
発
表
の
仕
方
、
調
べ
方
ま
で
教
え
て
い
る
。

一
学
期
最
初
の
社
会
科
授
業
で
、
学
習
の
シ
ス

テ
ム
す
べ
て
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
そ
の
素
材
の
加
工
方
法
で
あ

る
。

　

誰
で
も
で
き
る
よ
う
で
、
誰
で
も
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
川
の
魚
は
誰
の
も
の
」「
川

の
水
は
誰
の
も
の
」
な
ど
と
い
う
小
学
校

社
会
科
の
扱
い
は
、
私
が
初
め
て
で
は
な

い
か
と
思
う
。

「
川
」
を
扱
っ
た
授
業
は
多
く
あ
る
だ
ろ

う
が
、
こ
の
よ
う
な
「
切
り
口
」
は
、
向

山
が
（
多
分
）
初
め
て
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
時
の
授
業
は
、
川
に
あ
る
「
看
板

等
の
文
字
」
を
す
べ
て
「
採
取
」
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
調
査
方
法
」「
○
○
方
法
」

も
、
向
山
が
初
め
て
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

毎
日
毎
日
見
慣
れ
て
い
る
川
で
も
、
授

業
に
取
り
上
げ
る
の
に
方
法
は
い
く
ら
で

も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
で
四
年
生
社
会
科
の

最
初
に
「
水
道
」
を
選
択
し
た
。
こ
れ
が

第
一
の
要
素
で
あ
る
。（
以
下
、
そ
の
二

〜
そ
の
七
は
要
素
だ
け
を
取
り
上
げ
る
│

松
藤
）

そ
の
二　

自
分
の
家
の
水
の
使
用
量
を
予

測
さ
せ
た
。

そ
の
三　

水
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
予
測

さ
せ
る
。

そ
の
四　

ノ
ー
ト
の
記
入
方
法
を
教
え
る
。

そ
の
五　

家
の
水
道
の
使
用
料
の
調
べ
方

を
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
六　

水
道
の
水
は
ど
こ
か
ら
く
る
の

か
を
調
べ
る
方
法
を
考
え
る
。

そ
の
七　

発
表
の
し
か
た
を
教
え
る
。

　

討
論
の
授
業
の
指
導
は
、
こ
こ
か
ら
始

め
る
。

　

発
表
の
方
法
を
教
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
中
略
）
以
上
、「
導
入
で
し
か
け
る
」

内
容
を
書
い
て
き
た
。

　

こ
の
後
、
子
ど
も
が
実
際
に
調
べ
て
き

た
こ
と
を
も
と
に
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て

い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
私
の
授
業
パ
タ
ー
ン
で
も
あ

る
。

（『
教
育
の
原
理
・
原
則
シ
リ
ー
ズ
３　

授

業
の
知
的
組
み
立
て
方
』
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）
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荏
原
町
で
一
〇
〇
年
続
い
て
い

た
「
秀
」
と
い
う
料
亭
の
廃
業
を

耳
に
し
た
。

　

向
山
先
生
が
歯
医
者
に
行
く
度

に
、
駐
車
場
を
借
り
て
、
帰
り
に

は
食
事
を
し
て
い
た
。
向
山
先
生

の
お
孫
さ
ん
の
歓
ち
ゃ
ん
の
誕
生

日
や
一
門
の
会
な
ど
で
も
使
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
た
。

　
「
歓
ち
ゃ
ん
が
二
〇
歳
に
な
る

ま
で
そ
の
店
で
お
祝
い
し
た
い
も

の
だ
」
と
話
し
て
い
た
。

　
「
秀
」
は
、
海
苔
巻
き
の
寿
司

に
ラ
ッ
プ
を
使
い
、
食
べ
る
直
前

に
の
り
を
巻
く
方
法
を
発
明
し
た
。

パ
リ
パ
リ
と
し
た
海
苔
の
食
感
を

大
切
に
し
た
世
界
初
の
発
明
だ
っ

た
。
廃
業
の
お
知
ら
せ
を
読
み
、

こ
こ
ま
で
続
い
た
老
舗
を
閉
じ
る

店
主
の
心
中
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の

か
と
思
っ
た
。

　

時
を
同
じ
く
、
我
が
家
が
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

屋
さ
ん
が
店
を
閉
じ
た
。
そ
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
は
創
業
七
〇

年
を
超
え
、
師
尾
家
先
代
か
ら
御

用
聞
き
と
し
て
、
週
二
回
洗
濯
物

を
回
収
、
配
達
を
し
て
く
れ
て
い

た
。
大
変
助
か
っ
て
い
た
。

　

先
代
か
ら
家
業
を
引
き
継
い
だ

が
、
跡
取
り
が
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
客
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
う

ち
に
閉
じ
る
決
断
を
し
た
と
言
う
。

　

こ
の
二
例
だ
け
で
は
な
い
。
コ

ロ
ナ
で
生
活
が
一
変
し
、
宴
会
場

を
持
っ
て
い
る
料
亭
は
打
撃
を
受

け
た
。
会
社
の
宴
会
だ
け
で
な
く
、

法
事
や
葬
式
、
七
五
三
な
ど
親
戚

が
集
う
こ
と
も
減
っ
た
ら
し
い
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
事
も
テ
レ

ワ
ー
ク
の
影
響
か
、
ス
ー
ツ
や
ワ

イ
シ
ャ
ツ
が
め
っ
き
り
減
っ
た
と

い
う
。
洗
濯
機
も
高
性
能
に
な
り
、

衣
類
も
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
の
も
の

が
増
え
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
。

「
五
〇
年
前
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
」

と
同
年
代
の
店
主
が
寂
し
そ
う
に

言
っ
た
。

　

今
あ
る
職
業
が
消
え
て
い
く
運

命
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

　

騒
人
社
の
経
営
を
任
さ
れ
て
か

ら
一
二
年
が
経
っ
た
。
向
山
先
生

と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
お
か
げ

で
何
と
か
ま
だ
続
け
て
い
る
が
、

様
々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。

　

騒
人
社
は
ト
ー
ハ
ン
・
日
販
と

い
う
書
店
ル
ー
ト
の
権
利
を
も
っ

て
い
て
、
全
国
の
書
店
か
ら
の
注

文
を
受
け
、
翌
日
に
は
ト
ー
ハ

ン
・
日
販
へ
の
搬
入
が
で
き
る
。

大
変
あ
り
が
た
い
権
利
だ
が
、
最

近
は
ト
ー
ハ
ン
・
日
販
よ
り
ア
マ

ゾ
ン
か
ら
の
取
引
の
ほ
う
が
増
え

た
。

　

の
ん
び
り
書
籍
を
発
刊
し
て
き

た
が
、
こ
の
一
二
年
で
三
〇
冊
を

超
え
た
。

　

書
籍
の
発
刊
に
加
え
、
こ
こ
数

年
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制

作
の
仕
事
を
頂
い
て
い
る
。
経
済

広
報
セ
ン
タ
ー
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
対
応

テ
キ
ス
ト
（https://giga-iee-

edu.com
/text/

）、
日
本
郵
便
の

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
が

あ
る
。
是
非
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

　

新
し
い
時
代
に
突
入
し
た
今
、

電
子
書
籍
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
新

し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
日
は
、

ヤ
マ
キ
の
「
か
つ
お
ぶ
し
ク
イ
ズ
」

の
制
作
で
塩
谷
直
大
氏
や
田
口
晋

氏
に
相
談
に
の
っ
て
頂
い
た
。
騒

人
社
は
し
ぶ
と
く
挑
戦
す
る
。

新
刊  「
教
師
の
仕
事
が
面
白
い
！
」

第
一
章　

子
供
の
成
長
は
教
師
の

技
量
に
規
定
さ
れ
る
（
長
谷
川

博
之
）

第
二
章　

教
師
の
仕
事
が
面
白
い

（
応
募
論
文
―
選
者
向
山
洋
一
）

第
三
章　

百
回
生
ま
れ
変
わ
っ
て

も
教
師
に
な
り
た
い
（
師
尾
喜

代
子
の
新
聞
連
載
記
事
）

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

100年続いた荏原町の
老舗が廃業
今ある仕事が消えていく中で 
何ができるか。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

散
歩
の
途
中
で

　

突
然
、
妙
齢
の
ご
婦
人
が
研
究

所
に
来
ら
れ
た
。

　

聞
け
ば
、
雪
谷
小
学
校
で
向
山

先
生
が
担
任
し
た
児
童
の
保
護
者

だ
っ
た
。
近
く
の
図
書
館
に
来
た

つ
い
で
に
旗
の
台
を
散
歩
し
て
い

た
。
そ
の
時
、
向
山
先
生
の
名
前

を
見
付
け
て
思
わ
ず
訪
ね
た
と
の

こ
と
。

　

そ
の
方
は
向
山
先
生
よ
り
一
つ

年
上
で
、
こ
の
先
お
会
い
で
き
る

機
会
が
訪
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

か
ら
と
言
わ
れ
た
。

　

あ
い
に
く
向
山
先
生
は
不
在

だ
っ
た
の
で
、
代
理
で
お
話
を
聞

い
た
。

　

娘
さ
ん
の
進
路
を
相
談
し
た
こ

と
や
向
山
先
生
の
記
事
や
著
書
を

読
ん
で
い
る
こ
と
、
今
、
娘
さ
ん

が
小
中
一
貫
校
の
英
語
の
先
生
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

２　

退
職
の
ご
挨
拶
に

　

二
〇
〇
六
年
に
向
山
先
生
や
師

尾
先
生
が
協
力
し
た
味
の
素
の
出

前
授
業
は
、
今
で
も
続
い
て
い
る

そ
う
だ
。
担
当
さ
れ
た
方
が
今
年

退
職
さ
れ
る
の
で
、
お
会
い
し
て

ご
挨
拶
し
た
い
と
メ
ー
ル
が
届
い

た
。

　

メ
ー
ル
に
は
感
謝
の
言
葉
が
綴

ら
れ
て
い
た
。

「
出
前
授
業
を
受
け
た
児
童
の
累

計
人
数
も
13
万
人
以
上
、
社
員
登

壇
数
も
社
長
、
役
員
含
め
２
５
０

０
人
近
く
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
、

私
含
め
３
人
で
始
め
た
こ
の
活
動

が
17
年
間
も
い
ま
も
脈
々
と
続
い

て
い
る
こ
と
、
大
き
な
ア
イ
デ
ア
と

テ
キ
ス
ト
作
り
か
ら
教
え
方
ま
で

ご
指
導
サ
ポ
ー
ト
頂
い
た
向
山
先

生
、
T
O
S
S
の
先
生
方
に
は
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
で
す
。」

　

子
供
が
卒
業
し
て
何
十
年
も
た

つ
と
い
う
保
護
者
や
一
七
年
た
っ

た
今
も
向
山
先
生
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
た
い
と
い
う
人
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
と
共
に
、
今
更
な

が
ら
向
山
先
生
の
す
ご
さ
を
感
じ

た
出
来
事
だ
っ
た
。

３　

向
山
先
生
は
有
名
人

　

な
ん
だ
、
そ
ん
な
こ
と
昔
か
ら

知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う

が
、ハ
ガ
キ
を
よ
ー
く
見
て
ほ
し
い
。

　

研
究
所
の
住
所
は
東
京
都
品
川

区
旗
の
台
二−

四−

一
二
だ
。
似

て
い
る
番
地
が
書
か
れ
て
い
る
よ

う
な
、
い
な
い
よ
う
な
。
研
究
所

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

感謝の気持ちを 
もち続けることの大切さ
向山洋一先生への想いや受けた恩を
何年たっても忘れない人との出会い。

の
社
名
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
に

よ
く
届
い
た
も
の
だ
。
向
山
先
生

の
自
宅
宛
て
の
宅
急
便
が
、
不
在

の
時
に
事
務
所
に
届
く
こ
と
も
あ

る
。
郵
便
局
や
宅
急
便
の
配
達
の

人
に
は
、
向
山
先
生
の
名
前
と
研

究
所
が
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

旗
の
台
で
も
向
山
先
生
は
有
名

人
な
の
だ
と
、今
更
な
が
ら
思
っ
た
。

【
今
月
の
向
山
先
生
】

　

日
本
教
育
新
聞
に
は
、
毎
月

T
O
S
S
の
活
動
状
況
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
一
月
に
開
催
さ
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
模
擬
授
業
全
国
大
会

の
模
様
は
、
取
材
さ
れ
、
大
き
く

掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
新
聞
を
読
む

向
山
先
生
。
こ
の
写
真
を
日
本
教

育
新
聞
社
の
担
当
者
に
送
っ
た
と

こ
ろ
、
喜
ば
れ
た
。
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〜私が出会った素敵な先生〜

井
い

戸
ど

 砂
さ

織
おり愛知県豊田市立

中山小学校

私の出会った素敵な女性教師
たくましくて、人を励ます女教師に憧れる。
そのために、学び続けたい。

　　　トークライン女性教師女性教師

１�　

不
安
な
時
に
励
ま
さ
れ
た
、

「
あ
な
た
、
伸
び
る
わ
よ
」

　

忘
れ
ら
れ
な
い
女
性
教
師
が
い

る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
相
模
原
で
活
躍
さ

れ
て
い
た
大
場
寿
子
先
生
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
出
会
い
、
一
年
ほ

ど
た
っ
た
頃
、
愛
知
で
開
催
さ
れ

た
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
初
め
て
事
務

局
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ

た
。
愛
知
で
採
用
に
な
っ
た
二
年

目
で
あ
り
、
初
め
て
単
学
級
（
四

〇
人
）
を
担
当
し
た
年
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
不
安
に
思
っ
て
い
た

と
き
だ
っ
た
。
新
し
く
赴
任
し
た

校
長
と
合
わ
な
い
職
員
が
お
り
、

職
員
室
の
雰
囲
気
も
決
し
て
良
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
と
き
ご
一
緒

し
た
の
が
、
大
場
先
生
だ
っ
た
。

分
か
ら
な
い
な
り
に
一
生
懸
命
仕

事
を
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

大
場
先
生
が
私
に
こ
う
言
っ
た
。

「
あ
な
た
、
伸
び
る
わ
よ
」

　

思
い
が
け
な
い
言
葉
だ
っ
た
。

聞
い
た
瞬
間
、
次
か
ら
次
へ
涙
が

溢
れ
出
た
。
結
婚
し
て
高
知
か
ら

愛
知
に
来
て
、
最
初
は
、
家
族
以

外
誰
も
知
る
人
が
い
な
か
っ
た
。

少
し
ず
つ
職
場
や
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
出

会
い
が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
思
う

と
、
孤
独
さ
や
不
安
の
方
が
大
き

か
っ
た
。
こ
の
言
葉
に
ど
れ
だ
け

励
ま
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

２�　

た
く
ま
し
く
な
っ
た
私
と
Ａ

ち
ゃ
ん

　

あ
れ
か
ら
二
〇
年
が
過
ぎ
た
。

愛
知
に
慣
れ
、
仲
間
が
た
く
さ
ん

で
き
、
大
変
な
が
ら
も
毎
日
を
楽

し
く
過
ご
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

で
の
教
師
修
業
の
お
か
げ
だ
。

　

四
月
、
新
学
期
最
初
の
日
。
休

み
時
間
に
Ａ
ち
ゃ
ん
が
会
い
に
来

た
。
昨
年
二
年
生
の
時
に
担
任
し

た
子
だ
。

「
井
戸
先
生
、
私
、
井
戸
先
生

の
ク
ラ
ス
が
よ
か
っ
た
の
よ
。

昨
日
も
ず
っ
と
ず
っ
と
井
戸
先

生
の
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
よ
う

に
っ
て
ね
が
っ
て
い
た
の
よ
。

ね
が
い
は
か
な
わ
な
か
っ
た
わ
」

　

笑
顔
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

こ
う
言
っ
た
。
私
は
少
し
心
配
し

て
い
た
。
担
任
発
表
を
見
た
と
き
、

泣
き
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
。
三
月
に
頂
い
た
手
紙
に
、

Ａ
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
は
こ
う
書

い
て
い
た
。

　

一
年
生
の
時
は
、
今
よ
り
も

不
安
の
多
い
子
で
し
た
が
、
井

戸
先
生
の
お
か
げ
で
と
て
も
い

い
方
向
に
引
き
上
げ
て
い
た
だ

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�
　

今
後
の
娘
の
成
長
に
対
し
て

す
ご
く
重
要
な
一
年
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
、
十
日
前
く
ら
い
か
ら
、

井
戸
先
生
や
ク
ラ
ス
の
子
と
離

れ
る
の
が
嫌
だ
と
し
ょ
ん
ぼ
り

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
い

い
ク
ラ
ス
に
は
な
か
な
か
出
会

え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
次
の
ク
ラ
ス
に
明
る

く
向
か
っ
て
行
け
る
よ
う
に
見

守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
生
の
時
は
、
初
め
て
の

子
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
学

校
っ
て
ど
う
い
う
所
な
の
か
、

親
と
し
て
も
ど
う
と
ら
え
て
よ

い
か
わ
か
ら
ず
、
不
安
で
し
た

が
、
井
戸
先
生
の
お
か
げ
で
、

な
ん
と
な
く
理
解
で
き
た
気
が

し
ま
す
。
親
の
不
安
も
子
ど
も

の
不
安
も
解
消
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
後
略
）

　

昔
は
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ

た
け
れ
ど
、
少
し
余
裕
が
で
き
て

き
た
今
、
出
会
う
人
を
励
ま
す
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　

大
場
寿
子
先
生
の
よ
う
に
。
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地
域
に
根
差
し
た
活
動

１　
北
海
道
七
飯
町
で
の
子
ど
も

T
O
S
S
デ
ー
は
、
今
回
で
四
三
回

目
の
開
催
と
な
る
。
こ
の
地
で
、
先

輩
教
師
た
ち
が
続
け
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
伝
統
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

当
然
、
毎
回
参
加
し
て
く
れ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。
地
域
で
地
元
に

根
差
し
た

活
動
を
継

続
し
て
い

る
の
で
、

新
聞
で
何

度
も
取
り

上
げ
ら
れ

て
い
る
。

山
の
大
き

さ
、
ペ
ン

ギ
ン
の
種

類
な
ど
を
、

実
際
に
現

地
で
撮
影

し
た
写
真

を
基
に
話

し
た
。
特

に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、「
南
極
の

氷
」
を
実
際
に
触
る
こ
と
が
で
き
た

時
で
あ
る
。
氷
が
溶
け
る
際
に
、
中

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
気
泡
か
ら
、
パ

チ
パ
チ
と
音
が
出
た
。
こ
れ
は
、
太

古
の
昔
に
氷
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
空

気
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
子
供
た
ち

は
驚
い
て
い
た
。

子
供
た
ち
の
感
想
紹
介

４
　
ペ
ン
ギ
ン
ク
イ
ズ
が
楽
し
く
て
ど

き
ど
き
し
て
、
い
ろ
い
ろ
当
て
ら
れ

て
面
白
か
っ
た
で
す
。
ま
た
や
っ
て

く
だ
さ
い
。
寒
い
と
こ
ろ
で
静
電
気

が
起
き
や
す
い
こ
と
が
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

科
学
工
作
あ
そ
び

２　
小
森
栄
治
氏
の
実
践
「
シ
ン
グ
ル

エ
イ
ジ
サ
イ
エ
ン
ス
」
か
ら
、「
静

電
気
で
遊
ぼ
う
」
の
授
業
を
長
田
修

一
氏
が
行
っ
た
。
膨
ら
ま
せ
た
風
船

の
表
面
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で

擦
り
、
静
電
気
を
た
め
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
を
蝶
の
よ
う
に
浮
か
せ
る
実
験

を
行
っ
た
。
子
供
た
ち
は
、
ホ
ー
ル

に
散
ら
ば
り
、
熱
心
に
試
行
を
繰
り

返
し
て
い
た
。

南
極
を
知
ろ
う
！

３　
第
六
二
次
南
極
地
域
観
測
隊
（
越

冬
隊
）
に
参
加
し
た
柴
田
和
宏
氏
が

南
極
の
こ
と
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を
交

え
て
紹
介
し
た
。
南
極
の
広
さ
、
氷

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　６月号　■CONTENTS■
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【特別コンテンツ】
●新情報‼　2023年度「手紙の書き方」コンテンツ
　４月29日の郵便セミナーのようすも大公開します！

■教育コミュニティ
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　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
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地
域
に
根
差
し
た
伝
統
あ
る

子
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー

【
ど
き
ど
き
！　

子
ど
も
科
学
工
作
あ
そ
び
教
室
（
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業
）】

北
海
道
七
飯
町
冬
の
子
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
。

渡わ
た

邊な
べ

俊と
し

郎ろ
う

北
海
道
公
立
小
学
校

函館新聞　2023年１月４日掲載記事



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

長い単語を覚える些細な３つの工夫
長い単語を覚えるときは区切って読むと定着率が上がる。

神奈川県立高等学校 日
にっ

戸
と

勇
ゆう

希
き

１　

区
切
り
線
を
入
れ
る

「
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
」
を
覚

え
や
す
く
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
指

示
し
た
。

①　

区
の
後
に
「
/
」
を
入
れ
ま

す
。

②　

お
隣
同
士
確
認
し
な
さ
い
。

③　

表
の
後
に
「
/
」
を
入
れ
ま

す
。

④　

区
切
っ
て
何
度
も
読
み
ま
す
。

⑤　

小
選
挙
区
/
比
例
代
表
/
並

立
制

　

暗
記
が
苦
手
な
Ａ
男
も

区
切
る
こ
と
で
リ
ズ
ム
を

つ
か
み
覚
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
文
字
の
羅

列
で
は
な
く
、「
小
選
挙

区
制
」
と
「
比
例
代
表

制
」
が
同
時
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

２　

姓
と
名
は
半
角
空
け
る

　

教
科
書
で
は
「
西
郷
隆
盛
」
と
姓
と

名
は
空
け
ず
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ス

ラ
イ
ド
で
授
業
を
す
る
際
、
左
記
の
図

の
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

外
国
か
ら
来
た
生

徒
Ｂ
子
は
「
姓
」
と

「
名
」
の
区
別
が
つ
か

な
い
。
こ
の
よ
う
な

些
細
な
工
夫
を
施
し
、

教
科
書
に
書
か
れ
て

い
る
日
本
の
偉
人
の

姓
と
名
の
区
別
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

３　

世
界
の
偉
人
は
半
分
で
区
切
る

　

長
い
世
界
の
偉
人
名
は
七
文
字
以
上

と
す
る
。

「
ト
ゥ
サ
ン
＝
ル
ヴ
ェ
ル
チ
ュ
ー
ル
」

を
覚
え
や
す
く
す
る

た
め
に
半
分
で
区
切

る
。
世
界
の
偉
人
名

は
マ
ル
コ
＝
ポ
ー
ロ
、

ジ
ョ
ー
ジ
＝
ワ
シ
ン

ト
ン
の
よ
う
に

（
＝
）
で
結
ば
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
リ
ズ
ム

で
生
徒
は
覚
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

向
山
先
生
は
著
書
の
中
で
「
細
分
化

し
て
、
解
釈
を
し
、
イ
メ
ー
ジ
化
せ

よ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
イ
メ
ー
ジ

化
」
に
つ
な
げ
る
た
め
、
そ
の
人
物
の

画
像
が
あ
る
と
な
お
良
い
。

〈
参
考
文
献
〉

『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

（
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

谷編集長の評定

極めて片々の技術だが、だからこそ伝わり
やすい。このタイプの論文ももっとほしい。
生徒の反応があるとさらに良い。

A’
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向
山
日
記

三
月
六
日
㈪	

沖
縄
か
ら
金
城
先

生
が
研
究
所
に
来
た
。

三
月
七
日
㈫	

聖
路
加
か
ら
変
更

し
た
「
旗
の
台
の
病
院
」
で
定

期
検
査
。

三
月
九
日
㈭	
夕
方
か
ら
中
央
事

務
局
会
議
。
全
国
か
ら
五
〇
名

参
加
。
会
議
後
、
リ
ア
ル
に
出

席
さ
れ
た
先
生
方
一
五
名
と

「
木
曽
路
」
で
懇
親
会
。

三
月
十
日
㈮	

雨
宮
先
生
、
師
尾

先
生
と
大
井
町
の
い
つ
も
の
寿

司
屋
で
昼
食
。
大
き
い
本
屋
が

あ
る
。

三
月
十
五
日
㈬	

研
究
所
、
原
稿
。

三
月
十
七
日
㈮	

銀
行
の
担
当
者

が
異
動
で
新
旧
ご
挨
拶
。
恵
理

子
と
。

三
月
十
九
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋

観
戦
。

三
月
二
一
日
㈫	

向
山
塾
の
打
ち

上
げ
。
広
尾
「
お
く
む
ら
」。

と
な
り
の
「
明
治
屋
」
で
よ
く

買
い
物
を
す
る
。

三
月
二
二
日
㈬	

浅
草「
み
よ
し
」

で
三
人
会
。
板
倉
先
生
、
師
尾

先
生
と
向
山
で
同
学
年
を
組
ん

で
い
た
。
今
回
も
板
倉
先
生
は

た
く
さ
ん
の
資
料
を
持
っ
て
き

た
。

三
月
二
三
日
㈭	

墓
参
り
。
東
京

タ
ワ
ー
下
。
向
山
家
の
墓
か
ら

タ
ワ
ー
の
足
が
触
れ
る
く
ら
い

近
い
。

三
月
二
四
日
㈮	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
、「
向
山
洋
一
今
月
の
一

言
」
を
撮
影
。
新
年
度
の
し
く

み
づ
く
り
を
話
し
た
。
師
尾
、

雨
宮
と
昼
食
。

三
月
二
八
日
㈫	
小
嶋
悠
紀
先
生

た
ち
と
会
食
、
荏
原
町
「
料
亭

秀
」。
一
〇
〇
年
続
い
た
店
で
、

三
月
末
で
閉
店
し
た
。

三
月
二
九
日
㈬	

床
屋
。
み
ん
な

が
褒
め
て
く
れ
た
。
昼
食
、
滝

の
あ
る
店
。
三
時
帰
宅
。

三
月
三
十
日
㈭	

昼
食
、
師
尾
氏

た
ち
と
。
師
尾
氏
、
静
岡
の
実

家
へ
。

三
月
三
一
日
㈮	

書
店
に
て
八
冊
。

谷
日
記

三
月
一
日
㈬	

セ
ミ
ナ
ー
担
当
者

会
議
、
学
会
合
同
会
議
。

三
月
三
日
㈮	

冬
合
宿
の
下
見
で

府
中
へ
。
い
い
施
設
だ
。
木
村

重
夫
氏
と
合
流
。
イ
タ
リ
ア
ン

の
お
店
で
算
数
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
つ
い
て
検
討
。「
子
ど
も
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
の
重
要
性
に
つ
い

て
合
意
。

三
月
四
日
㈯	

両
国
で
若
手
育
成

セ
ミ
ナ
ー
。
各
地
で
伸
び
頭
の

若
手
た
ち
の
講
座
が
頼
も
し
く
、

こ
れ
か
ら
楽
し
み
。
懇
親
後
、

新
神
戸
に
移
動
。

三
月
五
日
㈰	

谷
英
語
セ
ミ
ナ
ー
。

英
語
の
パ
ネ
ル
が
楽
し
か
っ
た
。

国
際
舞
台
で
論
議
で
き
る
教
員

を
育
て
た
い
。

三
月
六
日
㈪	

岩
切
校
長
と
久
々

に
新
宿
で
一
献
。
学
芸
み
ら
い

社
の
面
々
と
。「
夢
の
校
内
研
」

が
実
現
す
る
か
も
。

三
月
七
日
㈫
〜
八
日
㈬	

長
野
、

小
嶋
学
級
を
二
日
に
わ
た
っ
て

参
観
。
I
C
T
を
駆
使
し
た
個

向山・谷日記
2023年3月

別
最
適
な
学
び
。
夜
に
は
教
材

解
釈
も
含
め
て
議
論
。
今
後
の

授
業
研
究
を
語
る
一
つ
の
モ
デ

ル
に
な
る
だ
ろ
う
。
帰
京
後
そ

の
ま
ま
サ
ー
ク
ル
。

三
月
九
日
㈭	

中
央
事
務
局
。

三
月
十
三
日
㈪	

谷
企
画
。

三
月
十
五
日
㈬	

東
京
駅
近
く
で

朝
日
の
「
お
し
ご
と
年
鑑
」
打

合
せ
。
そ
の
後
、
冬
合
宿
下
見
。

三
月
二
一
日
㈫	

向
山
塾
打
上
げ
。

広
尾
で
師
匠
と
師
尾
氏
と
。
そ

の
後
、
事
務
局
で
恵
比
寿
の
二
、

三
、
四
次
会
を
。
雨
宮
隊
長
と

は
五
次
会
ま
で
。

三
月
二
二
日
㈬	

墨
田
区
で
校
内

研
。
都
道
府
県
会
議
。
執
行
部

会
議
。
高
段
者
Ｑ
Ａ
。

三
月
二
四
日
㈮	

執
行
部
三
人
会
。

百
合
ヶ
丘
の
寿
司
屋
。
最
も
大

切
な
会
の
一
つ
。

三
月
二
七
日
㈪	

研
究
所
に
て
光

村
の
打
合
せ
。
そ
の
後
教
え
方

セ
ミ
ナ
ー
用
の
動
画
撮
影
。
一

発
撮
り
で
完
了
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

怒られると切り替えられない子への対応 決めたことをやり続けるには

『教育トークライン』7月号
予告　6月15日発行

「探究学習」の前に
まずは「一斉指導」の授業力を特集

谷　和樹　小嶋悠紀　富樫僚一　田中修一
伊藤圭一　利田勇樹　宮森裕太　岩井俊樹
水本和希　佐藤智彦　星野優子　大川稚也
塩谷直大

編
集
後
記

▼
困
難
事
例
へ
の
対
応
は
文
字
通
り
困
難
で

す
。
知
識
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
成
功
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
人
間
の
仕
事
で
す
か

ら
セ
ン
ス
も
物
を
言
い
ま
す
。
た
だ
し
、
知
識

も
セ
ン
ス
も
な
け
れ
ば
成
功
の
欠
片
さ
え
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
た
ち
は

学
ぶ
の
で
す
。
学
び
、
引
き
出
し
を
増
や
し
、

そ
の
う
え
で
実
地
に
試
し
て
み
て
、う
ま
く
い
っ

た
方
法
を
血
肉
化
し
て
い
く
の
で
す
。（
長
谷
川
）

▼
「
魔
の
六
月
」
を
前
に
ど
の
よ
う
に
ク
ラ

ス
を
安
定
さ
せ
て
い
け
ば
良
い
の
か
を
、
具

体
的
な
事
例
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

今
月
号
。
で
き
な
い
子
を
目
の
前
に
し
た
と

き
、
瞬
時
に
ど
う
対
応
で
き
る
か
が
鍵
を
握

り
ま
す
。
今
月
号
の
具
体
的
な
手
立
て
を
学

び
実
践
す
る
こ
と
で
、
良
い
状
態
で
夏
休
み

に
突
入
で
き
る
は
ず
で
す
。（
松
島
）

▼
今
月
号
の
特
集
か
ら
、
多
く
の
学
び
を
得

ま
し
た
。
特
に
長
谷
川
博
之
氏
の
論
文
の「
朝

の
時
間
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
」と
い
う
フ
レ
ー

ズ
は
、
小
学
校
教
師
の
私
の
心
に
も
ズ
シ
ン

と
響
き
ま
し
た
。「
安
定
」
と
は
教
師
目
線
で

は
な
く
、子
供
た
ち
一
人
一
人
の「
心
の
安
定
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
学
級
を
子
供

の
目
線
か
ら
点
検
し
ま
す
。（
塩
谷
）
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